
備 考

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

大 学 の 目 的
　本学は、人道に根ざした深い教養をもつ有能な人材を養成すると同時に、高度の学問技術
を研究教授することにより、人類社会の福祉に貢献することをもって目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

　本学科は、大学・学部の教育目的に沿って、生産科学、動物生命科学、人と動物との共生
科学に関する確かな専門知識を持ち、地域の生態系や文化を理解し、持続的かつ安全な動物
生産、動物に関わる新たな技術開発、科学的根拠に基づく人と動物との適正な関係の創出を
目指して、実践的な対処・解決の方策を導き出せる力と、複眼的な視点に基づく倫理観を
もって責任ある社会貢献ができる人材を養成することを目的とする。

フ リ ガ ナ ﾄｳｶｲﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 東海大学（Tokai University）

大 学 本 部 の 位 置 神奈川県平塚市北金目4-1-1

計 画 の 区 分 学部の学科の設置

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾄｳｶｲﾀﾞｲｶﾞｸ

別紙のとおり

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

設 置 者 学校法人　東海大学

農学部
[Undergraduate School
of Agriculture]

年

動物科学科
[Department of Animal
Science]

4

― 320

同一設置者内における変更状
況
（定員の移行，名称の変更
等）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

農学部動物科学科 39科目 13科目 19科目 71科目 124単位

計

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

人 年次
人

人 　　年　月
  第　年次

熊本県熊本市
東区渡鹿9-1-1
熊本県上益城郡

益城町杉堂871-12

学士（農学）
[Bachelor of
Agriculture]

80 ― 320 令和４年４月
第１年次

80
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令和３年３月認可申請

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

令和３年４月届出予定

政治経済学部政治学科

政治経済学部経済学科

(2)

教養学部人間環境学科

教養学部芸術学科

体育学部体育学科

体育学部競技スポーツ学科

体育学部武道学科

体育学部生涯スポーツ学科

文化社会学部文芸創作学科

文化社会学部広報メディア学科

文化社会学部心理・社会学科

文化社会学部アジア学科

文化社会学部ヨーロッパ・アメリカ学科

文化社会学部北欧学科

体育学部スポーツ・レジャーマネジメント
学科

法学部法律学科

7 3

助手

人 人 人 人

(9)

―

―

農学部食生命科学科
6

8

学　部　等　の　名　称
専任教員等

教授 准教授 講師 助教 計

文理融合学部地域社会学科

6 1 0 22

人

児童教育学部児童教育学科
9 5

(1) (9)

経営学部経営学科
9

海洋学部海洋理工学科
15 0 20

0

文学部英語文化コミュニケーション学科

計

(1)

(0) (2) (0)

3 1 2 0 6

(125) (63) (42) (7)

(7)
文学部文明学科

文学部歴史学科

文学部日本文学科

3

(3) (0)

新

設

分

兼任
教員等

(0) (7)(8) (5) (0) (2) (15)

9 0 15

0 2

0

22

人文学部人文学科
(11)

14

農学部農学科
4 1

0

(7) (5) (5) (1) (18) (0)

0

文理融合学部人間情報工学科

人 人

農学部動物科学科

20

8 0

(4) (0) (4) (0)

(6) (1) (0) (22) (0) (20)

(3) (0) (14)

(14)(3)

(22)

13

(3) (4) (0) (14)

16

(8) (0) (16)

(0) (13)

240 0

(237) (0)

6 1 21

0

9 4 1

4

(6) (0)

4 0

14

0

(0)

0

3 0

(4) (1) (3) (0) (8) (0)

14 0

(9) (4) (1) (0) (14) (0)

3 1 0 7

0 8

(8)

127 63 43 7

16

(23)(8) (5) (2) (0) (15) (0)

8 5 2 0 15 0 23

(16)

7 1 0 0 8 0 8

(3) (1) (2) (0) (6) (0)

0

(8)

5 2 2 0 9 0 20

(7) (1) (0) (0) (8) (0)

(20)

5 4 0 0 9 0 12

(5) (2) (2) (0) (9) (0)

(12)

3 1 2 0 6 0 7

(5) (4) (0) (0) (9) (0)

(7)

4 1 1 0 6 0 3

(3) (1) (2) (0) (6) (0)

(3)

6 1 3 0 10 0 2

(4) (1) (1) (0) (6) (0)

(0) (14) (0)

1 0 11 0 13

(6) (1) (3) (0) (10) (0)

(13)

10 2 2 0 14 0 5

(7) (3) (1) (0) (11) (0)

88

(9) (3) (3) (0) (15) (0)

(5)

8 2 4 0 14 0 11

(10) (2) (2) (0) (14) (0)

(11)(4)

2 0 11 0 11

(10) (1) (0) (0) (11) (0)

(2)

9 3 3 0 15 0 27

(12) (5) (3)

10 1 0 0 11 0 5

(7)

6

(4) (3) (2) (0) (9) (0)

(11)

6 4 0 0 10 0

0 9 0 1

(5) (3) (1) (1)

(88)

10

(6)

(0)

(10) (0)

(1)

1 1 10 0 6

7 3 4 0

(3) (2) (0) (11) (0)

(10)

5 3

(0) (20) (0)

(27)

7

(6) (4) (0) (0) (10) (0)

4

(15)

3 3 0 13 0

12 5 3 0 20 0 2

(8) (2)

14

0

(7)

6 4 5 0 15 0 11

(6) (4) (5) (0) (15)

情報理工学部情報メディア学科
6 3

(3)(6) (0) (0) (9) (0) (6)

国際学部国際学科
7 3 4 0 14 0 11

(7) (3) (4) (0) (14) (0) (11)

0 9

情報通信学部情報通信学科
10 7 6 1 24 0 10

(10) (7) (6) (1) (24) (0) (10)

5 0 2 15 0 7

工学部医工学科
5 2

1 11

(0) (1) (8)

5 1 0 15 0 12

(9) (5) (1) (0) (15) (0) (12)

1 0 21

0 60

5 2 3

工学部生物工学科
5 6 0 0 11 0 20

(5) (6) (0) (0) (11) (0) (20)

(7) (4)

0

(5) (2)

(5) (3) (0) (0) (15)

3 0 127
文理融合学部経営学科

(0) (12)

建築都市学部土木工学科
5 3 0 1

工学部機械システム工学科
0 18

(5) (2) (3) (1) (11) (0) (18)

建築都市学部建築学科
8

(0) (21)

8

(17)

13

(3) (3) (0) (13) (0)

(5)

3

(6)

4 3 2

(13)

17

教

員

組

織

の

概

要

既

設

分
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理学部

　基礎教育研究室

海洋学部

　海洋フロンティア教育センター

現代教養センター

国際教育センター

情報教育センター

課程資格教育センター

先進生命科学研究所

教育開発研究センター

スポーツ医科学研究所

総合科学技術研究所

情報技術センター

総合社会科学研究所

高輪教養教育センター

清水教養教育センター

海洋研究所

総合医学研究所

九州教養教育センター

総合農学研究所

札幌教養教育センター

1 0 0 0 1 0 0

(1) (0)

4 3 1 0

―

594

(591) (360) (381) (426)

医学部看護学科

海洋学部水産学科

(0) (15) (0)

(11)

11 1 3 1 16 0 12

(7) (5) (0) (0)

計

理学部数学科

理学部情報数理学科

理学部物理学科

理学部化学科

海洋学部海洋生物学科

8 0 43

1 0 1

1 0 0

(0) (0) (1) (0) (1) (0)

医学部医学科

(3)

観光学部観光学科

情報理工学部コンピュータ応用工学科

工学部応用化学科

工学部電気電子工学科

工学部機械工学科

工学部航空宇宙学科

情報理工学部情報科学科

6 4 5 0 15 0 3

0 2

(6) (6)

(12) (0)

7 5 0 0 12 0 11

(6)

(12)

9 4 2 0 15 0 0

(11) (1) (3) (1) (16) (0)

(4) (5)

(0)

6 1 2 1 10 0 8

(9) (4) (2) (0) (15) (0)

4 0 0

(2)

(8)

5 3 1 1 10 0 11

(6) (1) (2) (1) (10) (0)

(11)(5) (3) (1) (1) (10) (0)

6 1 1 1 9 0 3

(3)

7 3 3 0 13 0 5

(6) (1) (1) (1) (9) (0)

(5)

8 4 4 0 16 0 13

(7) (3) (3) (0) (13) (0)

(13)

12 3 2 1 18 0 5

(7) (4) (0) (0) (11) (0)

16 0 5

(7) (4) (3) (0) (14) (0)

(5)(12) (3) (2) (1) (18) (0)

7 5 2 0 14 0 10

8 8 14 4 34 0 47

(127) (106) (205) (396) (834) (0)

(10)

7 4 3 0 14 0 11

(7) (5) (2) (0) (14) (0)

(11)

8 7 0 1

計
403 231 296 411 1341 0 ―

(402) (231) (292) (411) (1336) (0)

―

(47)(8) (8) (14) (4) (34) (0)

―

国際文化学部地域創造学科
9 1 3 1 14 0 14

(9)

(1758) (0)

360 386 426 1766 0

健康学部健康マネジメント学科
(10)

4 0 0 12 0 14

(0) (14)

(8) (4) (0) (0) (12) (0) (14)

2 2 0 0

(5)

127 106 205 396 834 0 131

(8) (7) (0) (1) (16) (0)

(131)

(0) (9)

(1) (3) (1) (14)

10 6 6 2 24

(6) (1) (3) (1) (11)

(7)

(2) (24) (0) (2)

生物学部海洋生物科学科
5 5 2 0 12 0 1

(5) (5) (2) (0) (12) (0) (1)

生物学部生物学科
8

国際文化学部国際コミュニケーション学科
6 1 3 1 11 0 9

(66) (47) (8) (185) (0) ―

2 0 1 0 3 0

(2) (0) (1) (0) (3) (0)

(0) (0) (0) (7) (0) (33)

64 66 47 8 185 0 ―

(64)

4 12 5 1 22 0 20

(4) (12) (5) (1) (22) (0) (20)

17 20 20 3 60 0 160

(17) (20) (20) (3) (60) (0) (160)

2 3 4 0 9 0 19

(2) (3) (4) (0) (9) (0) (19)

(1) (0) (0) (0) (1) (0)

1 0 0 0 1 0 0

(0)

6 7 3 1 17 0 46

(6) (7) (3) (1) (17) (0) (46)

(0) (0)

0 1 0

(0)

4 1 1 0 6 0 0

(4) (1) (1) (0) (6) (0) (0)

0 1 1 1 3 0 0

(1) (0) (8) (0) (43)

9 10 5

0

(0) (1) (1) (1) (3) (0) (0)

0 24 0 55

0 0 1 0 1 0 0

(0) (0) (1) (0) (1)

(0) (0) (1) (0) (0)

(1) (4) (0)

2

(9) (10) (5) (0) (24) (0) (55)

1 0 0 1 2 0 0

(1) (0) (0) (1) (2) (0) (0)

(4) (3)

4 0 16 0 23

4 0

(2)

(1) (0)

7 0 0 0 7 0 33

(7)

(4) (8) (4) (0) (16) (0) (23)

0

(0)

教

員

組

織

の

概

要

既

設

分

(2) (0) (0) (4) (0) (0)

1 2 1 0 4 0 7

(1) (2) (1) (0) (4) (0)

合　　　　計

0

(0)

4 8
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東海大学付属望星高等学校と
共用

名称：東海大学付属望星高等
学校（通信制）
収容定員：3,000名
校地面積基準：なし

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 内借用地：55,045.86㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 内借用地：47,282.12㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 内借用地：153,717.23㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ 借用期間：2～30年

 

㎡ ㎡

㎡ 席 冊

㎡

経費の
見積り
及び維
持方法
の概要

620
0〔0〕

(0〔0〕)
0〔0〕

(0〔0〕)

(779) (269) (1048)

57 2 59

(57) (2) (59)

大学全体での共用として、
電子データベースは37種[うち国
外16種]
学術雑誌（電子ジャーナル含
む）は約45,000種［うち国外約
42,200種］
電子ブックは約12,700点
［うち国外約7,000点］
が利用可能。

(3,796〔3,014〕) (2,832〔2,763〕) (597)

3,895〔3,105〕 2,920〔2,850〕 620
0〔0〕

(0〔0〕)
0〔0〕

(0〔0〕)
(3,796〔3,014〕) (2,832〔2,763〕) (597)

3,895〔3,105〕 2,920〔2,850〕

21,687.00 3,734 2,318,166

事 務 職 員
779 269 1048

計
888 293 1181

(888) (293) (1181)

そ の 他 の 職 員
8 0 8

(8) (0) (8)

図 書 館 専 門 職 員
44 22 66

(44) (22) (66)

小 計 2,167,489.38 2,052.88 0.00 2,169,542.26

校 舎 敷 地 1,770,691.41 2,052.88 0.00

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

そ の 他 211,174.76 0.00 0.00 211,174.76

1,772,744.29

運 動 場 用 地 396,797.97 0.00 0.00 396,797.97

大学全体
480 室 328 室 1,260 室

79 室
（補助職員 20 人）

6 室
（補助職員 0 人）

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

新設学部等の名称 室　　　数

532,456.15 0.00 ㎡ 0.00 ㎡ 532,456.15

（ 532,456.15 ㎡） （0.00 ㎡） （0.00 ㎡） （ 532,456.15 ㎡）

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

点 点

大学全体
24,060.79 トレーニングセンター 25mプール

面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数
大学全体

図書 学術雑誌
視聴覚資料

点

機械・器具 標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕

(41,544〔6,579〕)

42,010〔6,700〕

(41,544〔6,579〕)

42,010〔6,700〕

第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等

― 千円

第５年次 第６年次

農学部動物科学科 18 室

― 千円 ― 千円

技 術 職 員

専任教員研究室

共 同 研 究 費 等 630千円 630千円 630千円 630千円 ― 千円 ― 千円

図 書 購 入 費 200千円 240千円 280千円 320千円 360千円 ― 千円 ― 千円 図書購入費には電子ジャーナ
ル・データベースの整備費（運
用コスト含む）を含む。

280千円 280千円 280千円 280千円 ― 千円 ― 千円

設 備 購 入 費 6,916千円 267,786千円 6,916千円 6,916千円 6,916千円 ― 千円

合 計 2,378,664.14 2,052.88 0.00 2,380,717.02

新設学部等の名称

図
書
・
設
備

農学部動物科学科

計

図書館

体育館

経費
の見
積り

学生１人当り
納付金

学生納付金以外の維持方法の概要

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

私立大学等経常経費補助金、手数料等

1,545千円 1,345千円 1,345千円 1,345千円
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大 学 の 名 称

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地 備　　考

年 人 年次 人 倍

人

文学部 370 － 1,480 1.02 昭和25年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　文明学科 4 60 － 240 学士(文学) 1.03 平成13年 〃

　ｱｼﾞｱ文明学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　ﾖｰﾛｯﾊﾟ文明学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　ｱﾒﾘｶ文明学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　北欧学科 4 － － － 学士(文学) － 昭和42年 〃 平成30年度より学生募集停止

　歴史学科 130 － 520 1.02 昭和35年 〃

　　日本史専攻 4 50 － 200 学士(文学) 1.07 昭和58年 〃

　　東洋史専攻 4 － － － 学士(文学) － 昭和58年 〃 平成30年度より学生募集停止

　　西洋史専攻 4 50 － 200 学士(文学) 0.99 昭和58年 〃

　　考古学専攻 4 30 － 120 学士(文学) 0.99 昭和58年 〃

　日本文学科 4 90 － 360 学士(文学) 1.01 平成13年 〃

　文芸創作学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　英語文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 90 － 360 学士(文学) 1.00 昭和35年 〃

　広報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

　心理・社会学科 4 － － － 学士(文学) － 平成13年 〃 平成30年度より学生募集停止

文化社会学部 450 － 1,800 1.01 平成30年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　ｱｼﾞｱ学科 4 70 － 280 学士(文化社会学) 1.03 平成30年 〃

　ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶ学科 4 70 － 280 学士(文化社会学) 0.99 平成30年 〃

　北欧学科 4 60 － 240 学士(文化社会学) 1.02 平成30年 〃

　文芸創作学科 4 60 － 240 学士(文化社会学) 1.01 平成30年 〃

　広報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 100 － 400 学士(文化社会学) 1.01 平成30年 〃

　心理・社会学科 4 90 － 360 学士(文化社会学) 0.99 平成30年 〃

政治経済学部 480 － 1,920 1.00 昭和41年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　政治学科 4 160 － 640 学士(政治学) 1.03 昭和41年 〃

　経済学科 4 160 － 640 学士(経済学) 0.99 昭和41年 〃

　経営学科 4 160 － 640 学士(経営学) 0.99 昭和49年 〃

法学部 300 － 1,200 1.01 昭和61年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　法律学科 4 300 － 1,200 学士(法学) 1.01 昭和61年 〃

教養学部 330 － 1,320 1.03 昭和43年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　人間環境学科 160 － 640 1.01 昭和43年 〃

    自然環境課程 4 65 － 260 学士(教養学) 0.97 昭和43年 〃

    社会環境課程 4 95 － 380 学士(教養学) 1.01 昭和43年 〃

　芸術学科 90 － 360 1.03 昭和43年 〃

    音楽学課程 4 32 － 128 学士(教養学) 1.04 昭和43年 〃

    美術学課程 4 20 － 80 学士(教養学) 1.08 昭和43年 〃

    ﾃﾞｻﾞｲﾝ学課程 4 38 － 152 学士(教養学) 1.04 昭和43年 〃

　国際学科 4 80 － 320 学士(教養学) 1.09 昭和47年 〃

体育学部 480 － 1,920 1.01 昭和42年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　体育学科 4 110 － 440 学士(体育学) 0.97 昭和42年 〃

　競技ｽﾎﾟｰﾂ学科 4 140 － 560 学士(体育学) 1.03 平成16年 〃

　武道学科 4 60 － 240 学士(体育学) 1.02 昭和43年 〃

　生涯ｽﾎﾟｰﾂ学科 4 110 － 440 学士(体育学) 0.99 昭和46年 〃

　ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 60 － 240 学士(体育学) 1.03 平成16年 〃

健康学部 200 － 800 1.02 平成30年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 200 － 800 学士（健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学） 1.02 平成30年 〃

理学部 320 － 1,280 0.98 昭和39年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　数学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.99 昭和39年 〃

　情報数理学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.99 昭和49年 〃

　物理学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.98 昭和39年 〃

　化学科 4 80 － 320 学士(理学) 0.98 昭和39年 〃

情報理工学部 200 － 800 1.03 平成13年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　情報科学科 4 100 － 400 学士(工学) 1.04 平成13年 〃

  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用工学科 4 100 － 400 学士(工学) 1.03 平成13年 〃
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工学部 1,390 － 5,560 1.01 昭和25年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　生命化学科 4 100 － 400 学士(工学) 0.99 平成13年 〃

　応用化学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.00 平成13年 〃

　光・画像工学科 4 60 － 240 学士(工学) 1.02 平成18年 〃

　原子力工学科 4 40 － 160 学士(工学) 0.89 平成18年 〃

　電気電子工学科 4 140 － 560 学士(工学) 1.04 平成18年 〃

　材料科学科 4 80 － 320 学士(工学) 0.98 昭和41年 〃

　建築学科 4 200 － 800 学士(工学) 1.07 昭和41年 〃

　土木工学科 4 120 － 480 学士(工学) 1.05 昭和41年 〃

　精密工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.06 昭和46年 〃

　機械工学科 4 140 － 560 学士(工学) 0.99 昭和46年 〃

　動力機械工学科 4 150 － 600 学士(工学) 0.99 昭和46年 〃

　航空宇宙学科 140 － 560 0.99 昭和42年 〃

　　航空宇宙学専攻 4 90 － 360 学士(工学) 1.03 昭和42年 〃

　　航空操縦学専攻 4 50 － 200 学士(工学) 0.93 昭和42年 〃

　医用生体工学科 4 60 － 240 学士(工学) 1.04 平成22年
神奈川県平塚市北金目4-1-1
神奈川県伊勢原市下糟屋143

観光学部 200 － 800 1.03 平成22年
神奈川県平塚市北金目4-1-1
東京都渋谷区富ヶ谷2-28-4

　観光学科 4 200 － 800 学士(観光学) 1.03 平成22年 〃

情報通信学部 320 － 1,280 1.02 平成20年 東京都港区高輪2-3-23

　情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.00 平成20年 〃

　組込みｿﾌﾄｳｪｱ工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.07 平成20年 〃

　経営ｼｽﾃﾑ工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.00 平成20年 〃

　通信ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科 4 80 － 320 学士(工学) 1.04 平成20年 〃

海洋学部 530 － 2,120 1.00 昭和37年 静岡県静岡市清水区折戸3-20-1

　海洋文明学科 4 80 － 320 学士(海洋学) 1.00 平成16年 〃

　環境社会学科 4 80 － 320 学士(海洋学) 1.06 平成23年 〃

　海洋地球科学科 4 80 － 320 学士(海洋学) 1.01 平成23年 〃

　水産学科 4 120 － 480 学士(海洋学) 1.04 平成18年 〃

　海洋生物学科 4 90 － 360 学士(海洋学) 1.03 平成18年 〃

　航海工学科 80 － 320 0.83 平成23年 〃

　　航海学専攻 4 20 － 80 学士(海洋学) 0.96 平成23年 〃

　　海洋機械工学専攻 4 60 － 240 学士(海洋学) 0.78 平成23年 〃

医学部 203 － 1,048 0.90 昭和49年
神奈川県平塚市北金目4-1-1
神奈川県伊勢原市下糟屋143

　医学科 6 118 － 708 学士(医学) 0.88 昭和49年 〃

　看護学科 4 85 － 340 学士(看護学) 0.97 平成30年 〃

健康科学部 平成7年 神奈川県伊勢原市下糟屋143 平成30年度より学生募集停止

　看護学科 4 － － － 学士(看護学) － 平成7年 〃 平成30年度より学生募集停止

　社会福祉学科 4 － － － 学士(社会福祉学) － 平成7年 〃 平成30年度より学生募集停止

経営学部 230 － 920 0.99 平成25年 熊本県熊本市東区渡鹿9-1-1

　経営学科 4 150 － 600 学士(経営学) 1.04 平成25年 〃

　観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科 4 80 － 320 学士(経営学) 0.92 平成25年 〃

基盤工学部 140 － 560 0.74 平成25年 熊本県熊本市東区渡鹿9-1-1

　電気電子情報工学科 4 80 － 320 学士(工学) 0.73 平成25年 〃

　医療福祉工学科 4 60 － 240 学士(工学) 0.77 平成25年 〃

農学部 230 － 920 0.89 平成20年 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽

　応用植物科学科 4 80 － 320 学士(農学) 0.95 平成20年 〃

　応用動物科学科 4 80 － 320 学士(農学) 0.88 平成20年 〃

　ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科 4 70 － 280 学士(農学) 0.86 平成20年 〃

国際文化学部 260 － 1,040 1.01 平成20年 北海道札幌市南区南沢5条1-1-1

　地域創造学科 4 110 － 440 学士(教養学) 1.05 平成20年 〃

　国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 80 － 320 学士(教養学) 1.05 平成20年 〃

　ﾃﾞｻﾞｲﾝ文化学科 4 70 － 280 学士(教養学) 0.89 平成24年 〃

生物学部 140 － 560 1.02 平成24年 北海道札幌市南区南沢5条1-1-1

　生物学科 4 70 － 280 学士(理学) 0.99 平成24年 〃

　海洋生物科学科 4 70 － 280 学士(理学) 1.05 平成24年 〃
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≪大学院≫

総合理工学研究科 平成17年 神奈川県平塚市北金目4-1-1　等

　総合理工学専攻　  博士課程 3 35 － 105 博士(理学)・博士(工学) 0.47 平成17年 〃

地球環境科学研究科 平成17年 神奈川県平塚市北金目4-1-1　等 令和3年度より学生募集停止

　地球環境科学専攻　博士課程 3 － － － 博士(理学)・博士(工学) － 平成17年 〃 令和3年度より学生募集停止

生物科学研究科 平成17年 神奈川県平塚市北金目4-1-1　等

　生物科学専攻　    博士課程 3 10 － 30 博士(理学)・博士(農学)

博士(水産学) 0.10 平成17年 〃

文学研究科 昭和44年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　文明研究専攻　博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.31 昭和49年 〃

　文明研究専攻　博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.41 昭和51年 〃

　史学専攻　    博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.06 昭和44年 〃

　史学専攻　    博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.00 昭和46年 〃

　日本文学専攻　博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.81 昭和49年 〃

　日本文学専攻　博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.50 昭和51年 〃

　英文学専攻　  博士課程前期 2 4 － 8 修士(文学) 0.12 昭和44年 〃

　英文学専攻　  博士課程後期 3 2 － 6 博士(文学) 0.00 昭和46年 〃

　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻　博士課程前期 2 8 － 16 修士(文学) 0.43 昭和49年 〃

　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻　博士課程後期 3 4 － 12 博士(文学) 0.00 昭和51年 〃

　観光学専攻　　修士課程 2 8 － 16 修士(観光学) 0.43 平成26年 〃

政治学研究科 昭和46年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　政治学専攻　  博士課程前期 2 10 － 20 修士(政治学) 0.05 昭和46年 〃

　政治学専攻　  博士課程後期 3 5 － 15 博士(政治学) 0.00 昭和48年 〃

経済学研究科 昭和54年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　応用経済学専攻　　博士課程前期 2 10 － 20 修士(経済学) 0.10 昭和54年 〃

　応用経済学専攻　　博士課程後期 3 5 － 15 博士(経済学) 0.00 昭和56年 〃

法学研究科 平成2年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　法律学専攻　  博士課程前期 2 10 － 20 修士(法学) 0.00 平成16年 〃

　法律学専攻　  博士課程後期 3 5 － 15 博士(法学) 0.00 平成5年 〃

人間環境学研究科 　 平成19年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　人間環境学専攻　  修士課程 2 10 － 20 修士(学術) 0.45 平成19年 〃

芸術学研究科 昭和48年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　音響芸術専攻　    修士課程 2 4 － 8 修士(芸術学) 0.37 昭和48年 〃

　造型芸術専攻　    修士課程 2 4 － 8 修士(芸術学) 0.37 昭和48年 〃

体育学研究科 昭和51年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　体育学専攻　      博士課程前期 2 20 － 35 修士(体育学) 1.36 昭和51年 〃

　体育学専攻　      博士課程後期 3 3 － 3 博士(体育学) - 令和3年 〃

理学研究科 　 昭和43年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　数理科学専攻　    修士課程 2 8 － 16 修士(理学) 0.56 昭和43年 〃

　物理学専攻　      修士課程 2 12 － 24 修士(理学) 1.37 昭和43年 〃

　化学専攻　        修士課程 2 12 － 24 修士(理学) 0.49 昭和43年 〃

工学研究科 昭和38年 神奈川県平塚市北金目4-1-1

　電気電子工学専攻　修士課程 2 50 － 100 修士(工学) 1.03 平成28年 〃

　応用理化学専攻　  修士課程 2 45 － 90 修士(工学) 1.24 平成28年 〃

　建築土木工学専攻  修士課程 2 25 － 50 修士(工学) 1.16 平成28年 〃

　機械工学専攻　    修士課程 2 75 － 150 修士(工学) 1.21 平成28年 〃

　医用生体工学専攻　修士課程 2 8 － 16 修士(工学) 0.37 平成26年 神奈川県伊勢原市下糟屋143

情報通信学研究科 平成24年 東京都港区高輪2-3-23

　情報通信学専攻　　修士課程 2 30 － 60 修士(情報通信学) 0.99 平成24年 〃

海洋学研究科 昭和42年 静岡県静岡市清水区折戸3-20-1

　海洋学専攻　　　　修士課程 2 20 － 40 修士(海洋学) 0.65 平成27年 〃
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医学研究科 昭和55年 神奈川県伊勢原市下糟屋143

　医科学専攻　　　　修士課程 2 10 － 20 修士(医科学) 0.80 平成7年 〃

　先端医科学専攻　　博士課程 4 35 － 140 博士(医学) 0.49 平成17年 〃

健康科学研究科 平成11年 神奈川県伊勢原市下糟屋143

　看護学専攻　　　　修士課程 2 10 － 20 修士(看護学) 0.85 平成11年 〃

　保健福祉学専攻　　修士課程 2 10 － 20 修士(保健福祉学) 0.15 平成11年 〃

農学研究科 平成20年 熊本県阿蘇郡南阿蘇村河陽

　農学専攻　　　　　修士課程 2 12 － 24 修士(農学) 0.87 平成20年 〃

生物学研究科 令和2年 北海道札幌市南区南沢5条1-1-1

　生物学専攻　　　　修士課程 2 8 － 16 修士（理学） 0.25 令和2年 〃
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食物栄養学科 2 － － － 短期大学士(食物栄養学) － 昭和41年 静岡県静岡市葵区宮前町101 令和2年度より学生募集停止

児童教育学科 2 － － － 短期大学士(児童教育学) － 昭和44年 〃 令和2年度より学生募集停止
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看護学科 3 － － － 短期大学士(看護学) － 昭和49年 神奈川県平塚市北金目4-1-2 令和2年度より学生募集停止

　東海大学短期大学部

　東海大学医療技術短期大学

既

設

大

学

等

の

状

況
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名　　称：東海大学医学部付属病院
目　　的：医療機関
所 在 地：神奈川県伊勢原市下糟屋143
設置年月：昭和50年２月
規 模 等：土地 116,282.91㎡、建物 83,850.19㎡

名　　称：東海大学医学部付属東京病院
目　　的：医療機関
所 在 地：東京都渋谷区代々木１－２－５
設置年月：昭和58年12月
規 模 等：土地 2,498.45㎡、建物 7,550.91㎡

名　　称：東海大学医学部付属大磯病院
目　　的：医療機関
所 在 地：神奈川県中郡大磯町月京21－１
設置年月：昭和59年４月
規 模 等：土地 23,286.72㎡、建物 19,752.88㎡

名　　称：東海大学医学部付属八王子病院
目　　的：医療機関
所 在 地：東京都八王子市石川町1838
設置年月：平成14年３月
規 模 等：土地 47,708.39㎡、建物 44,334.88㎡

名　　称：望星丸
目　　的：海洋調査研修
所 在 地：東京都（船籍港）
設置年月：平成５年３月（進水の年月）
規 模 等：総トン数1,777トン、国際総トン数2,174トン
　　　　　全長全長87.98m、型幅12.80m、型深さ8.10m

附属施設の概要
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【別紙】同一設置者内における変更状況

政治経済学部経営学科（廃止）（△１６０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
教養学部国際学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部生命化学科（廃止）（△１００）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部光・画像工学科（廃止）（△　６０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部原子力工学科（廃止）（△　４０）　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部材料科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部建築学科（廃止）（△２００）　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部土木工学科（廃止）（△１２０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部精密工学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部動力機械工学科（廃止）（△１５０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
工学部医用生体工学科（廃止）（△　６０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部情報メディア学科（廃止）（△　８０）　　　　※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部組込みソフトウェア工学科（廃止）（△　８０）※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部経営システム工学科（廃止）（△　８０）　　　※令和４年４月学生募集停止
情報通信学部通信ネットワーク工学科（廃止）（△　８０）　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部海洋文明学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部環境社会学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部海洋地球科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部航海工学科航海学専攻（廃止）（△　２０）　　　　※令和４年４月学生募集停止
海洋学部航海工学科海洋機械工学専攻（廃止）（△　６０）　※令和４年４月学生募集停止
経営学部（廃止）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　経営学科（廃止）（△１５０）　　　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　観光ビジネス学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
基盤工学部（廃止）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　電気電子情報工学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
　医療福祉工学科（廃止）（△　６０）　　　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
農学部応用植物科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
農学部応用動物科学科（廃止）（△　８０）　　　　　　　　※令和４年４月学生募集停止
農学部バイオサイエンス学科（廃止）（△　７０）　　　　　※令和４年４月学生募集停止
国際文化学部デザイン文化学科（廃止）（△　７０）　　　　※令和４年４月学生募集停止

児童教育学部（令和３年３月認可申請）
　児童教育学科（１５０）
経営学部（令和３年４月届出予定）
　経営学科（２３０）
国際学部（令和３年４月届出予定）
　国際学科（２００）
情報理工学部情報メディア学科（１００）（令和３年４月届出予定）
工学部生物工学科（１００）（令和３年４月届出予定）
工学部機械システム工学科（１４０）（令和３年４月届出予定）
工学部医工学科（８０）（令和３年４月届出予定）
建築都市学部（令和３年４月届出予定）
　建築学科（２４０）
　土木工学科（１００）
情報通信学部情報通信学科（２４０）（令和３年４月届出予定）
人文学部（令和３年４月届出予定）
　人文学科（１８０）
海洋学部海洋理工学科海洋理工学専攻（１３０）（令和３年４月届出予定）
海洋学部海洋理工学科航海学専攻（２０）（令和３年４月届出予定）
文理融合学部（令和３年４月届出予定）
　経営学科（１３０）
　地域社会学科（１００）
　人間情報工学科（７０）
農学部農学科（８０）（令和３年４月届出予定）
農学部食生命科学科（７０）（令和３年４月届出予定）

政治経済学部
　政治学科〔定員増〕（４０）（令和４年４月）
　経済学科〔定員増〕（４０）（令和４年４月）
教養学部
　人間環境学科〔定員減〕（△４０）（令和４年４月）
　芸術学科〔定員減〕（△２０）（令和４年４月）
体育学部
　体育学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
　競技スポーツ学科〔定員増〕（３０）（令和４年４月）
　生涯スポーツ学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
　スポーツ･レジャーマネジメント学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
工学部
　応用化学科〔定員増〕（２０）（令和４年４月）
　電気電子工学科〔定員減〕（△２０）（令和４年４月）
海洋学部
　海洋生物学科〔定員減〕（△１０）（令和４年４月）
医学部
　看護学科〔定員増〕（１０）（令和４年４月）
生物学部
　生物学科〔定員増〕（５）（令和４年４月）
　海洋生物科学科〔定員増〕（５）（令和４年４月）
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学　部 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 学　部 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 変更の事由

60 ― 240 60 ― 240

日本史専攻 50 ― 200 日本史専攻 50 ― 200

西洋史専攻 50 ― 200 西洋史専攻 50 ― 200

考古学専攻 30 ― 120 考古学専攻 30 ― 120

90 ― 360 90 ― 360

90 ― 360 90 ― 360

70 ― 280 70 ― 280

70 ― 280 70 ― 280

60 ― 240 60 ― 240

60 ― 240 60 ― 240

100 ― 400 100 ― 400

90 ― 360 90 ― 360

160 ― 640 200 ― 800 定員変更（40）

160 ― 640 200 ― 800 定員変更（40）

160 ― 640 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

経営学部 230 ― 920 学部の設置（届出）

法学部 300 ― 1200 法学部 300 ― 1200

自然環境課程 65 ― 260

社会環境課程 95 ― 380

音楽学課程 32 ― 128

美術学課程 20 ― 80

ﾃﾞｻﾞｲﾝ学課程 38 ― 152

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

国際学部 200 ― 800 学部の設置（届出）

児童教育学部 150 ― 600 学部の設置（認可申請）

110 ― 440 120 ― 480 定員変更（10）

140 ― 560 170 ― 680 定員変更（30）

60 ― 240 60 ― 240

110 ― 440 120 ― 480 定員変更（10）

60 ― 240 70 ― 280 定員変更（10）

健康学部 200 ― 800 健康学部 200 ― 800

80 ― 320 80 ― 320

80 ― 320 80 ― 320

80 ― 320 80 ― 320

80 ― 320 80 ― 320

100 ― 400 100 ― 400

100 ― 400 100 ― 400

100 ― 400 学部の学科の設置（届出）

100 ― 400 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

100 ― 400 学部の学科の設置（届出）

80 ― 320 100 ― 400 定員変更（20）

60 ― 240 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

40 ― 160 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

140 ― 560 120 ― 480 定員変更（△20）

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

200 ― 800 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

120 ― 480 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

140 ― 560 学部の学科の設置（届出）

140 ― 560 140 ― 560

150 ― 600 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

航空宇宙学専攻 90 ― 360 航空宇宙学専攻 90 ― 360
航空操縦学専攻 50 ― 200 航空操縦学専攻 50 ― 200

60 ― 240 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 学部の学科の設置（届出）

240 ― 960

100 ― 400

観光学部 200 ― 800 観光学部 200 ― 800

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

240 ― 960 学部の学科の設置（届出）

人文学部 180 ― 720 学部の設置（届出）

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

120 ― 480 120 ― 480

90 ― 360 80 ― 320 定員変更（△10）

航海学専攻 20 ― 80 0 ― 0
海洋機械工学専攻 60 ― 240 0 ― 0

海洋理工学専攻 130 ― 520

航海学専攻 20 ― 80

118 ― 708 118名は令和３年
度入学生まで 110 ― 660 臨時定員増（8）は令和3年度まで

85 ― 340 95 ― 380 定員変更（10）

150 ― 600 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

60 ― 240 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

130 ― 520

100 ― 400

70 ― 280

文理融合学部

経営学科

人間情報工学科

地域社会学科 学部の設置（届出）

海洋地球科学科

水産学科 水産学科

海洋生物学科 海洋生物学科

建築都市学部
建築学科

土木工学科
学部の設置（届出）

学部の学科の設置（届出）

航海工学科 令和4年4月学生募集停止

海洋理工学科

人文学科

定員変更（△40）

70 ― 280 定員変更（△20）

国際学科

児童教育学科

機械工学科 機械工学科

動力機械工学科

土木工学科

航空宇宙学科

医用生体工学科

政治経済学部

経営学科

人間環境学科

芸術学科

120 480―

情報理工学部

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科

情報通信学部

情報通信学科

生物工学科

機械システム工学科

医工学科

文化社会学部

医学部

文化社会学部

ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶ学科

北欧学科

文芸創作学科

ﾖｰﾛｯﾊﾟ・ｱﾒﾘｶ学科

北欧学科

文芸創作学科

広報ﾒﾃﾞｨｱ学科

心理・社会学科

航空宇宙学科

ｱｼﾞｱ学科

広報ﾒﾃﾞｨｱ学科

心理・社会学科

政治経済学部

政治学科 政治学科

経済学科

令和３年度 令和４年度
東海大学 東海大学

学科・専攻・課程 学科・専攻・課程

ｱｼﾞｱ学科

英語文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 英語文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

日本文学科 日本文学科

文明学科文明学科

経済学科

経営学科

法律学科

教養学部

人間環境学科

教養学部

法律学科

芸術学科

国際学科

体育学部

体育学科

体育学部

体育学科

競技ｽﾎﾟｰﾂ学科 競技ｽﾎﾟｰﾂ学科

武道学科 武道学科

生涯ｽﾎﾟｰﾂ学科 生涯ｽﾎﾟｰﾂ学科

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｼﾞｬｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

理学部

数学科

理学部

数学科

情報数理学科 情報数理学科

物理学科 物理学科

化学科 化学科

情報理工学部
情報科学科 情報科学科

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用工学科 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用工学科

工学部

生命化学科

応用化学科 応用化学科

光・画像工学科

原子力工学科

電気電子工学科 電気電子工学科

材料科学科

建築学科

精密工学科

工学部

情報通信学部

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科

組込みｿﾌﾄｳｪｱ工学科

経営ｼｽﾃﾑ工学科

通信ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科

経営学部
経営学科

観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科　

学校法人東海大学　設置認可等に関わる組織の移行表

文学部
歴史学科

文学部
歴史学科

看護学科 看護学科

医療福祉工学科　

医学科 医学科
医学部

健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

海洋学部

海洋文明学科

海洋学部

環境社会学科

健康ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科

観光学科 観光学科

基盤工学部
電気電子情報工学科
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令和３年度 令和４年度

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 学部の学科の設置（届出）

80 ― 320 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

80 ― 320 学部の学科の設置（届出）

70 ― 280 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

70 ― 280 学部の学科の設置（届出）

110 ― 440 110 ― 440

80 ― 320 80 ― 320

70 ― 280 0 ― 0 令和4年4月学生募集停止

70 ― 280 75 ― 300 定員変更（5）

70 ― 280 75 ― 300 定員変更（5）

6773 ― 27328 6855 ― 27640

研究科 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 研究科 入学定員 編入学定員 収容定員 備考 変更の事由

総合理工学研究科 総合理工学専攻 （Ｄ） 35 ― 105 総合理工学研究科 総合理工学専攻 （Ｄ） 35 ― 105

生物科学研究科 生物科学専攻 （Ｄ） 10 ― 30 生物科学研究科 生物科学専攻 （Ｄ） 10 ― 30

（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16

（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12

（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16

（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12

（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16

（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12

（Ｍ） 4 ― 8 （Ｍ） 4 ― 8

（Ｄ） 2 ― 6 （Ｄ） 2 ― 6

（Ｍ） 8 ― 16 （Ｍ） 8 ― 16

（Ｄ） 4 ― 12 （Ｄ） 4 ― 12

観光学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 観光学専攻 （Ｍ） 8 ― 16

（Ｍ） 10 ― 20 （Ｍ） 10 ― 20

（Ｄ） 5 ― 15 （Ｄ） 5 ― 15

（Ｍ） 10 ― 20 （Ｍ） 10 ― 20

（Ｄ） 5 ― 15 （Ｄ） 5 ― 15

（Ｍ） 10 ― 20 （Ｍ） 10 ― 20

（Ｄ） 5 ― 15 （Ｄ） 5 ― 15

人間環境学研究科 人間環境学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 人間環境学研究科 人間環境学専攻 （Ｍ） 10 ― 20

音響芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8 音響芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8

造型芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8 造型芸術専攻 （Ｍ） 4 ― 8

（Ｍ） 20 ― 40 （Ｍ） 20 ― 40

（Ｄ） 3 ― 9 （Ｄ） 3 ― 9

数理科学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 数理科学専攻 （Ｍ） 8 ― 16

物理学専攻 （Ｍ） 12 ― 24 物理学専攻 （Ｍ） 12 ― 24

化学専攻 （Ｍ） 12 ― 24 化学専攻 （Ｍ） 12 ― 24

電気電子工学専攻 （Ｍ） 50 ― 100 電気電子工学専攻 （Ｍ） 50 ― 100

応用理化学専攻 （Ｍ） 45 ― 90 応用理化学専攻 （Ｍ） 45 ― 90

建築土木工学専攻 （Ｍ） 25 ― 50 建築土木工学専攻 （Ｍ） 25 ― 50

機械工学専攻 （Ｍ） 75 ― 150 機械工学専攻 （Ｍ） 75 ― 150

医用生体工学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 医用生体工学専攻 （Ｍ） 8 ― 16

情報通信学研究科 情報通信学専攻 （Ｍ） 30 ― 60 情報通信学研究科 情報通信学専攻 （Ｍ） 30 ― 60

海洋学研究科 海洋学専攻 （Ｍ） 20 ― 40 海洋学研究科 海洋学専攻 （Ｍ） 20 ― 40

医科学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 医科学専攻 （Ｍ） 10 ― 20

先端医科学専攻（４年制Ｄ） （Ｄ） 35 ― 140 先端医科学専攻（４年制Ｄ） （Ｄ） 35 ― 140

看護学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 看護学専攻 （Ｍ） 10 ― 20

保健福祉学専攻 （Ｍ） 10 ― 20 保健福祉学専攻 （Ｍ） 10 ― 20

農学研究科 農学専攻 （Ｍ） 12 ― 24 農学研究科 農学専攻 （Ｍ） 12 ― 24

生物学研究科 生物学専攻 （Ｍ） 8 ― 16 生物学研究科 生物学専攻 （Ｍ） 8 ― 16

563 ― 1277 563 ― 1277

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻

文明研究専攻

専攻

東海大学大学院

専攻

東海大学大学院

文学研究科

史学専攻

海洋生物科学科 海洋生物科学科

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学専攻

健康科学研究科

計

健康科学研究科

計

芸術学研究科 芸術学研究科

農学部

応用植物科学科

国際文化学部

地域創造学科

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

ﾃﾞｻﾞｲﾝ文化学科

理学研究科 理学研究科

工学研究科

医学研究科 医学研究科

工学研究科

体育学研究科 体育学専攻

史学専攻

日本文学専攻

英文学専攻

体育学研究科 体育学専攻

文明研究専攻

法律学専攻

政治学研究科 政治学専攻

応用経済学専攻

法律学専攻

日本文学専攻

英文学専攻

経済学研究科

文学研究科

経済学研究科

法学研究科

政治学専攻政治学研究科

法学研究科

応用経済学専攻

生物学部
生物学科

生物学部

計 計

応用動物科学科

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ学科

生物学科

国際文化学部

地域創造学科

農学科

動物科学科

食生命科学科

農学部

基本計画書－12



必
　
修
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自
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演
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験
・
実
習

教
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准
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

現代文明論 2前 2 〇 1

小計（1科目） ― 2 0 0 1 0 0 0 0

入門ゼミナールＡ 1前 2 〇 4 0 4

入門ゼミナールＢ 1後 2 〇 4 0 4

小計（2科目） ― 4 0 0 4 0 4 0 0

シティズンシップ 1前 2 〇 1

地域・国際理解 1後 2 〇 1

現代教養講義 2後 2 〇 1

小計（3科目） ― 6 0 0 2 0 0 0 0

健康・フィットネス理論実習 1前・後 1 〇 兼1

生涯スポーツ理論実習 1前・後 1 〇 兼1

小計（2科目） ― 2 0 0 0 0 0 0 0 兼2

英語リスニング＆スピーキング 1前・後 2 〇 兼1

英語リーディング＆ライティング 1前・後 2 〇 兼1

小計（2科目） ― 4 0 0 0 0 0 0 0 兼2

農学概論Ａ 1前・後 2 ○ 1 兼1

農学概論Ｂ 1前・後 2 ○ 1 兼1

情報リテラシー 1前 2 ○ 兼1

生物学実験 1後 1 ○ 兼1

化学実験 1後 1 ○ 兼1

情報処理入門 1後 2 ○ 兼1

自然災害と暮らし 1後 2 ○ 1

人工知能概論 2前 2 ○ 兼1

農業経営経済学 3前 2 ○ 兼1

総合農学実習 2前 1 ○ 1

小計（10科目） 6 11 0 2 0 0 0 0 兼7

Ⅲ
英
語
科
目

英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目

―

―

Ⅱ
現
代
教
養
科
目

基
礎
教
養
科
目

―

発
展
教
養
科
目

―

健
康
ス
ポ
ー

ツ
科
目

―

Ⅰ
現
代
文
明

論

Ⅳ
主
専
攻
科
目

学
部
共
通
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部　動物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

基本計画書－13
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部　動物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

外書で学ぶ動物科学Ａ 4前 2 〇 4 4

外書で学ぶ動物科学Ｂ 4後 2 〇 4 4

小計（2科目） 0 4 0 4 0 4 0 0

基礎生物学 1前 2 〇 兼1

基礎化学 1後 2 〇 兼1

小計（2科目） 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2

動物遺伝学 1前 2 〇 1

動物生体機構学 1後 2 〇 兼1

動物生理学 1後 2 〇 1

生体物質の化学 2前 2 〇 兼1

生化学 2後 2 〇 兼1

動物繁殖学 2前 2 〇 1

動物育種学 2後 2 〇 1

動物生殖生理学 2後 2 〇 1

家畜人工授精論 3前 2 〇 1 1 オムニバス

小計（9科目） 0 18 0 1 0 3 0 0 兼3

動物生態学 1前 2 〇 1

世界の畜産 1後 2 〇 兼1

動物行動学 2前 2 〇 1

動物栄養学 2前 2 〇 1

草地学 2前 2 〇 1

動物飼料学 2後 2 〇 1

動物管理・環境学 2後 2 〇 1

動物衛生学 3前 2 〇 兼1

アニマルウェルフェア論 3後 2 〇 1

小計（9科目） 0 18 0 3 0 2 0 0 兼1

Ⅳ
主
専
攻
科
目

専
門
英
語
科
目

自
然
科
学
関
連
科
目
動
物
生
命
科
学
関
連
科
目

動
物
飼
育
・
生
産
科
学
関
連
科
目

－

－

－

－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部　動物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

動物飼育管理実習１ 1後 1 〇 4 4

動物飼育管理実習２ 2前 1 〇 4 4

動物飼育管理実習３ 2後 1 〇 4 4

動物飼育管理実習４ 3前 1 〇 4 4

牧場実習１ 2前 1 〇 4 4

牧場実習２ 2後 1 〇 4 4

小計（6科目） 6 0 0 4 0 4 0 0

動物科学実験１ 2前 1 〇 2

動物科学実験２ 2後 1 〇 1 2

動物科学実験３ 3前 1 〇 1 2

応用動物科学実験 3後 2 〇 4 4

動物科学ゼミナール１ 3前 1 〇 4 4

動物科学ゼミナール２ 4前 2 〇 4 4

動物科学ゼミナール３ 4後 2 〇 4 4

卒業研究１ 4前 2 〇 4 4

卒業研究２ 4後 2 〇 4 4

インターンシップ 3休 2 〇 1 集中

小計（10科目） 9 7 0 4 0 4 0 0

実験動物学 3前 2 〇 1 3 オムニバス

地域動物論 3前 2 〇 1 1 オムニバス

伴侶・介在動物論 3後 2 〇 1

野生動物論 3後 2 〇 1

動物園論 2後 2 〇 1

動物科学表現・記録論 3後 2 〇 1

小計（6科目） 0 12 0 2 0 4 0 0

Ⅳ
主
専
攻
科
目

動
物
フ
ィ
ー

ル
ド
実
習
関
連
科
目

応
用
動
物
科
学
総
合
科
目

人
と
動
物
の
関
係
学
関
連
科
目

－

－

－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部　動物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

食品衛生学 2後 2 〇 兼1

畜産物利用学 3前 2 〇 兼1

食品製造実習 3後 1 〇 4 4

小計（3科目） 0 5 0 4 0 4 0 0 兼2

農業科教育法１ 3前 2 〇 兼1

農業科教育法２ 3後 2 〇 兼1

職業指導Ａ 4前 2 〇 兼1

職業指導Ｂ 4後 2 〇 兼1

小計（4科目） 0 8 0 0 0 0 0 兼1

－ 39 87 0 4 0 4 0 0 兼16

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：20単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論　　　　＜必修科目＞　　　　　　　　　2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目
　　　　　　　基礎教養科目　　＜必修科目＞　　　　　　　　　4単位修得
　　　　　　　発展教養科目　　＜必修科目＞　　　　　　　　　6単位修得
　　　　　　　健康スポーツ科目＜必修科目＞　　　　　　　　　2単位修得
□科目区分Ⅲ英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ科目 ＜必修科目＞　　　　　　　　　4単位修得

□科目区分Ⅳ主専攻科目　　　　　　           　　　    　　76単位修得
  ＜必修科目＞
　  ■学部共通科目　　　　　　　　　　　に設定された科目を6単位を修得
　  ■動物フィールド実習関連科目　　　　に設定された科目を6単位を修得
    ■応用動物科学総合科目　　　　　　　に設定された科目を9単位を修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計21単位)

  ＜選択科目＞
　　■学部共通科目　の区分から4単位以上を修得。
    ■専門英語科目　■自然科学関連科目　■動物生命科学関連科目
    ■動物飼育・生産科学関連科目　　■応用動物科学総合科目
    ■人と動物の関係学関連科目  ■食品科学関連科目  ■教職科目
　　の８つの学科目より、合わせて51単位以上を修得。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計55単位)

□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位　　　　30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　          　合計124単位修得

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １４週

１時限の授業時間 １００分

－

学位又は称号 学士（農学） 学位又は学科の分野 農学関係

Ⅳ
主
専
攻
科
目

合計（71科目）

食
品
科
学
関
連
科
目

教
職
科
目

－

－

基本計画書－16
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手

現代文明論 2後 2 ○ 1 兼11

小計（1科目） － 2 0 0 1 0 0 0 0 兼11

人文科学 1前・後 2 ○ 兼2

社会科学 1前・後 2 ○ 兼3

自然科学 1前・後 2 ○ 兼4

小計（3科目） － 6 0 0 0 0 0 0 0 兼9

シティズンシップ 1前・後 1 ○ 1 1 兼9

ボランティア 1前・後 1 ○ 1 1 兼9

地域理解 1前・後 1 ○ 1 1 兼8

国際理解 1前・後 1 ○ 1 1 兼8

小計（4科目） － 4 0 0 1 0 1 0 0 兼9

健康・フィットネス理論実習 1前・後 1 ○ 兼3

生涯スポーツ理論実習 1前・後 1 ○ 兼2

小計（2科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼3

英語リスニング＆スピーキング 1前・後 2 ○ 兼4

英語リーディング＆ライティング 1前・後 2 ○ 兼4

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼8

グローバルスキル 2前・後 2 ○ 兼4

アカデミック英語 2前・後 2 ○ 兼4

小計（2科目） － 4 0 0 0 0 0 0 0 兼8

Ⅲ
英
語
科
目

英
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目

－
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ロ
ー
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人
材
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成
科
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－

Ⅰ
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－

Ⅱ
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基
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教
養
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－

発
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養
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目

－

健
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ー

ツ
科
目

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部　応用動物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基本計画書－22
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部　応用動物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

農学概論 1前 4 ○ 5 3 1 兼19

理系リメディアル 1前 2 ○ 兼4

フレッシュマンセミナー 1前 2 ○ 5 3 1 兼1

情報リテラシー 1前 2 ○ 兼2

生物学実験 1前 1 ○ 兼2

化学実験 1後 1 ○ 兼2

情報スキル 1後 2 ○ 兼1

将来設計と就職１ 1後 2 ○ 兼1

将来設計と就職２ 2前 2 ○ 1

数学 2前 2 ○ 兼1

総合農学実習 2前 1 ○ 1 兼1

物理化学 2後 2 ○ 兼1

農業経営経済学 3前 2 ○ 兼1

生物統計学 3後 2 ○ 兼1

小計（14科目） － 10 17 0 5 0 3 1 0 兼28

基礎生物学 1前 2 ○ 兼1

基礎化学 1後 2 ○ 兼1

小計（2科目） － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2

動物遺伝学 1前 2 ○ 1

動物生体機構学 1後 2 ○ 1

動物生理学 1後 2 ○ 1

生体物質の化学 2前 2 ○ 兼1

生化学 2後 2 ○ 兼1

動物繁殖学 2前 2 ○ 1

動物育種学 2後 2 ○ 1

動物生殖生理学 2後 2 ○ 1

家畜人工授精論 3前 2 ○ 1 1

小計（9科目） － 0 18 0 2 0 2 1 0 兼2

動
物
生
命
科
学
関
連
科
目

－

Ⅳ
主
専
攻
科
目

学
部
共
通
科
目

－
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然
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科

目

－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部　応用動物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

動物生態学 1前 2 ○ 1

世界の畜産 1後 2 ○ 兼1

動物管理学 2前 2 ○ 1

動物行動学 2前 2 ○ 1

動物栄養学 2前 2 ○ 1

草地学 2前 2 ○ 1

動物飼料学 2後 2 ○ 1

動物環境学 2後 2 ○ 1

動物衛生学 3前 2 ○ 兼1

アニマルウェルフェア論 3後 2 ○ 1

小計（10科目） － 0 20 0 3 0 2 0 0 兼1

動物飼育管理実習１ 1後 1 ○ 5 3 1

動物飼育管理実習２ 2前 1 ○ 5 3 1

動物飼育管理実習３ 2後 1 ○ 5 3 1

動物飼育管理実習４ 3前 1 ○ 2

牧場実習１ 2前 1 ○ 5 3 1

牧場実習２ 2後 1 ○ 5 3 1

小計（6科目） － 5 1 0 5 0 3 1 0

Ⅳ
主
専
攻
科
目
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物
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部　応用動物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

応用動物科学システム論 1後 2 ○ 5 3 1

動物科学実験１ 2前 1 ○ 3

動物科学実験２ 2後 1 ○ 1 1 1

動物科学実験３ 3前 2 ○ 5 3 1 兼1

応用動物科学実験 3後 2 ○ 5 3 1

動物科学論文講読１ 4前 2 ○ 5 3 1

動物科学論文講読２ 4後 2 ○ 5 3 1

動物科学ゼミナール１ 4前 2 ○ 5 3 1

動物科学ゼミナール２ 4後 2 ○ 5 3 1

卒業研究１ 4前 4 ○ 5 3 1

卒業研究２ 4後 4 ○ 5 3 1

インターンシップ 3後 2 ○ 1

小計（12科目） － 14 12 0 5 0 3 1 0 兼1

実験動物学 3前 2 ○ 1 3

地域動物論 3前 2 ○ 1 1

伴侶・介在動物論 3後 2 ○ 1

野生動物論 3後 2 ○ 1 1

動物園論 2後 2 ○ 3 1

動物科学表現・記録論 3後 2 ○ 3 1

小計（6科目） － 0 12 0 4 0 3 1 0

食品衛生学 2後 2 ○ 兼3

食品加工学 3前 2 ○ 兼1

食品製造実習 3後 1 ○ 4 3 1

小計（3科目） － 0 5 0 4 0 3 1 0 兼4

農業科教育法１ 3前 2 ○ 兼1

農業科教育法２ 3後 2 ○ 兼1

職業指導 3後 4 ○ 兼1

小計（3科目） － 0 8 0 0 0 0 0 0 兼2

－ 51 97 0 5 0 3 1 0 兼59

人
と
動
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の
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学
関
連
科
目

－

食
品
科
学
関
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－

－

教
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合計（79科目） －
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（農学部　応用動物科学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

以下の合計で124単位以上修得する。
（履修科目の登録の上限：24単位（１学期））

□科目区分Ⅰ現代文明論   (必修科目)        　　　        2単位修得
□科目区分Ⅱ現代教養科目（必修科目）          　　　  　12単位修得
□科目区分Ⅲ英語科目　　（必修科目）       　　　        8単位修得
□科目区分Ⅳ主専攻科目　　　　　　        　　　    　　72単位修得
  （必修科目）　　29単位修得
　（選択科目）    43単位修得
□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位　　30単位修得
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　        合計124単位修得

１学年の学期区分 ２学期

１時限の授業時間 １００分

学位又は称号 学士（農学） 学位又は学科の分野 農学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学期の授業期間 １４週

基本計画書－26



科目
区分

学科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考

現代文明論

　この科目は東海大学に学ぶすべての学生が、建学の精神を理解し自らの思想を培うために開講され
る。すなわち歴史や世界への見識を高め、人類社会のあり方を見直すことを通じて、地球規模で深刻
化する困難な事態にあっても、時代を開拓しようとする力強い思考や意欲を養うことを目的としてい
る。理系、文系の枠を超えて、現代の課題の根源を探るために不可欠な歴史的・系譜的な認識を深
め、それを多様な角度から読み解く思考法を身につけるとともに、人間的価値に基づいた倫理観に
よって未来を選択しうることを学ぶ。

入門ゼミナールＡ

　本授業は１年次生を対象とした全学共通のゼミナール形式の初年次教育科目である。「大学での学
び方」を学ぶことを目的とし、４年間の計画的な学習スケジュールを構築しつつ、ノートの取り方や
情報収集の方法、情報リテラシー、図書館の利用方法といった、大学生活を送るうえで必要なアカデ
ミックスキルの基礎的能力・知識をまずは養っていく。さらに特定のテーマについて個人の関心に応
じた調査・発表といった演習を通じ、学生個別の学問的関心を喚起させ、自分自身が持つ興味や関心
を正しく探求し表現していく方法を学ぶ。

入門ゼミナールＢ

　本授業は１年次生を対象とした全学共通のゼミナール形式の初年次教育科目である。「入門ゼミ
ナールＡ」で培った個人的関心から生じた問いを、より公共的・普遍的な問いへ変換させる能力を養
うことを目的とする。具体的にはクリティカルリーディング、レポートのまとめ方の学び、グループ
演習・発表を通じて、「スキルの向上」を目指すと同時に、所属学科における専門分野の基礎的知識
や問題点に対しての取り組み方、倫理観などの育成を通じて、本学が育成を目指す、自ら考え、集
い、挑み、成し遂げていく力を身に付けるための学び方と姿勢を醸成していく。

シティズンシップ

　現代社会においては、思想信条、宗教、人種、民族、文化、性別、国籍等の異なる様々な人々が相
互に関わりながら暮らしている。背景の違いはあっても、共同体に参加する人々のことを市民（シ
ティズン）と呼ぶ。この科目では、「シティズンシップ（市民性）」の観点から、多様な人々が民主
政治の担い手である市民として、意見の違いを乗り越え、相互の人権を尊重しあえる社会を形成する
にはどうすればよいかを考えることを目標とする。参加型授業を通じ、社会の様残な課題について話
し合い、周囲と協同しつつ解決方法を考えることで、社会参加のあり方を学ぶ。

地域・国際理解

　人は日々、ある地域で様々なひと・もの・ことに支えられながら生活している。豊かな生活を営む
ために、地域で仲間をつくり、議論し、協同し、基盤となる豊かな地域を持続させていく必要があ
る。一方、現代の地域社会はグローバル化の波にされされ、遠く離れた地域ともひと・もの・ことを
介して緊密に連動するようになっている。この科目では、自らが暮らす地域社会と国際社会の現実を
見つめ、多様な人々の視点に立ち、地域社会・国際社会の様々な課題を発見し、その解決について考
える。さらに、コミュニティにおける自らの役割を認識することを目標とする。

現代教養講義

　現代教養とは、人々が現在の複雑化した文明社会を生きるために必要な知識である。情報技術の発
展や経済活動のグローバル化など、急激な社会的変化にされされる一方、気候変動や階級格差など、
様々な問題解決を迫られている。こうした現代社会の中でより良く生きるため、高度に専門化した現
代の科学的知識について、その枝葉にとらわれず本質をつかみ、学ぶ必要がある。この科目は教員自
身が現在取り組んでいる研究について講義する。文理融合的な幅広い視野を重視しつつ、現代の新た
な研究知見を学び、幅広い知識と視野を養う。

健康・フィットネス理論実習

　本授業では、生涯を通じて活力あるライフスタイルを形成するための理論と実践方法を講義と実習
を通して学習する。また、健康・体力面だけでなく、仲間とともに身体活動を通しての「友達づく
り」や「仲間との信頼関係づくり」を体験し、コミュニケーション能力の向上をねらいとする。具体
的には、健康的な生活習慣を身につけることに重点を置き、健康に関する理論や重要性を理解すると
ともに、自己の体力に応じたフィットネスの実践能力を習得する。

生涯スポーツ理論実習

　本授業では、生涯を通じて活力あるライフスタイルを形成するための理論と実践方法を講義と実習
を通して学習する。また、健康・体力面だけでなく、仲間とともに身体活動を通しての「友達づく
り」や「仲間との信頼関係づくり」を体験し、コミュニケーション能力の向上をねらいとする。具体
的には、生涯を通じたスポーツライフスタイルの獲得に重点を置き、スポーツの”おもしろさ”や”
大切さ”などを学び、ライフステージに応じたスポーツの楽しみ方と実践能力を習得する。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（農学部　動物科学科）
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科目
区分

学科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（農学部　動物科学科）

英語リスニング＆スピーキング

　国際化時代の今日、日本国内外を問わず言語や価値観そして文化の異なる人々と英語を使って意思
疎通をはかることの重要性がさらに高まっている。その中での課題に柔軟に対応し、問題を解決する
ための実践的英語コミュニケーション能力の基盤を作ることを目標とする。学習者の英語力に合わせ
て効率よく学習できる習熟度別クラス編成で、多様な種類の英語を理解するリスニング力と、自分の
意志を適切に表現するためのスピーキング力を相互に関連させながら、総合的に英語力の向上を図
る。

英語リーディング＆ライティン
グ

　国際化時代の今日、日本国内外を問わず言語や価値観そして文化の異なる人々と英語を使って意思
疎通をはかることの重要性がさらに高まっている。その中での課題に柔軟に対応し、問題を解決する
ための実践的英語コミュニケーション能力の基盤を作ることを目標とする。学習者の英語力に合わせ
て効率よく学習できる習熟度別クラス編成で、多様な種類の英語を理解するリーディング力と、自分
の意志を適切に表現するためのライティング力を相互に関連させながら、総合的に英語力の向上を図
る。

農学概論Ａ

この科目は、農学という学問を通じて、これからの社会の持続的な発展のために必要な考え方や能
力をいかに身に付けていくのかを認識することを目的とした、羅針盤的な位置付けの専門導入科目で
ある。

幅広い分野の学問を応用した総合科学である農学は学びが多岐にわたる。人間社会を取り巻く自然
の役割と農学、植物科学、動物科学等について概説し、その多様性や学際性を理解して総合科学とし
ての農学の学びがこれからの自分自身の成長にどのように結びつくのか考える。

農学概論Ｂ

この科目は、農学という学問を通じて、これからの社会の持続的な発展のために必要な考え方や能
力をいかに身に付けていくのかを認識することを目的とした、羅針盤的な位置付けの専門導入科目で
ある。

「農学概論Ａ」で学んだ内容を受け、農学部３学科の専門内容を紹介する。農学科では安全で安定
した食糧確保を目指した新しい技術開発の必要性などについて概説する。動物科学科では環境問題と
生物（動物）の多様性維持の重要性、畜産資源を通じた安定的な食料生産を目指す方策などを解説す
る。食生命科学科で生物資源の開発、新しい食品や有用な成分の開発・応用などについて説明する。

情報リテラシー

この科目は、社会やネットワーク上に散在する多様な情報の中から必要な情報を取得し、目的に合
わせ処理・活用していくことが必要な超高度情報化社会において、コンピュータやネットワークを
「道具」として使いこなせる基礎力を身に付けることを目的とする。

その内容としては、情報処理に必要なソフトウェアの使い方、情報収集におけるインターネットの
活用法などを演習を通して習得する。また、ネットワークやソフトウェアを利用する際の倫理につい
て理解し、地域の課題を複合的視点から発見・分析する上での基礎となる情報処理能力の習得を目指
す。

生物学実験

この科目は、農学部１年次生に対する生物学系の実験入門として設定されており、生物学系の実験
や卒業研究へ向けての基礎となる実験操作法、実験データの記録・整理法、レポート作成法の習得を
目的とする。

その内容としては、基礎的な生物学実験を通して、１）光学顕微鏡による検鏡手技および細胞や組
織のスケッチの描写法、２）顕微鏡下でのサイズの測定法およびコンピューターを利用した統計解析
の方法、３）生物の外部形態の肉眼観察や細胞および組織の顕微鏡観察についてそれぞれ学び、生物
学全般の基礎的知識の習得を図る。さらにこれらの実験を通じて、生物学実験に対する心構え、器具
や試薬の取り扱い方及び科学論文作成の基礎となるレポートの作成法を学んで行く。

化学実験

この科目は、農学部１年次生に対する化学系の実験入門として設定されており、化学系実験や卒業
研究へ向けての基礎となる実験操作法、実験データの記録・整理法、レポート作成法の習得を目的と
する。

その内容としては、基礎的な化学実験を通して、１）実験における化学的原理を理解する、２）実
験計画を自ら立案し取り組む、３）分析機器、器具及び化学薬品を適切に取り扱う、４）実験から得
られた数値を適切に解析する、５）実験結果をレポートとして客観的にまとめることをそれぞれ系統
立て実践し、それらの能力を養成する。

情報処理入門

この科目は､コンピュータを用いて可能になる多種多様なデータの処理や解析が専門課程での講義、
演習、卒業研究時のみならず、今日の情報社会において必須な手技であることを踏まえ､その基本的な
知識と技術を身に付けることを目的とする。

その内容としては､単純集計、度数分布、散布度、クロス集計等の統計データやグラフ、それらの計
算や作成方法、質的データの読み方と基本的な整理方法、相関係数など基礎的統計や回帰分析の概念
等について学ぶ。特に地域に散在する各種データをコンピュータを用いて分析する演習を通じて、複
合的視点から問題点を発見できる基本的な知識とスキルの習得を目指す。
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科目
区分

学科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（農学部　動物科学科）

自然災害と暮らし

この科目は、地震や水害など自然がもたらす災害のリスクに配慮した地域社会の構築のために、分
野を超えた多角的な考え方と取り組みの基礎能力を養成することを目的としている。

その内容としては、防ぎようのない自然災害からの被害を減じ、レジリエンシーが高く持続的なこ
れからの暮らし、産業、まちづくりのあり方について考える。特に、熊本地震や多発する水害などの
身近な事例を教材に、自然災害がもたらす被害の実態、地域における防災や減災などについて考え
る。その中で、防災・減災性を高めるための工学技術、柔軟で回復力の高い生産を可能にする農業生
産、自助・共助・公助を基盤にした持続的な社会の仕組みなど、これからの私たちの暮らしに欠かせ
ない視点を養う。

人工知能概論

この科目は、人間のような「知能」をコンピュータを利用して人工的に実現するための基礎的な知識
と能力の習得を目的としている。

その内容として、人工知能とは何かから始め、問題解決、探索、論理、推論、記号論理、意味ネッ
トワーク、オントロジー、フレーム理論、オブジェクト指向、知識の不確実性、機械学習、ニューラ
ルネットワーク、自然言語処理などの基礎知識について、多くの例題で学ぶ。特に、人工知能をビッ
グデータの処理や、言語理解、問題解決、意思決定などに利用するための基礎的な知識と技術を身に
付けることを目指す。

農業経営経済学

この科目は､柔軟で幅広い視野でこれからの農業を展開する能力を養うために、農産品の生産から加
工流通に関する仕組み並びに国際化の中で農業農村の再生について理解することを目的とする。

その内容としては､日本における農業の高齢化や若者の就業者獲得が困難な状況を引き起こしている
社会的背景、並びに日本の農家が抱えている農業の経済的な側面について学び、近年大きく変化して
いる地産地消の考え方や農産物生産から加工、販売までを一貫して行う六次産業化がその打開策にな
るか実務に基づき解説する。また､日本の農村を取り巻く諸問題と国際化の中の日本の農業の展望につ
いて学ぶ。さらに、農業と地方創生の関係や方向性について考える。

総合農学実習

この科目は､農業の生産現場並びに農産品の加工や流通現場をフィールドとし､多様な地域の風土と
文化と密接に関わりながら発展している農業という地域の基盤となる営みについて実践的に理解する
ことを目的とする。

その内容としては､地域性豊かな農業実践地におけるフィールド実習を基軸にし、１）地域特有の作
物・家畜および野生生物を知り、それらの資源利用や保全を理解する、２）地域特有の食文化を知
り、その特性や価値を理解する、３）これらのことを地域の風土や歴史と関連付けて理解することを
目指し、自ら設定した課題に基づき体験や調査を実践しその内容を考察して報告・討論する。

外書で学ぶ動物科学Ａ

　この科目は、専門英語科目に属し、卒業研究のために専攻した研究室の専門分野の基礎的な英語論
文を解読する能力を修得するとともに、一般社会でも通用する英語力を身に付けることを目的とす
る。
　その内容としては、それぞれの研究室の専門分野に関連する基礎的な英語の専門書あるいは研究論
文などを教材とし、所属する研究室単位で実施する。英文の読解力の養成は、資料収集、卒業論文に
かかる文書作成など卒業研究を遂行するために極めて重要である。また、英語に親しむことにより、
一般社会でも通用する英語力を身に付けることも目指す。

外書で学ぶ動物科学Ｂ

　この科目は、専門英語科目に属し、「外書で学ぶ動物科学Ａ」で培った基礎的な英語論文の読解力
を基礎とし、より専門性の高い英語の専門図書や論文を読む能力を修得するとともに、一般社会でも
通用する英語力を身に付けることを目的とする。
　その内容としては、それぞれの研究室の専門分野に関連する専門性の高い英語の専門書あるいは研
究論文などを教材とし、所属する研究室単位で実施する。英文の読解力の養成は、資料収集、卒業論
文にかかる文書作成など卒業研究を遂行するために極めて重要である。また、英語に親しむことによ
り、一般社会でも通用する英語力を身に付けることも目指す。

基礎生物学

生物学は、生物を対象に研究する自然科学の一分野であり、農学を学ぶ上での重要な基礎学問分野
であることも踏まえ、生物の共通性と多様性について基礎知識を習得することを目的とする。

その内容としては、まず生物に共通する細胞の構造と機能を取り上げ、エネルギーの獲得や増殖な
ど細胞が行う基本的な活動について解説する。次いで、動物と植物について、生物学的観点からそれ
ぞれの特徴について解説し、生物の共通性並びに動物と植物の違いについての基礎知識を習得する。

基礎化学

化学は、物質についての自然科学の一部門であり、農学を学ぶ上での重要な基礎学問分野であるこ
とも踏まえ、「物質」に対する正しい知識を習得し、化学の基礎を確実に身に付けることを目標とす
る。

その内容としては、モルの概念、原子とその構造、分子の構造、化学結合、反応速度と化学平衡、
酸・塩基など、高校化学の学習内容に配慮しながら、専門課程で必要となる基礎的項目について講義
を進めていく。その中で、これから学ぶ農学での基礎力を身に付けると共に、現代の諸問題を認識・
理解し、解決に向かって努力するうえでどのように取り組むべきか適正に判断するための知識を身に
付ける。
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科目
区分

学科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（農学部　動物科学科）

動物遺伝学

　この科目は、生物の設計図であるゲノムや遺伝子、DNAに対する理解を深め、近年の遺伝学の成果が
畜産分野に与えた影響を学ぶことを目的とする。その内容としては、動物の遺伝現象を引き起こす分
子機構について概説し、家畜・家禽のゲノム情報から得られた知見やその具体的な利用法などを説明
する。また、遺伝学の発展に大きく寄与したクローニングやPCRなどに加え、次世代シーケンスやゲノ
ム編集などの分子生物学の発展に伴い利用可能となった新しい手法についても紹介する。

動物生体機構学

　本科目は初年次に開講される専門科目で、学科教育の基礎的知識として動物の”からだ”を構成す
る臓器・器官の構造とそれらがもつ機能との関連性を習得することを目的としている。
　講義内容としては、肉眼的構造を中心に、必要に応じて組織・細胞レベルまで解説する。主な器官
系は、外皮系、運動系（骨格系・筋肉系）、消化器系、呼吸器系、泌尿器系、生殖器系、感覚器系な
どである。さらに、生命現象（例えば消化吸収機構など）における器官系の連携について構造と機能
の面から考察し、動物のからだのしくみを総括的に論究する。

動物生理学

　この科目は、動物の生命現象を理解するための基礎的科目のひとつである。動物は運動、呼吸、循
環、消化と吸収、代謝、生体防御及び情報伝達など様々な生理機能を営むが、これらの機能は生体の
もつ自律的調節によって統括されている。本科目では動物が環境変化に遭遇した際の、自律的調節方
法を生理学的に理解することを目的とする。
　具体的には、「恒常性」をキーワードとして体温調節、体液量の調節、自律神経機能、免疫機能な
どを中心に、高校生物の学習内容に配慮しながら専門課程で必要となる基礎的知識を講義を通して定
着させていく。

生体物質の化学

　この科目は、生命現象を営む上で生物が利用する生体成分について、化学的な側面から理解するこ
とを目的とする。
　その内容としては、生物がどのような生体成分を利用しているかを理解することにあり、生体成分
の基本的な化学的性質とともに新しく発見されつつある新規機能を化学的に理解していけるよう、講
義を進める。すなわち、生物の生命活動に必要なタンパク質、糖質、脂質、核酸などの物質の構造を
学び、その化学的性質からそれらが代謝、生合成、生体防御などの生命活動に機能的に果たす役割に
ついて理解を深める。

生化学

　この科目は、生体で起こる化学反応を触媒し、また調節する酵素の仕組みを構造と機能の面から明
らかにし、その調節機構を化学的に考究することを目的とする。
　その内容としては、生化学が生命現象を化学的に説明し、さらに生物を分子のレベルで解明しよう
とすることにある。生物には形態、増殖、分化、エネルギ－変換などに特性があるが、基本的な点で
高等動物から微生物まで共通性が高いこと、生命現象の過程には多くの化学反応（生化学反応）が行
われており、その反応は精巧に相互に制御されていること、生体内で起こる化学反応は、酵素という
タンパク性触媒によって進行し調節されていること、について理解を深める。

動物繁殖学

　この科目は、動物生命科学関連科目に属し、動物にとって基本的かつ重要な生命事象である繁殖に
関わる器官や物質についての基本的な機構を理解することを目的とする。
　その内容としては、家畜を含めた哺乳動物を中心に各種動物の生殖器の構造と機能、性分化の機
構、生殖に関係する各種ホルモンの作用、視床下部-下垂体-性腺軸を中心とする生殖機能系、性成
熟、発情周期に関連する繁殖行動、精子・卵子の形成、射精、排卵、受精、妊娠認識、着床、胎盤形
成などの動物繁殖活動の基本的事項について学ぶ。

動物育種学

　この科目は、遺伝学を基礎として体系化され、統計学を組み込むことにより飛躍的に進歩した産業
動物の遺伝的改良について理解することを目的とする。
　その内容としては、家畜の品種と主要形質、遺伝的パラメータ、選抜方法、交配方法などについて
概説する。ウシやブタ、ニワトリにおける育種改良の現状についての各論も講義する。近年では分子
遺伝学の手法も育種改良に取り入れられつつあるため、DNA技術を応用したQTLなどの育種戦略や遺伝
資源の保存についても説明する。

Ⅳ
主
専
攻
科
目

動
物
生
命
科
学
関
連
科
目

基本計画書－30



科目
区分

学科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（農学部　動物科学科）

動物生殖生理学

　この科目は、動物生命科学関連科目に属しており、哺乳動物の生殖活動やその機構、それらを応用
して生殖を人為的に支配する生殖関連技術に関連する基本知識を習得することを目的とする。
　その内容としては、家畜種を中心に哺乳動物の妊娠・分娩・泌乳にいたるまでの生殖現象とこれら
を支配調節する機構、さらに人工授精、胚移植、性支配、体外受精、体細胞クローン、ゲノム編集技
術などの動物の繁殖技術について理解する。また、生殖の基本的事項については、家禽や特徴的な生
殖様式をもつ動物種についても取り上げて講義する。

家畜人工授精論

（概要）この科目は、動物生命科学関連科目に属しており、雄家畜の利用効率を飛躍的に増大させ、
家畜の改良・増殖に貢献している実用的技術である家畜人工授精技術について学習し、理解すること
を目的とする。
　その内容としては、関連する法律について解説を加えながら、家畜人工授精の発達の歴史及び普及
状況について学ぶ。さらに、精液の採取、精液性状検査、精液の希釈、凍結精液の製造、精液の注入
及び妊娠診断などの方法についてウシを中心にして講義する。また、ウシ以外の動物についての家畜
人工授精技術の現状についても概説する。

（オムニバス方式／全14回）

（3　河原崎　達雄／7回）
　家畜人工授精の歴史、家畜別の人工授精の普及状況、家畜人工授精の効果と留意点、人工授精の利
点と留意点、精液採取方法、精液性状検査方法、ウシ以外の家畜の人工授精方法について学ぶ。
（5　稲永　敏明／7回）
　精液の希釈および保存法、凍結精液製造法、発情鑑定法、凍結精液の注入法、妊娠診断法について
学ぶ。

オムニバス方式

動物生態学

　この科目は、生態系の理解や保全のために、動物そして環境を生態学的に見つめる視点、さらには
動物科学科において生産動物、実験動物、伴侶動物そして野生動物などを学び、実際取り扱うために
動物本来の生態学的特性の熟知を目的とする。
　したがってその内容としては、動物の系統分類、哺乳類の多様性、個体群や群集の構造、生態学的
地位、生息環境や分布などを学習し、個体未満のスケールの知識を踏まえ、個体、個体群、群集およ
び生態系スケール、生態系における動物の地位や役割を捉える授業を行う。

世界の畜産

　この科目は、世界の家畜生産の多様性とその特徴について理解を深め、現在の日本の家畜生産につ
いて理解するとともに、「環境・風土を基盤として飼料生産と家畜飼料の両面から土地利用を考え
た」日本型の畜産をいかに創造していくかを自ら考える材料と視点を培うものである。
　したがってその内容としては、まず農畜産業の歴史や日本の家畜生産の歴史と現状について解説す
る。そして、アジア、アフリカ、欧米諸国、そして極地などにおける家畜生産について、人、環境、
風土および文化に着目して解説する。さらには、世界の文化の畜産物利用、畜産物の流通や消費、作
物生産やその他の産業と家畜生産が連携した循環型畜産を解説する。

動物行動学

　この科目は、人為環境下の動物である産業・実験・伴侶・動物園動物等の飼育管理を行う上で動物
の状態を知る重要な情報の一つである動物の行動を理解することを目的としている。
　その内容としては、言葉を持たない動物を理解するため、また動物の生活環境を理解するために、
動物の行動特性を理解することが重要であることを解説し、その後、動物の行動の形成過程、個体維
持行動、社会行動並びに動物の管理への行動等の解説を他分野との関連も含めて学ぶ。また、特に家
畜化によって乳量や肉質などの生産性に関する形質や、色・形などの外見の変化だけでなく、行動特
性にも大きな変化が起きていることを解説し、野生動物とは異なる特性を理解する。

動物栄養学

　この科目は､動物科学科生に対する動物飼育・生産科学における応用的知識の習得を目的として設定
されており、卒業研究実施に向けて、動物の飼養管理の基礎となる栄養学的知識の習得を目指す。
　その内容としては栄養素の種類、働きについて学ぶとともに、単胃家畜、反芻家畜の栄養素の消
化・吸収機構の特徴について理解する。また、飼料の消化率と家畜の飼料摂取量との関係を飼料成分
や消化性、栄養価の評価法等と関連させて学んでいく。

草地学

　この科目は、草地生態系とそれを活用した農業の意義について理解することを目的としている。
　その内容としては、地球生命圏における草地生態系の位置付けと特徴について、特に他の植生と比
較して理解する。そして、その草地生態系を利用したヒトの暮らし、特に動物生産への利用について
考える。育種した作物である牧草の特徴と効率的生産法を学ぶとともにその牧草を利用した人工的な
草地造成や緑化技法についても考える。さらに、草飼料を乾草やサイレージとして貯蔵するための調
製技術などについても詳述する。一方で、草地生態系のもつ多面的機能を理解し、持続的な人間の暮
らしにおけるその機能の活用についても考える。
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科目
区分

学科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（農学部　動物科学科）

動物飼料学

　この科目は､動物科学科生に対する動物飼育・生産科学における応用的知識の習得を目的として設定
されており、卒業研究実施に向けて、動物の飼養管理の基礎となる飼料生産・利用に関する知識の習
得を目指す。
　その内容としては家畜の飼料について、種類・栄養価・貯蔵・安全性などに関する基本事項を理解
するとともに、具体的な飼料の種類と特性、飼料価値の評価法、飼料資源各論、飼料の貯蔵、加工、
調理、給与法について学んでいく。

動物管理・環境学

　この科目は、「牧場実習１・２」等の科目で習得する家畜の飼育管理技術について、理論の面、あ
るいは学術的な面からアプローチするものであり、基礎と応用、教室と生産現場をつなぐことのでき
る技術者を養成するという役割を持つ。
　したがって、その内容としては、動物の飼育管理において重要となる、動物とそれを取り囲む様々
な環境因子との関係を一つずつ学んでいくものであり、生理学、解剖学、繁殖学といった縦割りの学
問を横につなぐ、分野横断的な知識を養うものとなる。

動物衛生学

　この科目は、動物の健康とヒトを含めた環境とのかかわりを、とくに予防衛生の見地より理解する
ために行うものである。
　したがってその内容は、動物の生体防御機構、宿主-病原体-環境の相互作用、動物集団の疫学と防
疫、動物移送の衛生と検疫、ヒトの生活環境に与える有形・無形の動物生産の要因の影響などについ
て講義する。これらに加えて、ヒトと動物の共通感染症及び動物の生産物（とくに食品）が介在する
ヒト感染症について公衆衛生学的な見地から解説する。

アニマルウェルフェア論

　この科目は、産業動物、実験・伴侶・動物園動物等の飼育管理を行う上で必須となっている動物福
祉に関する思想および法律、さらには科学的な背景について理解することを目的とする。
　その内容としては、動物福祉の概念とともに、動物福祉が生まれてきた歴史、動物の扱い方に関す
る法律などを、欧米諸国及び我が国を中心に学び、さらには動物福祉は動物に対する「情」ではな
く、科学的根拠に基づく必要があることから、具体的に各種動物について、利用に関する福祉的な問
題点、動物福祉を評価するための科学的手法や、福祉改善のための事例等について学び、持続的な動
物生産について考える。

動物飼育管理実習１

　この科目は、初年次生に対し動物飼育管理の基本である「健全な維持及び生産性向上の重要性」を
理解・体得することを目的とする。実習科目の入門として位置付けられている。
　その内容としては、本実習では動物飼育及び生産に関わる施設の見学や牧場における家畜の飼育管
理の概要理解と体験を通じて、基礎的な知識と技術を身に付ける。家畜飼育に限定されることなく観
光牧場における飼育や生産物加現場の見学を実施することで、動物飼育管理における広い視野と理解
の促進を図る。

動物飼育管理実習２

　この科目は、牧場家畜の飼養管理や、専門技術を経験することによって、動物を健全に維持し、生
産性を向上させるためには何が最も必要であるかを体得することを目的とする。
　その内容としては、牛、羊、豚及び鶏などの動物を健全な状態で飼育・管理し、かつ生産性を向上
させるための専門的な知識を習得するばかりでなく、飼育現場における動物の日常生態を適切に把握
し、さらに作業形態および活用されている種々の技術についても体得する。本実習で取り扱う家畜は
牛（乳牛、肉牛）、羊、豚などであるが、これらの動物において飼育技術を理解し、体験することは
他の有用動物の飼育にも有益と考える。

動物飼育管理実習３

　この科目は、「動物飼育管理実習１・２」で養成した基礎的な理論と技術をベースとした応用的実
習科目として位置付けられている。本科目の目的は、動物を健全な状態を維持するための理論と手法
の習得、動物飼育・生産に関する設備の活用を通じ、動物飼育におけるより深い理論と技術の習得を
目指す。
　その内容としては、削蹄や健康診断方法などの日常的な動物の飼養管理に留まらず、動物園動物を
対象とした維持管理方法の理解や酪農家及び家畜市場の見学による多角的な動物の飼育管理を学んで
いく。
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科目
区分

学科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（農学部　動物科学科）

動物飼育管理実習４

　この科目は、動物を健全な状態で維持することが動物飼育管理の基本であり、家畜においてはさら
に生産性を向上させることも重要になることを理解し、動物飼育現場おいて何が重要であるかを考え
て体得することを目標とした実習科目である。
　その内容としては、特に飼育管理の工程管理を計画・運営する能力を育むため、「動物飼育管理実
習１・２・３」で養成した理論と技術を基礎にし、動物飼育・生産に関する施設の見学や実際の牧場
における家畜の飼育・管理の体験して、飼育現場における重要なポイントの体得することで、より高
い水準の動物飼育理論と技術の習得につなげて、飼育管理の工程管理を計画・運営を考える。

牧場実習１

　この科目は、動物生産の現場における家畜の生態を把握し、さらに作業形態及び活用されている
種々の技術について体得することを目的とする。
　その内容としては、実際の動物生産現場に近似した環境で家畜を飼養し、飼養技術を会得するとと
もに、飼料生産や調製、畜舎施設及び機材の管理と操作、牧野の管理並びに生産物の管理など、動物
生産にとって必要不可欠な内容を体験する。家畜の飼育管理、体重側定など、動物体管理に関する内
容、飼料作物の栽培管理、放牧地の管理、牧場設備の管理に関する内容並びに農業の基本である水田
の利用管理に関する内容などからなる。

牧場実習２

　この科目は、座学において学んだ理論の理解を一層深め飼育現場における動物の生態を把握した上
で、様々な動物管理技術の体得することを目的とする。また、「牧場実習１」と連動した実習を行う
ことで動物飼養が年間を通した継続的な営みであることの理解を促す。
　その内容としては、実際に動物を飼養しその技術を学ぶとともに、飼料生産や調製、動物舎施設及
びトラクターなどの機器の管理と操作方法、放牧草地の管理並びに生産物の衛生管理など動物生産に
とって必要不可欠な内容を体験学習する。

動物科学実験１

　この科目は、専門科目における講義内容の理解を深めるとともに、応用動物科学に関する基本的な
実験方法を理解・習得するために設けられている実験科目である。
　その内容としては、まず実験科目全般に必要な知識としてレポート作成及び資料の収集・分析につ
いて学び、その後、動物生体の構造や機能に関する分野である動物の解剖手技、内臓諸器官観察、顕
微鏡標本の作製と観察を行い、次に動物の行動測定に関する分野である、動物の行動測定についての
研究計画，観察及び観察データの分析を行い、最後に家畜飼料の品質評価に関する分野として、サイ
レージ発酵モデル試験手法の説明と作成、官能法と簡易化学分析によるサイレージ品質評価について
の実験・解析を行う。

動物科学実験２

　この科目は、応用動物科学総合科目に属し、動物の生命科学に関する実験方法について学ぶ。基本
的な実験の原理を理解するとともに実験手技を習得することを目指す。
　その内容としては、動物の生命科学分野の研究の基礎となる実験を実施する。実験計画、実験の準
備、試薬や実験器具の取り扱い方など専門分野の実験方法の基礎について学ぶ。さらに、実験データ
を収集、解析し、レポートに取りまとめて考察することにより、専門科目における講義内容の理解を
深めるとともに、動物の生命科学に関する基本的な実験方法を理解・習得する。

動物科学実験３

　この科目は、卒業研究の遂行にあたって必要となる一般的な技術（情報の収集・分析、データの取
りまとめと情報共有）を養成するものであり、研究室への配属前の最後の実験科目である。
　したがって、その内容としては、実験の手順等よりも文献検索やレポート作成など実践的な作業の
練習に重きをおいており、かつ担当する研究室の専門分野や関連する業界への理解を深めるような講
義を交えた実験を行うことで、それぞれへの理解と興味を抱かせるようなものとなっている。

応用動物科学実験

　この科目は、応用動物科学総合科目に属しており、４年次生になって行う卒業研究が円滑に実施で
きるように、卒業研究実施のために必要な専門分野の基礎知識や実験手法などを習得することを目的
とする。
　その内容としては、卒業研究を実施する研究室の担当教員の指導の下で、予備実験等を通し、専門
分野実験実施のために必要な実験手順、実験機材の取り扱い方法、実験データの解析、論文作成に関
する手法を学ぶ。さらに、プレゼンテーションやディスカッションを行う中で、専門分野の研究内容
について理解を深める。
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科目
区分

学科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（農学部　動物科学科）

動物科学ゼミナール１

　本科目は、応用動物科学総合科目に属し、各研究室で行われている研究内容を研究室の担当教員か
ら学び、学科で行われている専門分野の研究についての理解を深めることを目的とする。
　その内容としては、学科で行われている専門研究の内容やトピックスについて、各専門分野の教員
の指導を受ける。また、専門分野の研究を行う準備として、論文などの研究情報の収集、データの解
析、論文作成方法について演習を行うことにより学ぶ。さらに、収集した資料を基にし、プレゼン
テーションやディスカッションを行い、研究の現状や課題などについて理解する。

動物科学ゼミナール２

　この科目は、応用動物科学総合科目に属し、専攻した研究室単位で行われる。関連するトピックス
について資料収集並びにそれに基づいて論議し、最新の専門知識を学ぶことを目的とする。
　その内容としては、具体的な実施方法は研究室によって異なるが、グループワーク、ディスカッ
ション、コンピューターを使ったデータ解析演習などを実施することが多い。また、専門分野での研
究の現状や今後の方向性などを理解するため、最新のトピックスを要約して発表（プレゼンテーショ
ン）する。

動物科学ゼミナール３

　この科目は、応用動物科学総合科目に属し、専攻した研究室単位で「動物科学ゼミナール２」から
引き続き行われる。関連するより専門性の高いトピックスについて資料収集並びにそれに基づいて論
議し、最新の専門知識を学ぶことを目的とする。
　その内容としては、具体的な実施方法は研究室によって異なるが、グループワーク、ディスカッ
ション、コンピューターを使ったデータ解析演習などを実施することが多い。また、専門分野での研
究の現状や今後の方向性などを理解するため、最新のトピックスを要約して発表（プレゼンテーショ
ン）する。

卒業研究１

　この科目は、応用動物科学総合科目に属し、各自の研究テーマに基づいて卒業研究を実施する。研
究を遂行、論文を作成し、発表する中で、それぞれの研究分野における研究手法や研究成果のとらえ
方を学ぶことを目的とする。
　その内容としては、今まで履修してきた講義、演習、実験・実習で得た知識や技術を基礎として、
応用動物科学に関する専門的なテーマを選定し、各テーマに関連する情報を収集し、研究計画を立案
する。さらに、研究計画に従って実験・調査を遂行し、データの収集、図表の作成、統計解析、既存
知見との比較・考察など一連の過程を通して研究テーマや研究手法について理解する。

卒業研究２

　この科目は、応用動物科学総合科目に属し、「卒業研究１」に引き続き各自のテーマに基づいて卒
業研究を実施する。研究を遂行、論文を作成し、発表する中で、それぞれの研究分野における研究手
法や研究成果のとらえ方を学ぶことを目的とする。
　その内容としては、「卒業研究１」で行ってきた研究をさらに推し進める。研究データの取集・分
析，既存知見との比較・考察を行い、指導教員の助言や学生間でのディスカッションの中で研究結果
を評価し、実験方法の修正が必要な時は修正・更新する。最終的に、研究結果を取りまとめ、研究論
文を作成するとともに、ポスターやスライドを用いて研究成果を発表する。

インターンシップ

　この科目は、自己の学習分野や将来の就職に関連した企業においての就業体験並びに講義・実験及
び実習内容が有機的に関連して実践されている現場においての実習体験を行なう。
　その内容としては、農産物・畜産物の生産・加工販売、実験動物・ペットなどの生産・販売・管
理、植物園、動物園・観光牧場、試験研究などを行なっている企業・団体・農家などで研修する。ま
た、学外の諸機関、諸施設においての実習から、家畜改良及び飼養管理、植物改良及び土壌改良、飼
料の調整、飼料生産（草地、飼料畑など）、受精卵移植、畜産加工、試験研究などの社会における現
状を体験する。
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科目
区分

学科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（農学部　動物科学科）

人
と
動
物
の
関
係
学
関
連
科
目

実験動物学

（概要）この科目は、人と動物の関係学関連科目に属しており、実験動物の倫理と福祉、育種、繁
殖、飼育管理、実験方法など適切な動物実験を行うために必要とされる知識を習得することを目的と
する。
　その内容としては、まず動物実験の倫理と福祉について学んだ後、従来から実験動物として用いら
れてきたマウス、ラット、ウサギに加えて、近年パイロットアニマルとして注目されているヤギ、ヒ
ツジ、ブタ、ニワトリやウズラについて、繁殖理論とその応用、飼育管理の実際、遺伝的基礎と育種
及び栄養的理論とその応用について学ぶ。

（オムニバス方式／全14回）

（3　河原崎　達雄／4回）
　実験動物の定義と倫理、動物実験の妥当性、実験動物の受精と交配、繁殖行動について学ぶ。
（6　樫村　敦／4回）
　動物実験の意義や要素、実験動物の飼育管理の概念、実験動物の飼育管理の実際、飼育環境の重要
性と制御方法について学ぶ。
（7　松本　大和／3回）
　ヒトと実験動物の遺伝的相同性、生物種間の遺伝的相同性、実験動物の育種、実験動物に対する遺
伝的制御について学ぶ。
（5　稲永　敏明／3回）
　野生動物の実験動物化、実験動物の栄養、食性、飼料および栄養について学ぶ。

オムニバス方式

地域動物論

（概要）この科目は、農畜産業のグローバル化が進む今日、地域環境と社会に根ざした持続的な畜産
の発展や人と動物との共生の意義を考えるとともに、その適正な方向を展望することを目的とする。

その内容としては、地域の風土･歴史との関係において発達してきた家畜の品種や飼養方法の多様性
について学び、地域環境と社会に根ざした持続的な畜産や動物資源利用の意義について理解を深めて
いく。また、これらの畜産やその他動物資源の利活用が地域の活性化と価値向上のためにどのように
貢献できるかを発想し、生態系サービスとしての動物資源を適正に利用することで、どのように地域
の持続的な発展に導くか考える。

（オムニバス方式／全14回）

（6　樫村　敦／7回）
地域の風土と動物生産のつながり、環境要因が動物の地域性にもたらす影響、遺伝的多様性の重要

性と遺伝的多様性と環境適応性の関係、地球の動物地理、寒冷極地に対応した動物生産、地域環境が
生み出す文化と畜産物利用の関係について学ぶ。
（2　岡本　智伸／7回）

阿蘇地域の動物地理学的特徴、阿蘇地域における動物相、畜産における地域性と付加価値、地域に
おける野生動物の管理と資源利用の関係について学ぶ。

オムニバス方式

伴侶・介在動物論

　この科目は、私たちの生活圏に最も近い動物である伴侶動物及び介在動物との適切な関係について
考える応用的科目として位置付けられている。少子・高齢化が進む現代社会における伴侶動物に関わ
る諸問題を認識・理解し､解決に向けての知識を身に付け、自身の意見を明確化していく。さらに、伴
侶動物の認識における多様な価値観を理解し受容することを目的とする。
　その内容としては、伴侶動物とヒトとの関係における歴史的背景・経緯、伴侶動物がヒトへ及ぼす
心理的及び生物学的効果、イヌネコに限らず小動物、ウマ、人工知能搭載型ペットとの関係性につい
て広く取り扱う。さらには子供、高齢者、身体障害者に対する動物介在活動(AAA)や動物介在療法
(AAT)とそれにかかわる伴侶動物の役割などについても紹介し、これらの動物との適切な関係理解を促
す。

野生動物論

　この科目は、野生動物の生物学的特徴を考えるとともに、ヒトの活動や環境変化が動物相に及ぼす
影響を考え、ヒトと野生動物のつながりを理解するために行うものである。
　したがってその内容としては、ヒトの生活や生産活動により大きくかく乱されている生態系と、こ
れまでにない大きな生息環境変化の影響を受けている野生の動物種の現状を把握すると同時に、近年
問題とされている外来種や鳥獣害といった問題を解決するための道すじや野生動物の科学的調査方法
についての授業を行う。

動物園論

　この科目は、動物園の今後のあるべき姿を考究するために、現在の動物園の立場や歴史、解決すべ
き問題点などを理解することを目的とする。
　その内容としては、これまで世界や日本の動物園が歩んできた歴史、動物園に求められるジーンバ
ンク機能、研究機能、社会教育機能など多様な役割、動物園動物の飼育管理、動物園の展示技術など
を学ぶ。また、動物園に求められる基準や各国における関連法律、さらに、これからの動物園が目指
すべき役割やポリシーについて理解を深める。
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科目
区分

学科目 授業科目の名称 講義等の内容 備考

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（農学部　動物科学科）

人
と
動
物
の
関
係
学

関
連
科
目

動物科学表現・記録論

　この科目は、動物についての記録、展示、記述など、特に動物に関する教育や啓発活動を行うため
に、特別な理論と技術の習得が必要であることから、それらの能力の養成を目的とする。
　その内容としては、骨格標本作製や剥製などの動物体資料の保存方法、動物のスケッチや動物体の
写真撮影、テレメトリーシステムなどの動物の形態、行動や生態の記録、記録装置等の機材の特性に
ついて学び、さらには記録した内容の発信手法を理解するために、客観的手法と芸術的手法の違いを
学ぶ。

食品衛生学

　この科目は、食中毒や食品中の有害物質等の食品衛生に関わる諸問題や対処法について、正しい知
識の習得と理解を深めていくことを目的とする。
　その内容としては、食生活の中で、食中毒の発生、食品添加物の安全性、食品を取り巻く環境汚染
などの食品衛生に関わる諸問題が現在大きな関心事であることを踏まえて、食品衛生の歴史、食品添
加物の誕生から現在、食品添加物使用の功罪、着色料、酸化防止剤・発色剤及び食品の変質とその防
止について解説する。また、食中毒、有害物質の摂取と排泄、環境汚染と食生活、食品中の発ガン物
質と抗がん性物質、食品成分の相互作用により生成する有害物質とその防止についても正しい知識を
学ぶ。

畜産物利用学

　この科目は、家畜など動物飼育の出口にあたる肉、乳、卵など、畜産物の利用に関することを学ぶ
ものであり、動物やそれと関わる人間からの視点だけでなく、出口からの視点や発想を養うことで、
より立体的な動物科学の知識を身に付けさせるという役割を持つ。
　したがって、その内容としては、肉や乳、卵などの生産に関する生理や、農場から食卓に至るまで
の流れ、そして加工に関する技術とその理論など、幅広い分野にわたるものとなる。

食品製造実習

　この科目は、種々の畜産食品や発酵食品の製造や農産加工を実践し、関連する技術を理解・習得す
るとともに、食品加工や食品衛生に関する理論をより深く理解することを目的とする。
　したがってその内容としては、乳・肉・卵といった畜産物を原材料として利用した加工・利用につ
いて学ぶだけでなく、実際の食品製造工程における各工程の意義、さらには使用する器具や機材の取
り扱い、食品添加物や食品規格といった食品の安全性に関する知識についても実体験とともに学習す
る。

農業科教育法１

この科目は、高等学校の教科「農業」における教科教育に必要な知識の習得並びに能力の養成を目
的とする。

その内容としては、まず日本農業の現況と世界の中での日本農業の置かれている立場を理解させ、
学習指導要領（農業編）に基づいて、これからの農業教育や農業高校の果たす役割を学ぶ。次に、現
行の農業教育の進め方は課題を見出し、その課題解決に向け、各教科の中で創意工夫しながら客観
的・理論的に課題を解決し、発表する力を養成するために、現行学習指導要領のもと、農業高校で使
用されている教科書や関係図書を参考に講義（基礎的知識の習得）を進める。さらに、授業テーマに
沿った課題を毎回設定し、講義とともに、小グループ単位で課題解決に向けた討論（自ら考える力）
も取り入れながら、受講生が授業に能動的に参加し、農業科教師としての力量（倫理観や教科指導
力）が身に付くよう指導していく。

農業科教育法２

この科目は、高等学校の教科「農業」における教科教育に必要な知識の習得並びに能力の養成を目
的とする。

その内容としては、現学習指導要領の下、農業科目の教科書を使用した学習指導案作成に基づく模
擬授業を実践することを中心とする。この模擬授業においては、授業者以外の学生は授業を受ける生
徒の役割を担い、質問を通じて授業者の実践力向上に寄与するとともに、自分自身のコミュニケー
ション能力の向上を図る手立てとする。さらに、模擬授業後を踏まえたそれぞれの立場から作成され
た報告書を基に討論を進める。これらを通じて、農業に関する知識・技術の習得に努め指導力の向上
を目指す心構えが必要かつ大切であることを学ぶとともに、授業実践力の基礎として生徒指導ができ
ることなど、教師としての資質向上に必要な要素を学ぶ。

職業指導Ａ

この科目は、高等学校の教科「農業」の教員として職業世界に移行していく生徒に適切な指導を担
うため、その知識の習得や能力の醸成を養うことを目的としている。

職業指導（進路指導）とは、生徒自らが進路に対し主体的に取り組み、「将来の進路」を選択、決
定できるように指導・助言するものである。進路指導は、生涯にわたる自己実現のために、「自分に
何ができるか」「自分には何が向いているか」「職業とは何か」を生徒によく理解させるとともに、
自己の進路に対して興味・関心を持たせることが重要であり、学校教育では不可欠な分野である。

職業指導Ｂ

この科目は、高等学校の教科「農業」の教員として職業世界に移行していく生徒に適切な指導を担
うため、その知識の習得や能力の醸成を養うことを目的としている。

「職業指導Ａ」の内容を受け、１）職業と社会に関する基礎的知識を習得し、２）職業に関する原
理的諸問題を把握し、３）現代の青年の価値観と職業観を理解し、４）職業指導の課題を踏まえ、職
業指導の基礎力を身に付けることが基軸となる。さらにこれらの学びで習得した力を基に、高等学校
の教育現場で求められる職業指導のあり方とその効果的な実践法について探求する。
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東海⼤学 熊本校舎
熊本県熊本市東区渡⿅九丁⽬1番1号

東海⼤学 臨空校舎
熊本県上益城郡益城町杉堂

（位置関係図）

東海⼤学 九州キャンパス
熊本県 熊本市東区
熊本県 上益城郡益城町

参照地図：Googleマップ
図面－5



JR豊肥本線「東海学園前」駅 下⾞
徒歩 0分
距離 0ｍ

参照図⾯：Googleマップ

（最寄り駅 経路図）電⾞

東海⼤学 熊本校舎

図面－6



（最寄り駅 経路図）バス

東海⼤学 臨空校舎

産交バスたかもり号「⾼遊」 下⾞
徒歩 10分
距離 800ｍ

参照図⾯：Googleマップ
図面－7



参照図⾯：Googleマップ

（最寄り駅 経路図）電⾞

東海⼤学 臨空校舎

JR豊肥本線「⼤津」駅 下⾞
⼤学バス 15分

距離 8.1kｍ
JR豊肥本線「⼤津」駅 下⾞

徒歩 100分
距離 8.1kｍ

図面－8



校地等敷地

運動場敷地

 農学部動物科学科が使用する校舎

熊本校舎配置図

区　　分 専　　用 共　　用
共有する他の学

校の専用
計

校舎敷地 48,631.57  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 48,631.57  ㎡ 内借地3,796.00㎡

運動場用地 38,444.35  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 38,444.35  ㎡ 内借地7,236㎡

小計 87,075.92  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 87,075.92  ㎡

その他 0.00  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 0.00  ㎡

合計 87,075.92  ㎡ 0.00　㎡ 0.00　㎡ 87,075.92  ㎡ 借用期間：３年

専　　用 共　　用
共有する他の学

校の専用
計

37,896.01 ㎡
 （ 37,896.01 ㎡）

0.00 　㎡
　　（0.00　㎡）

0.00 　㎡
　　（0.00　㎡）

37,896.01 ㎡
 （ 37,896.01 ㎡）

校
　
地
　
等

校舎

熊本校舎　校地・校舎面積

図面－9



校地等敷地

運動場敷地

農学部動物科学科が使⽤する校舎

臨空校舎配置図

グラウンド

動物教育実習棟

農学教育実習棟

１

号温

室

食品加工教育

実習棟-１

１号館

２号館

鶏舎 豚舎

乳牛舎

堆肥

舎

緬羊舎

２

号温

室

３

号

温

室

４

号温

室

５

号温

室

６

号温

室

７

号

温

室

8号

温

室

養土庫

食品加工教

育実習棟-２

第
一
実
習
温
室
棟

第
二
実
習
温
室
棟

倉庫・長靴置場

圃場

馬場

芝生

広場

キャンパス

広場

圃場

図面－10
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１ 設置の趣旨及び必要性 

 

１．東海大学の 2022年度改組改編 

東海大学では、建学 80周年にあたる 2022年４月に全学的な改組改編を行う。その目的は、

来るべき社会の変化に対応し、地球市民として未来を創造していく人材育成を推進すること、

そして、建学以来継承してきた文理融合の理念と一貫教育を基軸とした教育・研究活動をよ

り一層進化・推進し、学生が幅広い知識を養い、深い理解力をもって社会に貢献することで

ある。改組改編の概要としては、学部学科の再編により、全国５キャンパス８校舎 23 学部

62学科・専攻体制とする。学部学科の新設状況は次のとおりである。 

 

①湘南キャンパス 

湘南キャンパスにおいては、理工系から情報系、社会・人文科学、体育スポーツまで、文

理融合型総合大学ならではの多様な学部構成を活かし、受験生の多様なニーズに応えられる

よう、既設の学科・課程を統合してシナジー効果を引き出すための集約型学科構成を目指し、

湘南校舎（神奈川県平塚市）に次の学部学科を新設する。 

児童教育学部（児童教育学科）を新設する。 

情報理工学部に情報メディア学科を新設する。 

建築都市学部（建築学科、土木工学科）を新設する。 

工学部に機械システム工学科、医工学科、生物工学科を新設する。 

 なお、児童教育学部（児童教育学科）の新設は設置認可申請中であり、工学部医工学科の

教育研究は、湘南校舎及び伊勢原校舎（神奈川県伊勢原市）で行う。 

 

②東京キャンパス 

東京キャンパスにおいては、都心からほど近くに位置する利便性の高い立地を活かし、来 

るべき国際社会で活躍できる人材を育成するため、高輪校舎（東京都港区）に次の学部学科

を新設する。 

経営学部（経営学科）を新設する。 

国際学部（国際学科）を新設する。 

情報通信学部に情報通信学科を新設する。 

なお、これらの学部学科の教育研究は、湘南校舎及び高輪校舎で行う。 

 

③静岡キャンパス 

静岡キャンパスにおいては、海洋国家日本を支える人材を養成してきた既設の海洋学部の

さらなる充実と静岡地域における人材育成に関するニーズに応えるため、静岡校舎（静岡県

静岡市）に次の学部学科を新設する。 

海洋学部に海洋理工学科（海洋理工学専攻、航海学専攻）を新設する。 

人文学部（人文学科）を新設する。 

 

④九州キャンパス 

九州キャンパスにおいては、熊本・阿蘇の地でこれまで育んできた教育資源を継承し、文 
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理分断からの脱却を目指す教育を推進するとともに、農学部のさらなる充実を図るため、熊

本校舎（熊本県熊本市）において、文理融合学部（経営学科、地域社会学科、人間情報工学

科）を新設し、臨空校舎（熊本県上益城郡）において、農学部に農学科、動物科学科、食生

命科学科を新設する。なお、農学部の教育研究は、熊本校舎及び臨空校舎で行う。 

 

２．農学部動物科学科設置の社会的背景・必要性、教育研究上の目的・養成する人材 

１）農学部の教育研究上の目的・養成する人材 

人口増加と食料問題、生態系との不調和な活動がもたらす様々な問題、飛躍的に進歩を遂

げる科学技術と農業への応用、さらにそれらにかかわる諸問題等、人類の存続にかかわるこ

れらの大きな課題が現代社会には山積している。これらの課題に対し、文理融合的な柔軟で

幅広い視野と農学専門分野の深い知識を持って、地域に根付く伝統的な知恵を見出すことに

加え、グローバルな最新の知識・技術を応用し、社会の持続的発展に貢献する姿勢を育むこ

とを教育研究上の目的とする。 
この目的を踏まえ、食料の生産と利用、生命の仕組みの理解、生態系との調和への探究等

について、それらの理論ばかりでなく、「活用する実践的技術」や「応用して問題を解決でき

る能力」を身に付け、わが国だけではなく世界の持続的発展に「食の重要性」と「生命の尊

さ」をもって貢献できる人材の養成を目指す。 
    
２）動物科学科設置の社会的背景・必要性、教育研究上の目的・養成する人材 

急速に変化していく社会において、健全な自然環境・社会環境の維持・発展への貢献を目

指し、動物の生命科学及び環境科学の幅広い学識・専門性を兼ね備えた人材育成が求められ

ている。動物科学科では、生産科学、動物生命科学、人と動物との共生科学に関する確かな

専門知識を持ち、地域の生態系や文化を理解し、持続的かつ安全な動物生産、動物にかかわ

る新たな技術開発、科学的根拠に基づく人と動物との適正な関係の創出を目指して、実践的

な対処・解決の方策を導き出せる力と、複眼的な視点に基づく倫理観を持って責任ある社会

貢献ができる人材育成を教育研究上の目的とする。 
この目的を踏まえ、動物の改良や飼育方法を学ぶとともに、畜産物の適正に生産する創造

力を養成する。また、家畜以外の動物についての知識も深め、動物の生命現象を解明する力、

人との新しい関係を創造し実践する力を養成する。それぞれの力を実践的に習得してく実習

を通じて、知識や技術をより深く理解し、課題を解決する能力を高める。さらに、動物科学

の社会的意義を理解した上、主体性や問題解決能力を醸成し、社会に役立つ理論や技術を創

造し実践する力を養成する。 
 

【ディプロマ・ポリシー】 

農学部動物科学科では、以下の能力を備えたと認められる者に学位「学士（農学）」を授与

する。 

 

『知識・理解』 

動物生産から畜産物加工利用までの一連の過程、最新の動物生命科学、人と動物との関係

に関するそれぞれの科学的基礎知識を持ち、地域の生態系や文化を理解し、さらに専門分野
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における応用的知識を有している。 

 

『汎用的技能』 

持続的かつ安全な動物生産、動物にかかわる新たな技術開発、科学的根拠に基づく人と動

物との適正な関係の創出等、動物に関する様々な問題に対する実践的な対処・解決の方策を

導き出せる。 
 

『態度・志向性』 

文理融合的な柔軟で幅広い視野で社会を理解し、自らの意見を持って、特に動物生産、動

物生命科学、自然環境の保全や人と動物の関係等の分野で責任ある社会貢献ができる。 
  
【具体的な人材像】 

・動物飼育や食品産業等で活躍するマネジメントリーダー 
・生命科学・動物学の基礎的知識を持った農業高校教員 
 
３．研究対象とする中心的な学問分野 

現代社会に求められている“健全で豊かな自然・社会環境を維持しながら、適切な動物の

利用を行う”という命題にアプローチする人材、すなわち「科学的な視点を持って動物との

関係を築く」能力を持った人材を育成するためには、動物に関する多様な分野の基礎的知識・

技能を併せ持つ必要がある。 
そこで、動物科学科においては、「畜産物の適正な生産技術の習得を目指す」という動物生

産科学の分野を柱として、「動物体で起こっている現象やそのメカニズムを明らかにする“動

物生命”（遺伝・繁殖学）」、「動物の正しい飼養管理と持続可能な動物利用につながる“動物

飼養・環境”（生態・栄養学）」、「動物の心理面の理解や、生態系との調和を目指す“人と動

物の関係”（行動・アニマルウェルフェア・管理学）」の分野により、「専門性」を深めて「動

物を正しく利用する力」を身に付けていくための、教育活動と研究活動を行う。 
 
 
２ 学部・学科等の特色 

 
農学部は、中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像（平成 17 年１月）」で提言さ

れた大学の７種の機能のうちの、「社会貢献機能」を目指す学部であり、文理融合的な柔軟で

幅広い視野と農学専門分野の深い知識を持って、地域社会の持続的発展に貢献する姿勢と専

門的素養を身に付けた人材を養成する。 

その中で動物科学科では、「動物生産科学」を中心にして「食」、「生命科学」、「環境科学」

に関する応用動物科学を修得したのち、①動物利用にかかわる新たな技術開発、科学的根拠

に基づく持続的な動物利用につながる動物学の基礎的な分野、②最新の動物生命科学や、人

と動物の関係に関する科学的基礎、及び地域の生態系や文化も考慮した動物生産や畜産物加

工利用を行う動物飼養・環境分野、③自然環境保全にも配慮した持続的な動物の利用のみな

らず、科学的知識により動物の幸せをも実現する人と動物の関係分野への取り組みを通じて、
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実際の研究開発の現場に必要な応用力を養成する。 

また、これらの応用分野の教育を、熊本キャンパスの文理融合学部とリンクさせることに

より、農工連携、農商連携、農医連携に関する実践型教育を推進する。 

 

 

３ 学部・学科等の名称及び学位の名称 

 
１．学科の名称 

前述のように生命現象を理解し、動物を取り巻く環境や正しい扱い方、さらには自然や動

物との調和について研究し、畜産物の適正な生産や持続的な動物飼育に役立てようとする人

材の育成を目的とし、さらには、畜産だけではなく動物園や実験動物等の飼育管理や活用に

も対応できる人材養成も目的としているため、学科の名称を「動物科学科」としている。 
 
２．学位の名称 

農学部において、学位は専門領域を広くカバーできる人材であることをアピールすること

が肝要である。食品関連産業界に受入れやすく、国際的にもごく普通に受入れられる名称で

あることが重要である。こうした背景の下に農学部を構成する３学科の学位の名称を「学士

（農学）」としている。 
    

【日本語名称】 

学部名称 ：農学部 

学科名称 ：動物科学科 
学位名称 ：学士（農学） 

 
【英訳名称】 

農学部     ：Undergraduate School of Agriculture 
動物科学科   ：Department of Animal Science 
学士（農学） ：Bachelor of Agriculture 

 

 

４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

 

１．教育課程の編成方針 

【カリキュラム・ポリシー】 

農学部動物科学科が定めるディプロマ・ポリシーに基づき、以下に示す教育課程を編成し、

実施する。 

 

『教育課程・学修成果』 

動物科学科では、「学部共通科目」を通じて、学部や学科の教育課程や学術研究に対する理

解、キャリア意識の形成、実験科学の基礎の修得、情報に関するリテラシーの養成、農学的
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視野の拡大と農学的基礎知識や技術を応用する力の養成を意図している。 
動物科学科では「動物生命科学関連科目」により動物の体内で生じている現象やそのメカ

ニズムについて学び、その知識を動物の生命現象の解明に役立てていく力を培う。また、「動

物飼育・生産科学関連科目」を通じて動物の改良や飼育方法を科学的に学ぶとともに、畜産

物の適正な生産について創造する力を養成する。加えて、これらの知識と理解を基に「動物

フィールド実習関連科目」を通じて、実際に動物を扱い、適正に飼育するための理論と技術

を実践的に身に付けるとともに、実践をとおして、知識や技術をより深く理解し、課題を解

決する能力を高める。さらに、食糧生産に関わる知識・理論を学び、生産された畜産物をよ

り価値を高め、安全に加工するための理論と技術を「食品科学関連科目」を通じて修得する。 
一方、上記の科目群で学んだ内容を基礎に、「人と動物の関係学関連科目」を通じて、伴侶

動物、野生動物、実験動物、動物園動物等、家畜以外の動物についての知識も深め、これら

の動物と人との新しい関係を創造し実践する能力を養成する。 
これらの科目群と平行し、初年次から４年次までを通じて段階的に開講される「応用動物

科学総合科目」を通じて、動物科学の社会的意義を理解した上で科目群間の相互的かつ体系

的関連性を考究するとともに、自主的学習能力や問題解決能力を醸成し、社会に役立つ理論

や技術を創造し実践する力を総合的に養成する。 
動物科学科の教育課程は、４年間を通じた繋がりのある学習経験が積めるよう段階的に体

系化され、「自ら考え」、「周囲と協力して取り組み」、「新しいことにチャレンジし」、「１つの

ことを最初から最後まで成し遂げる」ことを意図したアクティブラーニングを可能な限り活

用し、批評的、論理的、創造的、省察的、実践的に思考し活動するための力を身に付ける教

育を実施する。 
 

『学修成果の評価方法』 

動物科学科のディプロマ・ポリシーに示されている『知識・理解』『汎用的技能』『態度・

志向性』に関して、修得単位数・ＧＰＡによる分析評価等を用いた学生による自己評価によ

り、学修成果の評価を行っている。その集計結果は、ＦＤ活動等をとおして教育の質向上の

ためのＰＤＣＡサイクルにつなげている。 

 
以上のカリキュラム・ポリシーは、ディプロマ・ポリシーの達成のため、後述する教育課 

程に基づき、資料のとおり図式化することができる。【資料１】参照 
 
２．教育課程の構成 

１）現代文明論・現代教養科目・英語科目（教養科目）  
教養科目として、１年次から２年次にかけ、「Ⅰ現代文明論」、「Ⅱ現代教養科目」、「Ⅲ英語

科目」の科目区分に必修科目を開講する。これらの科目の学びをとおして、現在の複雑化し

た社会の課題に対して、幅広い視点から、自らの考えを深め、行動していく姿勢を育てると

ともに、後述する主専攻科目と影響しあいながら、ディプロマ・ポリシーの達成に向け、学

修を進めていく。 

教養科目の学びは以下のとおりである。 
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「Ⅰ現代文明論」 

幅広い分野の問題点や課題の発見、そして解決への姿勢を育てていくことを目的とした「現

代文明論」や「現代教養講義」の履修をとおして、自らの人生の過ごし方や、その姿勢につ

いて考える機会を設定している。 

 

「Ⅱ現代教養科目」 

“基礎教養科目”において、大学教育や学部教育への理解を深める「入門ゼミナールＡ」、

「入門ゼミナールＢ」を開講し、“発展教養科目”において、国際・地域を基点として社会に

ついて学び、そこでの課題の把握とその解決について能動的に考える授業を展開する「シテ

ィズンシップ」、「地域・国際理解」、「現代教養講義」を開講する。 

また、“健康スポーツ科目”において、生涯にわたり心・体・社会的に健やかに充実した生

活を送るための基盤として、「健康・フィットネス理論実習」「生涯スポーツ理論実習」を開

講する。 

 

「Ⅲ英語科目」 

“英語コミュニケーション科目”において、国際的に幅広く社会と関わる素地を身につける

ため、「英語リスニング＆スピーキング」、「英語リーディング＆ライティング」を開講する。 
  
２）主専攻科目（専門科目） 

「学部共通科目」 
主に初年次教育として実施する学科目であり、４科目を必修科目として設定する。専門導

入科目である「農学概論Ａ・Ｂ」では、農学という学問を通じて社会の持続的な発展のため

に必要な考え方や能力をいかに身に付けていくのかを認識することを目的としている。また、

「生物学実験」及び「化学実験」は実験入門科目として設定しており、農学分野で実施する

研究の基盤となる実験操作法、実験データの記録・整理法、レポート作成法を習得すること

を目的としている。 

農学部での教育の基礎となる「農学概論Ａ・Ｂ」、実験系科目の基礎となる「生物学実験」

及び「化学実験」を１年次に必修科目として開講して、農学分野の知識の向上や実験手技の

習得を行うとともに、基礎教養科目と連動することで、当学科での学びの導入をすることで、

以降の専門科目への興味を向上させる。 
 

「専門英語科目」 
卒業研究の遂行に必要な、英文の科学論文から自分の必要としている情報を得るために必

要な能力を養うことを目的として開講する学科目である。ゼミナール形式をとり、２科目を

いずれも選択科目として設定する。 
１年次の英語科目及び３年次のゼミナール科目で養われた英語力と、論文の読解力の双方

を統合し、さらに卒業研究へとつなげるための「外書で学ぶ動物科学Ａ」及び「外書で学ぶ

動物科学Ｂ」を４年次に開講する。 
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「自然科学関連科目」 
２年次以降の、専門科目の履修に向け、初年度に生物学、化学の基礎を習得するための学

科目である。これらはいずれも選択科目である。 

「基礎生物学」及び「基礎化学」は動物科学を学ぶのに必要となる、生物学や化学の基礎

知識を習得するために重要であり、いずれも１年次に開講する。 
 
「動物生命科学関連科目」 
動物の体の仕組みや、体内で起こっている生命現象、動物の繁殖の仕組み等、動物科学を

学んでいくにあたって必要な基礎を理解し、知識として習得するための学科目である。単に

動物の飼養管理技術を学ぶだけでなく、この基礎の部分を習得することで、より様々なシチ

ュエーションで応用可能な、立体的な知識や技術を身に付けられると考えている。この学科

目はいずれも選択科目である。 

専門科目の基礎となる「動物遺伝学」、「動物生体機構学」、「動物生理学」を１年次に、や

や応用的になる「生体物質の化学」、「生化学」、「動物繁殖学」、「動物育種学」及び「動物生

殖生理学」を２年次に、「家畜人工授精論」を３年次に開講する。 
 

「動物飼育・生産科学関連科目」 
動物科学に関する基礎的な知識をベースに、動物飼育の現場につながる、より応用的な知

識の習得を目指し、動物の食・住に関すること、動物を取り囲む環境等、各分野についての

具体的な知識を深めていく学科目である。いずれの科目も選択科目である。 
「動物生態学」及び「世界の畜産」をそれぞれ動物飼育科学及び動物生産科学の基礎とし

て１年次に開講する。「動物行動学」、「動物栄養学」、「草地学」、「動物飼料学」、「動物管理・

環境学」、「動物衛生学」及び「アニマルウェルフェア論」を２年次から３年次にかけて次々

に開講することで、専門分野に関する知識の習得と、卒業研究への興味を醸成する。 
 

「動物フィールド実習関連科目」 
１年次後期から始まり、２年次後期までかけて、家畜の飼養管理技術、放牧地や牧草畑の

管理技術等について習得する学科目である。いずれも必修であり、必ず６単位を修得する必

要がある。 
「入門ゼミナールＡ・Ｂ」や「農学概論Ａ・Ｂ」により、農学分野や動物科学科の学びに

関する知識を得たのち、１年次の後期より「動物飼育管理実習１」を開始し、家畜の飼養管

理技術を学ぶ。その後、２年次になると、引き続き「動物飼育管理実習２」及び「動物飼育

管理実習３」の開講と並行して、動物飼育の周辺にある技術を学ぶ「牧場実習１」及び「牧

場実習２」を開講することで、動物飼育、特に家畜の飼育技術について、総合的な習得を目

指す。「動物飼育管理実習４」については、３年次に集中講義として開講し、２年次までの「動

物飼育管理実習」や「牧場実習」では取り上げなかった分野に関する実習を行い、さらに幅

広い知識と技術を学修する。 
 

「応用動物科学総合科目」 
卒業研究の入門として、本学科目のうち、実験科目においては、各研究室で実施している
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卒業研究で用いられるような実験技術の習得を、同じくゼミナール科目においては、卒業研

究を行うにあたって必要な知識の習得を、それぞれ目指す。「動物科学ゼミナール１」、「動物

科学ゼミナール２」、「動物科学ゼミナール３」及び「インターンシップ」は選択科目である。

４年次に実施する「卒業研究１」及び「卒業研究２」は、それまでの学びの集大成として、

専門分野における知識と技術を、社会とのつながりから応用し、卒業論文という形にするこ

とを目的に行うもので、必修科目として設定し、４単位の修得が必要である。 
「入門ゼミナールＡ・Ｂ」を１年次に開講することで、この学科目の導入とし、２年次か

ら３年次前半にかけて「動物科学実験１」、「動物科学実験２」及び「動物科学実験３」を開

講し、卒業研究でも行うような専門的な実験手技の習得を行う。３年次前半には並行して「動

物科学ゼミナール１」を開講し、卒業研究分野に関する知識を習得する。３年次後期は、こ

れらの続きとして「応用動物科学実験」を開講し、４年次の「卒業研究１・２」に向けた準

備を行う。 
「インターンシップ」は３年次、就職活動が始まる前に集中講義で開講する、単位制のイ

ンターンシップ科目である。 
 

「人と動物の関係学関連科目」 
一般的な動物科学を、主に家畜や家きんといった畜産動物をベースに学ぶこれまでの学科

目に加えて、伴侶動物や展示動物、実験動物等、人間との関係の深い動物についての動物科

学を学ぶ学科目であり、いずれの科目も選択科目である。 
「動物園論」を２年次に、他は３年次に開講し、それまでに習得した基礎的な知識を応用

し、より専門的な動物に関する動物科学を理解し、将来の職業選択の材料とする。 
 

「食品科学関連科目」 
動物生産の大きな目的の一つである畜産物及び畜産物由来の食品について、必要な知識を

習得するための学科目であり、いずれの科目も選択科目である。 

「食品衛生学」を２年次後期に、「畜産物利用学」を３年次前期に、「食品製造実習」を３

年次後期に開講し、座学から実地へ、知識を付けた上で技術を習得するように図る。 
 

「教職科目」 

高等学校教諭一種免許状（農業）の資格を取得するための学科目であり、いずれの科目も

選択科目である。高等学校教諭一種免許状（農業）の資格取得に向けて、各学期に科目を配

置し、履修する年次と学期を指定している。 
 
 
５ 教育方法，履修指導方法及び卒業要件 

 

１．教養科目と主専攻科目（専門科目）の計画的な融合  

本学は、教養科目と主専攻科目（専門科目）の融合の実現を目指し、１年次から２年次に

かけて、次のとおり教養科目を配置している。 

大学教育や学部教育への理解を深め、大学生活を送るうえで必要なアカデミックスキルの
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基礎的能力・知識を養う「入門ゼミナールＡ」、「入門ゼミナールＢ」、生涯にわたり心・体・

社会的に健やかに充実した生活を送るための基盤となる“健康スポーツ科目”や国際的に幅

広く社会と関わる素地を身につける“英語コミュニケーション科目”により、主専攻科目（専

門科目）への円滑な学びへと導いていく。 

また、多様な人々が民主政治の担い手である市民として、意見の違いを乗り越え、相互の

人権を尊重しあえる社会を形成するにはどうすればよいかを考えることを目標とする「シテ

ィズンシップ」、多様な人々の視点に立ち、地域社会・国際社会の様々な課題を発見し、その

解決について考える「地域・国際理解」の学びを通じて、学生が社会の構成員であることを

自覚し、社会と関わろうとする自発的な意識を高め、公共に資する判断と行動の必要性を認

識することにより、自らが社会の持続的な発展に向けて取り組んでいく必要性を認識し、深

化させていく。 
以上を礎に、２年次に学修する本学の基幹科目である「現代文明論」や「現代教養講義」

により、正しい姿勢や倫理観をもって、自ら考え、問題解決を目指して、挑み、仲間と集い、

成し遂げていく姿勢を身に付けていく。そして、「主専攻科目（専門科目）」の学びと融合し

ながら、現代社会に必要とされる専門知識や技術に加え、倫理観をもって、様々な課題に積

極的に取り組んでいく姿勢を育成していくカリキュラム体系となっている。 
 

２．教養科目に基づく専門科目の展開 

動物科学科の学修の流れは、教養科目による知識の習得と社会的実践力の向上と連動し、

１年次は、４年次に行う「卒業研究１・２」まで続くゼミナール系科目のスタートである「入

門ゼミナールＡ・Ｂ」と、農学部での学びのスタートになる「農学概論Ａ・Ｂ」により、幅

広い農業分野の理解と農学部での学びの可能性の理解、将来の進路へのきっかけ作りを行っ

ていく。併せて、教養科目で養っていく学問の深み、社会との関わりを理解しながら、専門

科目での学修を以下の方針で学修を進めていく。 

 

Ⓐ１年次の第１セメスターより始まる基礎教養科目（「入門ゼミナールＡ・Ｂ」）により、学

生の学修スタイルの相談を受けながら履修計画の指導や学科の学びへの導入を行う。 

 

Ⓑ１年次の第１、２セメスターで学修する「農学概論Ａ・Ｂ」により農学分野を見渡す力を

養い、より深く、広く学修を進めるきっかけとする。 

 

ⓒ教養系科目で農学だけにとどまらない様々な知識と考える力を養いながら、各学科目の基

礎系の科目から学修し、セメスターの進行に合わせて、学修スタイルを確立していき、専

門的で応用可能な知識と技術を養っていく。 
 

３．履修順序と学修の進め方 

本学においては、カリキュラムの体系化を目指し、全科目を３桁の数字でナンバリングし

ている。１桁目は履修推奨年次、２桁目は科目群やグループ、３桁目は履修時の条件の有無

を表している。これらをカリキュラム表に記載して学生に提示し、履修モデルと合わせて学

生が学修計画を組み立てる際の一助となるように対応している。 
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１）学修の進め方 

これまで述べてきた教育課程により、動物科学に関する専門性と幅広い視点を持った力と

実践力を身に付け、“科学的かつ幅広い視点からより良い動物飼育や動物利用を提案でき、か

つ課題を解決できる人材”を効果的に育成するため、①基礎的な学修を進める学科目に始ま

り、②より専門的な内容を含んだ学科目を、実習科目と並行して実施することにより、より

生きた知識と技術を身に付けることを可能とし、③実験科目や３年次後期以降開講される少

人数で行うゼミナール科目により卒業研究に向けた力を養っていく。 

教養科目の学びを踏まえ、専門科目における学修の進め方は以下のとおりである。 

 
「学部共通科目」 

基礎的な科目については１年次に開講し、標準的な科目である「人工知能概論」、「総合農

学実習」、「農業経営経済学」は基礎的な科目を学んだ後の２年次及び３年次に開講する。 
 

「専門英語科目」 

４年次に開講する、卒業研究の遂行に直結した英語を身に付けるための科目であり、「卒業

研究１・２」と同時期に開講する。 

 

「自然科学関連科目」 

「基礎生物学」と「基礎化学」いずれの科目も１年次に開講し、動物科学を学んでいくた

めの基礎学修を進める。 

 

「動物生命科学関連科目」 

動物科学の中で基礎となる部分であり、とくに「動物遺伝学」、「動物生体機構学」、「動物

生理学」といった根幹となる科目を１年次に開講、その他の科目を主に２年次に開講し、こ

れから学修を深化させていくことに必要な基礎的な内容の科目と興味を喚起する内容の科目

の学修を低学年次に行う。 

 

「動物飼育・生産科学関連科目」 

「動物生態学」と「世界の畜産」を１年次に開講して、やや動物飼育や生産現場に近い学

問についての概要を学修し、その後２年次、３年次とより応用的な科目を開講する。１年次

後期からは次の「動物フィールド実習関連科目」が開始されるため、とくに生産科学に関係

する座学と実習を並行して学ぶことが可能である。 

 

「動物フィールド実習関連科目」 

１年次後期より、家畜の飼育管理に関する実習を開始し、動物科学科で学修を進める上で

の興味や関心を早期に喚起し、体験するとともに、２年次での座学内容と関連する実習内容

を行うことで、より生きた知識と技術を身に付ける。２年次には、飼育管理だけでなく、そ

の周辺にあって畜産動物を飼育していくには不可欠な技術についての実習を並行して開講し、

より総合的な学びと社会への接続を図る。 
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「応用動物科学総合科目」 

集大成となる「卒業研究１・２」を目標に、２年次より「動物科学実験」を開講し、卒業

研究に必要となる実験技術の習得だけでなく、文献検索や文献の情報を取りまとめて伝える

方法等を繰り返し練習することで習得する。３年次に研究室に配属されてからは、より具体

的に自分の卒業研究のテーマの内容とかかわる実験技術を学ぶ「応用動物科学実験」及び知

識を学ぶ「動物科学ゼミナール」により、卒業研究に向けての準備を完了させる。 

 

「人と動物の関係学関連科目」 

１、２年次に学んできた科目より派生したこの学科目については、主に３年次に開講し、

より専門的な分野の動物についての動物科学を学修する。 

 

「食品科学関連科目」 

動物科学の出口として重要な食品や畜産物について、２年次後期、３年次前期に１科目ず

つ座学を行い、３年次後期にはそれらの集大成となる「食品製造実習」を開講し、知識と技

術の習得を図る。 

 

「教職科目」 

高等学校教諭一種免許状（農業）の資格の取得に必要な科目であり、３年次より開講する。 

 
２）卒業要件 

以下の合計で 124単位以上修得する。 

（履修科目の登録の上限：20単位（１学期）） 

 

□科目区分Ⅰ現代文明論＜必修科目＞ 2単位修得 

□科目区分Ⅱ現代教養科目 

       基礎教養科目＜必修科目＞ 4単位修得 

       発展教養科目＜必修科目＞ 6単位修得 

       健康スポーツ科目＜必修科目＞ 2単位修得 

□科目区分Ⅲ英語コミュニケーション科目 ＜必修科目＞ 4単位修得 

□科目区分Ⅳ主専攻科目 76単位修得  

 

＜必修科目＞ 

■学部共通科目に設定された科目 6単位を修得 

■動物フィールド実習関連科目に設定された科目 6単位を修得 

■応用動物科学総合科目に設定された科目 9単位を修得  

                           （計 21単位) 

＜選択科目＞ 

■学部共通科目 の区分から 4単位以上を修得。 

■専門英語科目 ■自然科学関連科目 ■動物生命科学関連科目  

■動物飼育・生産科学関連科目 ■応用動物科学総合科目  
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■人と動物の関係学関連科目  ■食品科学関連科目  ■教職科目  

の８つの学科目より、合わせて 51単位以上を修得。 

                           （計 55単位) 

 

□科目区分Ⅳの余剰、他学部・他学科科目を修得した単位 30単位修得 

 

                            合計 124単位修得 

    

３）履修モデル 

前掲の【具体的な人材像】に基づき、履修モデルを資料として添付する。【資料２】参照 
 
４）履修科目の登録上限について 

確実な学修とその定着を図るため、ＣＡＰ制を設定する。１学期（１セメスター）におけ

る履修登録の上限を 20単位と定めることにより、確実な授業外学習（予習・復習）がなされ

るようにする。資格取得のための卒業単位数に含まれない科目、セメスター期間外の実習等

については、「セッション科目」として扱うため上限の単位数にカウントしない。 

 

５）他大学における授業科目の履修について 

他大学における授業科目の履修、単位認定については、大学設置基準に基づき本学が定め

るルールに則り活用していく。但し、資格取得等に関わる科目については、その基準を満た

しているか等、慎重に審査して行う。 

          

 
６ 実習の具体的計画 

 

ア 実習の目的 

教育実習は、これまでに習得した食料生産、環境、生命についての科学的な基礎知識、自

然と人とのかかわりについての人文社会的基礎知識、農学の専門分野における応用的知識並

びに教職教養の知識を基礎として、教員が担う教育活動を学校教育の現場で実践的に体得し、

適正な教育者精神や態度を身に付けることを目的としている。 

具体的には、本実習で教育実践にかかわることを通して、教育者としての愛情と使命感を 

深め、将来教職者となる上での能力や適性を自ら考え、そこで見出される課題を省察する機

会とさせる。さらに、学校教育の実際を体験的かつ総合的に理解し、教育実践並びに教育実

践研究を遂行するための基礎的な能力と責任ある態度を獲得させる。 

 

イ 実習先の確保の状況 

農学部動物科学科の「教育実習」について、東海大学付属熊本星翔高等学校より、実習の

受入れ承諾を得ている。【資料３】参照 

なお、東海大学付属熊本星翔高等学校の学級数は 36 であり、入学定員 10 人に１学級の割

合で教育実習校を確保するよう定められている教職課程認定基準を満たしている。 
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【実習施設一覧】 

実習施設名 所在地 受入れ可能人数 

東海大学付属熊本星翔高等学校 熊本市東区渡鹿 9-1-1 80人 

 

ウ 実習先との契約内容 

教育実習の契約が必要な場合は単年度ごとに交わすこととし、契約に際しては、教育実習

に関する大学側の責任と実習校の責任をそれぞれ明確にする。 

 

エ 実習水準の確保の方策 

 教育実習担当教員と実習校の指導教員との打合せによる指導に加え、実習校における事前

ガイダンスで指示された担当予定の授業内容の事前指導、教育実習担当教員による実習校で

の研究授業の参観と事後指導を行うことで、教育実習生に対する指導の充実を図り、実習水

準の確保につなげる。 

 

オ 実習先との連携体制 

 本学には教職資格センターが置かれ、教育実習に係る事務手続きを行うとともに、教育実

習担当教員と実習校の指導教員との連携をサポートする体制となっている。 

 

カ 実習前の準備状況 

大学で取りまとめて保険に加入しており、万一、教育実習中に事故が起きた場合には、必

要かつ適切な処置を講じる。 

 

キ 事前・事後における指導計画 

事前指導においては、教育実習生に対し、中学校・高等学校管理職又は管理職経験者等に

よる教育実習への指導・助言や教育実習の事例研究、指導主事等による教科指導や指導計画

に関する解説を行う。 

事後指導においては、教育実習生による、「教育実習記録簿」等に基づく教育実習の振り返

りや教育実習の成果を踏まえた教材研究・指導案の再検討・グループ討議を踏まえ、教科担

当教員等による講評、指導・助言等を行う。 

 

ク 教員及び助手の配置並びに巡回指導計画 

教育実習担当教員による実習校研究授業の参観時に指導を行う。なお、教育実習担当教員

は、教職課程を置く各学部の教員で構成しており、教員の教育研究に支障が出ない体制とな

っている。 

 

ケ 実習施設における指導者の配置計画 

実習校では、教育実習を行う教科に応じ、担当教諭を配置して指導を行っている。 

 

コ 成績評価体制及び単位認定方法 

事前指導・事後指導、「教育実習記録簿」、「教育実習生成績評価表」を総合して成績評価を
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行う。 

 
 
７ 企業実習（インターンシップを含む）や海外語学研修等の学外実習を実施する場合の具

体的計画 
 
ア 実習先の確保の状況 

 農学部動物科学科の「インターンシップ」について、次のとおり受け入れ先を確保してい

る。 

【実習施設一覧】 

授業科目 実習施設名 所在地（郵便番号・住所） 受入可能 
人数 

インターン 
シップ 

有限会社 木之内農園 869-1401 熊本県阿蘇郡南阿蘇村立野 203-1 15 
㈱杉養蜂園 861-5535 熊本市北区貢町 571-15 12 
熊本県警察本部 862-8610 熊本市中央区水前寺 6丁目 18 番 1号 8 
㈱肥後銀行 860-0017 熊本市中央区練兵町 1番地 8 
熊本市役所 860-8601  熊本市中央区手取本町 1 番 1号 7 
熊本県庁 862-8570  熊本市中央区水前寺 6-18-1 7 
熊本県農業研究センター 861-1113 熊本県合志市栄 3801 7 
㈱ナフコ 802-0006 福岡県北九州市小倉北区魚町 2-6-10 7 
熊本第一信用金庫 860-0806 熊本市中央区花畑町 10-29 7 
司観光開発株式会社 865-0061 熊本県玉名市立願寺 50-1 5 
八代市役所 866-0862 熊本県八代市松江城町 1-25 5 
一般財団法人 熊本国際観光
コンベンション協会 

860-0041 熊本市中央区細工町 4丁目 30 番 1号扇寿
ビル 5階 5 

山鹿市役所 861-0592  熊本県山鹿市山鹿 987-3 5 
㈱JALスカイ九州 861-2204 熊本県上益城郡益城町小谷 1802-2 5 
熊本大同青果㈱ 860-0058 熊本市西区田崎町 484 5 
到津の森公園 803-0845 福岡県北九州市小倉北区上到津 4-1-8 5 
㈱熊本放送 860-8611 熊本市中央区山崎町 30 番地 5 
㈱再春館製薬所 861-2201 熊本県上益城郡益城町寺中 1363-1 5 
㈱翔薬 812-8681 福岡市博多区山王 2-3-5 5 
九州旅客鉄道㈱ 812-0011 福岡市博多区博多駅前 3丁目 25 番 21号 5 
西鉄旅行㈱熊本支店 862-0950 熊本市中央区水前寺 3-3-25 4 
㈱うぶやま 869-2703 熊本県阿蘇郡産山村大字山鹿 2100-3 4 
北九州市立総合農事センター 802-0822 北九州市小倉区南区横代東町 1-6-1 4 
㈱熊本シティエフエム 860-0804 熊本市中央区辛島町 8-23 4 
山口県庁 753-8501 山口県山口市滝町 1 番 1号  3 
静岡県庁 420-8601 静岡県静岡市葵区追手町 9 番 6号 3 
長崎県庁 850-8570 長崎市尾上町 3番 1 号 3 
佐賀県庁 840-8570 佐賀市城内 1 丁目 1-59 3 
うきは市役所 839-1393 福岡県うきは市吉井町新治 316  3 
延岡市役所 882-8686 宮崎県延岡市東本小路 2-1 3 
日向市役所 883-8555 宮崎県日向市本町 10-5 3 
福島県農業総合センター 963-0531 福島県郡山市日和田町高倉字下中道 116 3 
㈱JAフーズさが 849-0902 佐賀市久保泉町大字上和泉 1848-18 3 
㈱テレビ熊本 861-5592 熊本市北区徳王 1丁目 8 番 1 号 3 
杉乃井ホテル＆リゾート㈱ 874-0822 大分県別府市大字南立石 2272 3 
那須どうぶつ王国 329-3223 栃木県那須郡那須町大島 1042-1 3 
㈱熊本日日新聞社 860-8506 熊本市中央区世安町 172 3 
広島市農林水産振興センター 730-8586 広島市中区国泰寺町 1丁目 6番 34号 2 
農林水産省動物検疫所 235-0008 神奈川県横浜市磯子区原町 11-1 1 
沖縄県農業協同組合 900-0025  沖縄県那覇市壺川 2-9-1 1 
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イ 実習先との連携体制 

インターンシップを希望する学生が希望企業等に連絡をとり、受け入れの可否について確

認する。受け入れ可の内諾後に受講学生と担当教員により正式な依頼を行うとともに、受け

入れ先の担当者との間で実施可能な研修内容、日程及び保険等について確認する。実習実施

前には、実際に実施する内容及び日程について再度確認し、指導方法や勤務管理についても

確認する。担当教員は実習先と密接に連携を図り、実習の効果が上がるように実習中の研修

に適宜配慮する。実習時には、事前の協議において指導内容を確認した上でのインターンシ

ップであることから、受け入れ企業等の指導に一任する。ただし、指導において問題が生じ

た場合は担当教員を交えての情報交換や意見交換を行う。これらの一連の流れを通して実習

が円滑かつ適切に実施されることを目指す。 

 

ウ 成績評価体制及び単位認定方法 

成績評価については、担当指導教員と受入れ先担当者の二者による共同評価体制をとり、

実習事前レポート・実習報告書及び受入れ先担当者による「ルーブリックによる研修生評価

表」を中心として、平時の評価とインターンシップ成果報告を総合的に評価して単位認定を

行う。 

 
 
８ 取得可能な資格 

 
農学部動物科学科で取得可能な資格は、国家資格である高等学校教諭一種免許状（農業）

であり、資格取得にあたっては、卒業要件単位に含まれる科目のほか、教職関連科目の修得

が必要である。なお、資格取得が卒業の要件ではない。 

 
 

９ 入学者選抜の概要 

 

１．アドミッション･ポリシー 

【アドミッション・ポリシー】 

『求める学生像』 

農学部動物科学科の教育目標を理解し、この目標を達成するために自ら学ぶ意欲をもった

人材。農学部動物科学科で定められたディプロマ・ポリシーで、求められている能力を身に

つけられると期待できる基礎学力を十分有する人材。 

 

『入学者にもとめる知識・技能・思考力・判断力・表現力・態度』 

（１）知識・技能 

英語では、高校での英語の科目の履修を通して英語の文章理解力、表現力、コミュニケー

ション能力を身に付けておくことが望ましい。 

数学では、高校での数学の科目の履修を通して公式や計算方法を理解した上で、それらを

応用できる能力を身に付けておくことが望ましい。 
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理科では、高校での理科（物理、化学、生物、地学）の科目の中から数科目を選択し、個々

の項目の内容を理解していることが望ましい。 

国語及び社会は、理系の学問を学ぶ上で必要な文化的な知識を幅広く理解していることが

望ましい。 

 

（２）思考力・判断力・表現力 

動物生産から畜産物加工利用までの一連の過程、最新の動物生命科学、人と動物との関係

を理解するために、自然科学や社会科学等の広範な知識を総合的に思考し判断する力が期待

できること。 

 

（３）主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

文理融合的な柔軟で幅広い視野で社会を俯瞰し、多様な価値観や立場・役割を理解し、自

らの意見を持って、動物科学に対して主体的に取り組むことが期待できること。 

 
２．入学者選抜の概要   

農学部動物科学科の入学試験は、次のとおり予定している。 
学校推薦による選抜入試としては、付属高等学校長の推薦に基づいて書類審査及び「小論

文」の試験により選抜行う「付属学校推薦型選抜入学試験」、学校長の推薦に基づいて書類審

査及び「小論文」、「面接試験（口述試験含む）」の試験により選抜を行う「公募制学校推薦型

選抜入学試験」を実施する。 
学力等による選抜入試としては、文系の３科目または理系の３科目を受験して高得点の２

科目の結果で合否判定を行う「文系・理系学部統一選抜入学試験」、３教科の科目を受験して

３科目の結果で合否判定を行う「一般選抜入学試験」、書類審査を経て大学入学共通テストの

成績により合否判定を行う「大学入学共通テスト利用選抜入学試験」、書類審査及び課題発表、

面接試験等により選抜を行う「総合型選抜入学試験」を行う。 

なお、入学試験の募集定員全体の割合は、学校推薦による選抜入試 29％、学力等による選

抜入試 71％である。  

 
３．入学者選抜の体制 

入学試験における判定は、学長の責任・指揮のもと、学長を委員長、副学長、学部長、入

学センター所長を副委員長とし、該当する学科の学科長等により構成される学部入試判定委

員会によって実施される。 
また、入試問題の作成は、入学試験の運営全体を統括する入試運営本部に設置される出題・

採点本部の「入試問題作成部会」において行われる。入試問題作成部会は、「学科試験各科

目」、「専門試験科目」、「実技試験科目」、「小論文」ごとに置かれ、その責任者及び委

員は、出題・採点本部長から指名を受けた学部長の推薦に基づき、原則として専任講師以上

の教員とし、学長が任命する体制となっている。  
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１０ 教員組織の編成の考え方及び特色 

 

１．専任教員組織 

農学部動物科学科の専任教員組織は、教授４名、講師４名の８名で構成されており、完成

年度における年齢構成は、40～49 歳３名、50～59 歳３名、60～64 歳１名、65～69 歳１名と

なっている。 

本学の定年齢は、「学校法人東海大学教職員定年規程」のとおりであり、完成年度までに定

年を迎える教員が１名（教授１名）いるが、「学校法人東海大学大学・短大特任教員任用内規」

第２条別表の規定に基づき、特任教員として完成年度まで雇用することについて、「東海大学

教員人事委員会」で承認されている。【資料４】参照  

 完成年度後の教員組織の計画については、令和７年度の完成年度以降において、中堅・若

手教員の教育・研究能力の育成を踏まえて昇格を目指すとともに、定年を超えている教員に

ついては、次のとおり後任の補充計画を策定している。 

対象者 採用予定年度 採用条件等 

教員Ａ（教授 64歳） 

主な担当科目：「動物繁

殖学」 

令和８年度 博士の学位を有する 30～50 歳代で、繁殖学を

専門分野とし、教授レベルの教育研究業績を有

すると認められる者 

 

この計画に基づき、他大学の現職教員等から広く候補者を募り、本学の教員採用基準に照

らし合わせた厳格な審査のもと、採用を行い、開設時の教育水準の維持・向上を図る。 

 

２．教養科目の教員配置の考え方 

本学においては、総合大学の強みを生かした文理融合の教育を進めており、教養科目につ

いては、各学部において運営するのではなく、センター等により行い、学部とは別の組織に

より運営を行っている。教養科目を構成する各科目については、学部の特色等にあわせて授

業科目に教員を配置し、学生同士も学部や分野を越えてお互いに交わりながら、全学的に同

一の授業形態にて授業を行う方法を実践する。このため、「Ⅰ現代文明論」、「Ⅱ現代教養科目」、

「Ⅲ英語科目」については、原則として兼担兼任教員が担当する。なお、「Ⅱ現代教養科目」

の「入門ゼミナール１・２」については、学部学科教育の導入を担う科目であるため、専任

教員が担当する。 
 

３．専門科目の教員配置の考え方 

専門科目についての考え方は、授業を行うにあたり最も適した研究や教育の実績がある教

員が授業を行うことである。ゼミナール科目等、繊細かつ継続的な指導が必要な科目につい

ては、原則として専任教員が授業を実施し、履修者数を適切な人数で行うことにより対応し

ていく。基礎系の科目や幅広い視点を養うための科目等については、その分野で豊富な教育

経験と研究の実績がある教員を優先して配置する。 

 

「学部共通科目」 

「農学概論Ａ・Ｂ」、「総合農学実習」、「自然災害と暮らし」については、専任教員が担当
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する。 

なお、「生物学実験」、「化学実験」、「農業経営経済学」、「情報リテラシー」、「情報処理入門」

及び「人工知能概論」については、それぞれの分野において教育・研究実績のある兼担教員

が担当する。 

 

「専門英語科目」 

卒業研究に直結した分野の英語について学ぶ４年次生向けの学科目であり、「卒業研究１」

及び「卒業研究２」を担当する専任教員により担当する。 

   

「自然科学関連科目」 

 「基礎生物学」、「基礎化学」を各分野の基礎教育に実績が豊富な兼担教員が担当する。 

 

「動物生命科学関連科目」 

「動物生体機構学」、「生体物質の化学」及び「生化学」については各分野の教育と研究に

実績がある兼担教員が担当する。また「家畜人工授精論」については複数の専任教員が分担

で担当する。その他の科目については、それぞれの分野において教育経験と研究の実績があ

る専任教員が担当する。 

 

「動物飼育・生産科学関連科目」 

「世界の畜産」及び「動物衛生学」については各分野の教育と研究に実績がある兼担教員

が担当する。その他の科目については、それぞれの分野において教育経験と研究の実績のあ

る専任教員が担当する。 

 

「動物フィールド実習関連科目」 

実習科目であり、分野が多岐に渡ることから、専任教員が分担して授業を運営する。 

 

「応用動物科学総合科目」 

「動物科学実験１」、「動物科学実験２」及び「動物科学実験３」はそれぞれの専門的な知

識や技能が必要な科目であり、それぞれの分野を担当できる実績と経験があることを重視し

て教員を配置している。「応用動物科学実験」、「動物科学ゼミナール１」、「動物科学ゼミナー

ル２」、「動物科学ゼミナール３」、「卒業研究１」及び卒業研究２」については、全専任教員

が担当し、それぞれの研究室単位で指導を行う。 

  

「人と動物の関係学関連科目」 

「実験動物学」、「地域動物論」については、分野が多岐に渡るため、専任教員が分担して

担当する。その他の科目については、それぞれの科目の教育経験や研究実績のある専任教員

が担当する。 

 

「食品科学関連科目」 

「食品衛生学」及び「畜産物利用学」については、いずれもこの分野の教育経験と研究実
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績のある兼担教員が担当する。「食品製造実習」については、実習科目であり、分野が多岐に

渡ることから、複数の専任教員が担当する。 

  

「教職科目」 

いずれの科目とも、それぞれの分野に造詣が深い兼任教員が担当する。 

 
 

１１ 施設・設備等の整備計画 

 

１．校地、運動場の整備計画 

農学部動物科学科は、１年次の教育を熊本校舎（熊本県熊本市）において、２～４年次の 

教育を臨空校舎（熊本県上益城郡）において行う。 

 

１）熊本校舎 

熊本校舎の校地面積は 87,075.92 ㎡であり、運動場としてグラウンドが整備されており、

コミュニティハウス（食堂）やカフェテリアなどの学生の休息できる場所やその他の利用の

ための適当な空地も十分に確保されているため、新たな整備計画はない。 

 

２）臨空校舎 

平成 28年４月に発生した熊本地震により、本学農学部学生を含む多くの方々が犠牲となり、

農学部の教育研究のフィールドであった阿蘇校舎は甚大な被害を受けた。これにより、農学

部は、熊本校舎において教育研究を継続し、再建に向けて努力を続けてきたが、ようやく熊

本県上益城郡益城町に新校舎（「臨空校舎」）を建設することとなった。 
臨空校舎は、阿蘇くまもと空港から約 700mの近距離にあり、将来、阿蘇くまもと空港とと

もに地域の活性化の一翼を担うことが期待されている。臨空校舎の完成は、令和５年３月の

予定である。 
臨空校舎の校地面積は 105,805.00㎡であり、運動場や「芝生広場」や「エントランス広場」

などの学生の休息できる場所を整備する計画である。 

 

２．校舎等施設の整備計画 

１）熊本校舎 

熊本校舎において、８号館を中心として、専任教員研究室、教室、実験室、パソコン演習

室等を専用・共用として確保している。これにより、１年次の教育、教員の研究に支障はな

いため、新たな整備計画はない。 

 

２）臨空校舎 

臨空校舎において、専任教員研究室、パソコン演習室、教室等を整備する校舎を建設する

ほか、農学部の教育研究に必要な農学教育・動物教育・食品加工の各実習棟、圃場、馬場、

温室、牛舎等の各施設を設置する計画である。 
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３．図書等の資料及び図書館の整備計画 

図書等の整備について、農学部動物科学科の学問領域に関わる図書資料として、図書 41,544

冊を整備しており、教育研究に支障はない。引き続き開講科目及び周辺学問領域に関わる図

書資料を幅広く収集して充実させる予定である。 
学術雑誌については、プリント版ジャーナルと電子ジャーナルの２形態を整備する。「学術

雑誌一覧」のとおり、多数の学術雑誌を整備しており教育研究に支障はない。【資料５】参照 

また、既にオンライン・文献データベースが整備されており、学内の図書館をはじめ各施

設、研究室、一部は学外から“SSL-VPN”を利用した 24時間検索を実現している。 

図書館の施設整備については、農学部動物科学科の１年次が利用する熊本校舎の図書館の

面積は 1,682㎡であり、閲覧室や東海大学蔵書検索システム（TIME-OPAC）を利用できる検索

パソコンが既に整備され、教育研究に支障はないため、新たな整備計画はない。２～４年次

が利用する臨空校舎の図書館については、面積は 1,178.5 ㎡、熊本校舎と同様に閲覧室や東

海大学蔵書検索システム（TIME-OPAC）を利用できる検索パソコンを整備し、教育研究に支障

のないよう計画している。 

なお、東海大学では、新型コロナウイルスの流行に伴い、遠隔授業が導入されたことを契

機として、電子書籍を利用できる環境を整えている。具体的には、学生や教職員がさまざま

な専門分野の基本的な内容に関する電子書籍を自由に閲覧できるサービスを目指し、丸善雄

松堂株式会社の「Maruzen eBook Library」（https://elib.maruzen.co.jp/）において、各学

部の教員が推薦した各分野の基礎的・入門的な図書の中から特に選出した約 1550タイトルと、

岩波書店発行の「岩波新書」、「岩波現代文庫」シリーズなど 500 タイトルが利用可能となっ

ている。また、先に述べたオンライン・文献データベースにより、世界各国で刊行されてい

る学術雑誌や国内外で発行されている主要新聞・雑誌類の記事、「世界大百科事典」「日本国

語大辞典」「新英和大辞典」といった辞書類、地図データベースなど数多くのさまざまな情報

を大学の付属図書館以外の場所から検索・閲覧できる環境が整えられている。 
本学では、社会情勢の変化に対応した教育研究環境を整えるべく、教員や学生が必ずしも

大学の付属図書館に来なくても、書籍や情報の検索・閲覧が可能となる「非来館型サービス」

を拡充していく。 
他大学図書館との連携について、本学は、私立大学図書館協会に加盟し、図書の相互貸借・

文献の複写依頼のやり取りを中心に相互利用を積極的に展開している。また、国・公立大学

並びに外部機関とも私立大学と変わらない連携・交流関係を確立している。その実績を生か

し国立情報学研究所 NACSIS‐ILL の ILL 文献複写等料金相殺サービスにも参画し、充実した

相互協力を展開している。  

 熊本県内では、熊本県大学図書館協議会に参加、熊本県図書館連絡協議会にも加盟してお

り今後も活発な協力活動を展開する計画である。 

 

 

 

 

１２ ２以上の校地において教育研究を行う場合の具体的計画 
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１年次の教育を熊本校舎（熊本県熊本市）において、２～４年次の教育を臨空校舎（熊本

県上益城郡）において行い、熊本校舎の収容定員は 80名、臨空校舎の収容定員は 240名であ

る。 

 専任教員の研究室、授業を行う教室等の各施設について、熊本校舎、臨空校舎それぞれに

確保・整備し、熊本校舎における１年次の教育、臨空校舎における２～４年次の教育を支障

なく実施することができる。 

なお、熊本校舎、臨空校舎における各教員の出校日（授業実施日を含む）の曜日を固定し

ていることから、教員・学生ともに、１日のなかで２校舎間を移動することは生じないため、

余裕を持った授業運営ができる。また、学部学科の運営、教学、研究等を支える事務組織に

ついても、熊本校舎、臨空校舎それぞれに構築するため、教育研究に支障がない体制となっ

ている。 

 
 
１３ 管理運営 
 

農学部動物科学科の管理運営は、基本的には農学部教授会によってなされる。教授会は「東

海大学学部教授会規程」に従い、通常、月１回開催され、その構成員は教授、准教授、講師

及び助教であるが、必要に応じてその他の教職員を加えることができる。教授会は学部長が

これを招集し、その議長となるが、このとき構成員の３分の２以上の出席がなければ成立し

ない。また、その議決は、出席人員の過半数の賛成を要する。 

なお、教授会では次のことを審議することで実際の学部運営を行っている。 

(１)研究及び教育に関する事項 

(２)学生の入学、卒業、学位の授与に関する事項 

(３)学生の学籍異動に関する事項 

(４)教務及び学生生活に関する事項 

(５)その他必要と認められる事項 

 また、農学部には、教育・研究及び管理運営の質的向上を図るために必要な事項の検討・

点検・評価活動に関する「評価委員会」、教務事項に関する「教務委員会」、ＦＤ活動の推進

に関する「ＦＤ委員会」、広報活動の充実に関する「広報委員会」が設置され、これら委員会

は、学部長及び教授会との連携と機能分担がなされる。 

 
 
１４ 自己点検・評価 

 
東海大学は、学長の諮問機関として東海大学評価委員会が設置され、大学の自己点検・評

価を行いながら、その結果に基づいて各種教学改革の提言を行っている。 

各学部には、学部評価委員会が設置されており、ここで自己点検・評価を行うことになる。

東海大学で実施している自己点検・評価活動は、機関点検・評価と教員個人の総合的業績評

価に大別することができる。 
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１．機関点検・評価 

機関点検・評価は、学部・研究科等を単位として、各教育機関が、東海大学全体の中期目

標・計画に沿って、学部・研究科の中期目標・計画を立て、ミッション・シェアリング・シ

ート（５年計画で学部・研究科の教育研究改革、改善の目標と手段を明記した書類）に記載

することから始まる。 

このミッション・シェアリング・シート記載項目の達成度や問題点について、各学部・研

究科が毎年度末に自己点検・評価を行った後、学部・研究科の相互評価に付され、さらに大

学評価委員会によって最終的な評価が行われて学長に報告される。 

また別途、大学基準協会が定めた点検・評価項目に従った自己点検評価報告書も作成して

いる。学長は、これに基づいて、翌年の改革改善を指揮する流れが作られている。 

 

２．教員個人の総合的業績評価 

本学では、教員個人が、その活動状況について Web を利用して登録するようことが定めら

れており、登録された活動状況について、総合的業績評価システムによって評価を行う。主

たる評価項目は、①研究活動、②教育活動、③学内外活動の３項目である。 

研究活動については論文・著書の執筆、学会等発表状況を、教育活動については学部にお

ける教育活動、学内外活動については各種の学内運営業務の担当状況、学外における学会活

動、審議会等学外の委員受託、地域貢献活動などが評価対象となる。これらは、教員の所属

学部で毎年総合評価を受ける。 

 

３．認証評価及び大学全体の自己点検・評価 

東海大学は、学部・大学院について、平成 29（2017）年度に財団法人大学基準協会による

認証評価を受審し、「適合」の判定を得た。次回の認証評価は、令和６（2024）年度が予定さ

れている。財団法人大学基準協会の認証評価とともに、東海大学は、大学全体の自己・点検

評価を、前記１及び２などを取り入れながら毎年度実施しており、毎年度「教育研究年報」

を大学のオフィシャルホームページに掲載して公表している。 

 
 
１５ 情報の公表  

 
本学は、学校教育法第 113 条及び学校教育法施行規則第 172 条の２に基づき、以下のとお

り、各学部及び大学院各研究科における教育研究活動等の状況について、本学のオフィシャ

ルサイトにより、広く社会に向けて開示している。 

ア 大学の教育研究上の目的に関すること 

  本学では、大学院、学部における教育研究上の目的を、それぞれ各学則に定めており、

オフィシャルサイトの＜大学の概要＞において、「学則」の条文中の別表として公表してい

る。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「教育研究上の目的」：トップ＞大学の概要＞学則 
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イ 教育研究上の基本組織に関すること 

本学の教育研究上の基本組織については、オフィシャルサイト＜大学の概要＞において、 

「教育・研究組織について」として、各事務部門の組織名称と併せて学部及び研究科の名

称を公表している。なお、学部・学科及び研究科・専攻の名称については、オフィシャル

サイトの＜教育・研究＞＜学部・学科＞、＜大学院＞において公表している。 

【オフィシャルサイト】http:// www.u-tokai.ac.jp 

「教育・研究組織」の名称 

トップ＞大学の概要＞教育・研究組織について 

「各学部」の名称 

トップ＞教育・研究＞＜学部・学科＞及び＜大学院＞ 

 

ウ 教員組織，教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

本学においては、昭和 59年度より、年度ごとの教育研究活動の客観的事実を広く社会に

報告することを目的に「東海大学教育研究年報」を年 1 回編集・発行しており、その中で

教員組織に関する情報も公表してきている。教育研究年報がオフィシャルサイトトップペ

ージの＜大学の概要＞＜（大学の取り組み）教育研究年報＞において、「教育研究年報」と

して閲覧できるようになっており、専任教員数及び専任教員の年齢構成については、オフ

ィシャルサイトトップページの＜各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞（教育研究上の

情報）＞において、公表している。 

 また、各教員が有する学位及び業績に関する情報については、オフィシャルサイトトッ

プページの＜教育・研究＞＜学部・学科＞、＜大学院＞のページにおいて、各学部・学科

及び研究科・専攻のトップページの「教員紹介」として公表している。なお、各教員の研

究活動情報については、オフィシャルサイトトップページの＜教育・研究＞＜研究支援・

体制＞において、「研究活動・ライセンス検索」から検索ができるようになっている。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「教員組織等」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞年齢別教員数 

「教員が有する学位及び業績」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞学部・学科＞各

学部・学科（各研究科・専攻）トップ＞教員紹介「ResearchMap」 

トップ＞教育・研究＞研究支援・体制＞研究活動・ライセンス検

索＞教員研究活動情報の検索 

 

エ 入学者に関する受入方針及び入学者の数，収容定員及び在学する学生の数，卒業又は修

了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

  入学者に関する受入方針については、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要

＞理念・歴史＞教育研究上の目的及び養成する人材像、３つのポリシー＞に「アドミッシ

ョン・ポリシー」として掲載している。入学者の数、収容定員及び在学する学生の数につ

いては、オフィシャルサイトトップページの＜各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞＜

収容定員＞において、「学生数」として公表している。また、卒業又は修了した者の数並び



25 
 

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況については、オフィシャルサイトト

ップページの＜各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞就職者数において公表している。

また、本学では、「就職指導も教育の一環」という理念に基づいて、全学的な就職支援体制

を構築している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「入学者に関する受入方針」 

トップ＞大学の概要＞（理念・歴史）教育研究上の目的及び養成

する人材像、３つのポリシー 

「入学者の数、収容定員及び在学する学生の数」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞収容定員 

「卒業又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学

及び就職等の状況」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞就職者数 

 

オ 授業科目，授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

本学では、授業の概要情報と、授業の基本・詳細情報を合わせてシラバスと称し、シラ

バスデータベースシステムは、授業内容や授業計画を網羅したシステムとなっている。学

生の授業選択を強力にサポートする豊富な検索機能と、学習を進める上で有効となる最新

の情報を提供しており、オフィシャルサイトトップページの＜各種情報・お問い合わせ＞

＜情報の公表＞（授業について）シラバス又は年間授業計画の概要＞においてシラバス」

を公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「学部・学科」、「研究科専攻」のシラバス 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞（授業について）シ

ラバス又は年間授業計画の概要＞授業内容・計画（シラバス） 

 

カ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

  学修の成果に係る評価等、大学設置基準等において、学生に明示することとされている

事項については、オフィシャルサイトトップページの＜教育・研究＞＜学部・学科＞、＜

大学院＞のページにおいて、各学部・学科及び研究科・専攻のトップページの「カリキュ

ラム」として公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準（学部・学科）」  

トップ＞教育・研究＞[学部・学科]、[大学院]＞各学部・学科・専攻・課程・

研究科トップ＞カリキュラム 

 

 

 

キ 校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

校地・校舎等の施設等については、オフィシャルサイトトップページにおいて、「各種情
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報お問い合わせ＞情報の公表＞（学校法人東海大学 情報公開）校地・校舎面積・耐震化

率として公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「学生の教育研究環境等」：トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報

の公表＞（学校法人東海大学 情報公開）校地・校舎面積・耐震

化率 

 

ク 授業料，入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

  授業料等については、オフィシャルサイトトップページの＜受験・入学案内＞において、 

「学部・学科学費」及び「大学院学費」として公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「授業料、入学料その他の大学が徴収する費用」 

トップ＞受験・入学案内＞学部・学科学費、大学院学費 

 

ケ 大学が行う学生の修学，進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

  大学が行う学生の各種支援に関することについては、オフィシャルサイトトップページ

の＜学生生活＞及び＜キャリア・就職＞において、それぞれ公表している。また、教育支

援センターでは、東海大学が進めている教育改革を推進するために、すべての学生の目線

に立ち、全学の組織的な教育改善計画（Faculty Development）を開発し、教育の質と教育

力の向上を支援しており、大学のオフィシャルサイトとは別に教育支援センターサイトを

開設し、その取り組みを公表している。 

さらに、健康推進センターでは、病気の早期発見や健康の保持増進に努め、学生及び教

職員が心身ともに健康で快適なキャンパスライフを送れるようサポートし、オフィシャル

サイトでその取り組みを公表している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「修学支援」：トップ＞学生生活＞学生生活サポート 

「進路選択支援」：トップ＞学生生活＞キャリア就職 

「心身の健康等に係る支援」：トップ＞学生生活＞教育支援組織＞健

康推進センター 

【教育支援センターサイト】http://jpn.esc.u-tokai.ac.jp 

【健康推進センターサイト】http://www.tsc.u-tokai.ac.jp/pubhome/hokenc 

 

コ その他（教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報，学則等各種

規程，設置認可申請書，設置届出書，設置計画履行状況等報告書，自己点検・評価報告

書，認定評価の結果 等） 

本学における「アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）」、「カリキュラム・ポ

リシー（教育課程の編成・実施の方針）」、「ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）」に

ついては、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要＞において、「教育研究上の目

的及び養成する人材像、３つのポリシー」として掲載している。 

学則については、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要＞において、「学則」
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として、東海大学大学院学則、東海大学学則を、それぞれ掲載している。 

設置認可申請書・設置届出書及び設置計画履行状況報告書については、オフィシャルサ

イトトップページの＜大学の概要＞において掲載している。 

  本学における自己点検評価活動、及び平成 29年度に受審した第三者評価の結果について

は、オフィシャルサイトトップページの＜大学の概要＞＜学則・コンプライアンス＞＜に

おいて、「自己点検評価活動」として掲載している。 

【オフィシャルサイト】http://www.u-tokai.ac.jp 

「アドミッション・カリキュラム・アカデミックポリシー」 

トップ＞大学の概要＞教育研究上の目的及び養成する人材像、３

つのポリシー 

「学則」 

トップ＞大学の概要＞学則 

「設置認可申請書・設置届出書及び設置計画履行状況報告書」 

トップ＞各種情報・お問い合わせ＞情報の公表＞学部、研究科等

に係る「設置申請・届出書」及び「設置計画履行状況報告書」 

「自己点検評価活動、第三者評価の結果」 

トップ＞大学の概要＞自己点検評価活動 

 
 
１６ 教育内容等の改善のための組織的な研修等 

 

１．教育支援センターによる全学実施体制 

東海大学は、組織的・継続的なＦＤ活動を推進する部署として、東海大学教育支援センタ

ーを設置している。教育支援センターでは、各年度に複数回、教育活動の活性化を図ること

を目的に、学外から講師を招き、全学共通の内容を盛り込んだ「ＦＤ・ＳＤ研修会」を開催

している。例年、年度において３回開催しており、この研修会において、教員だけでなく、

事務職員や技術職員などの大学職員を対象とした、管理運営や教育・研究支援までを含めた

資質向上のための組織的な研修を実施している。 

 

２．各学部の取り組み 

農学部動物科学科では、主専攻科目において授業アンケートを実施し、学生の理解度、講

義形態に対する意見、学生・教員間のコミュニケーションの評価、などの意見を学期毎に集

め、次の講義にどのように改良していくのかについて、シラバスにおいても記載し、授業内

容及び方法の改善についてＰＤＣＡのサイクルを実施する。 

農学部にＦＤ委員会を組織し、学士課程教育内容の改善を目標とした活動を実施する。活

動内容は、多様な学修歴をもつ新入生に対応するため初年次開講の専門基礎科目について、

学生の履修履歴や学力実態に即した授業内容の組織的改善を行なうとともに、大学生活全般

への導入、学部・学科に関する理解を深め専門分野への勉学の意欲を高めるための初年次を

ターゲットとしたＦＤ研究会を実施する。さらにＦＤ委員会では、授業公開を促進させ、授

業の内容について、幅広く他の教員からの意見を聞き、以降の講義へ反映させる試みを継続
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的に行う。また、ＦＤの講演会を定期的に開催し、多様な学生の気質の理解や、個々の教科

における学生理解度の評価手法などについて理解を深める。活動としては、年度間において

複数回のＦＤ研究会を実施し、農学部所属教員による担当授業の改善報告やＦＤの講演会を

開催し、講師として、優れた授業を行う教員を大学として表彰する「東海大学 Teaching Award」

の受賞教員や授業改善に知見のある学外教員等を迎える計画である。 

なお、学部において MSS（Mission Sharing Sheet）を定義し、その中に授業内容・方法の

改善に向けた個々の試みを登録し、学期毎にチェックすることにより、ＰＤＣＡサイクルを

実現する。 

 

 

１７ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 
    
１．教育課程内の取組について 

本学においては、現代市民として身につけるべき教養を修得するための方策として「パブ

リック・アチーブメント型教育」の導入を掲げている。「パブリック・アチーブメント」とは、

米国では、立場や状況の異なる市民が社会で共存するためのルールを作り、環境整備を行う

中で、若者が社会活動をとおして民主社会における市民性を獲得していくための実践及びそ

のための組織と学習プログラムを意味している。 

日本という成熟した社会における若者の自己中心主義・政治的無関心・無気力感を克服し、

「地域」の課題への取り組みをテーマとする科目を教養科目に開設し、ここで育てた問題意

識や目的意識のもと専門教育へと展開し、教養教育と専門教育の融合・発展と、その相乗効

果による教育効果の向上を行うことにより、社会的・職業的自立を目指している。そのこと

を踏まえ、農学部の「学部共通科目群」に「農学概論Ａ・Ｂ」を開設し、農学を通じて、こ

れからの社会の持続的な発展のために必要な考え方や能力をいかに身に付けていくのかを認

識することを目指し、人間社会を取り巻く自然の役割と農学、植物科学、動物科学等につい

て概説し、その多様性や学際性を理解して総合科学としての農学の学びがこれからの自分自

身の成長にどのように結びつくのか考えることにより、社会的、職業的な自立につなげる。

また、自己の学習分野や将来の就職に関連した企業での就業体験等を行う「インターンシッ

プ」により、卒業後の進路について意識させる。 

 

２．教育課程外の取組について 

本学に在籍している学生全てに門戸が開かれているチャレンジセンターの「チャレンジプ

ロジェクト」により、本学が実践している４つの力「自ら考える力・集い力・挑み力・成し

遂げ力」を身につける活動を行っている。これは、学生が活動を企画・運営し、目標の達成

を目指す課外活動であり、地域活性化、ボランティア等多様な活動を学生自身の手で展開し

ている。 

 

 

３．適切な体制の整備について 

 教育課程については、東海大学教育審議会を柱として、パブリック・アチーブメント型教
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育の方向性を定め、現代教養センター・地域連携を担うＴｏ－Ｃｏｌｌａｂｏを軸に運営を

行っている。さらに、各学部・学科においては、専門科目へパブリック・アチーブメント型

教育を展開している。また、教育課程外の活動についてはチャレンジセンターを中心に行っ

ており、この双方の広がりから、地域連携を担うＴｏ－Ｃｏｌｌａｂｏにより、実際に地域

との連携する教育研究活動という形で、実践的な教育活動と学生の活動の場を維持している。 

 
 

 以 上 
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農学部動物科学科

「ディプロマ・ポリシー」「カリキュラム・ポリシー」と教育課程との関連図

食品科学関連

科目群
人と動物の関係学関連

科目群

動物生命科学関連科目群

現代文明論・教養科目群

持続的かつ安全な動物生産、動物に関わる新たな技術開発、科学的根拠に基づく人と動物との適正な

関係の創出を目指して、実践的な対処・解決の方策を導き出せる力と、複眼的な視点に基づく倫理観

をもって責任ある社会貢献ができる力を育成。

動物の生命現象を解明する力

動物飼育・生産科学関連科目群

動
物
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
関
連
科
目
群

応
用
動
物
科
学
総
合
科
目
群

動物の改良や飼育方法・畜産物の適正に生産する創造力

動物と人との新しい関係を創造

実践を通じて、知識や

技術をより深く理解し、

課題を解決する能力を

高める

多分野間の体系性、関

連性を考究する力を養

い、問題解決能力を醸

成し、理論や技術を創

造し実践する力を育成

食糧生産に関わる知識・倫理

自然科学関連科目群・専門英語科目群

自然科学的な視点・語学力の基礎を育成

学部共通科目群

幅広い知識と複眼的な視点の育成

農学を通じて、食料生産、生命、環境

についての科学的な基礎知識と、自然

と人との関わりについて人文社会的な

基礎知識を育成
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

Ⅰ現代文明論 現代文明論 2

入門ゼミナールＡ 2 入門ゼミナールＢ 2 現代教養講義 2

シティズンシップ 2 地域・国際理解 2

健康・フィットネス理
論実習 1 生涯スポーツ理論実習 1

Ⅲ英語科目
英語リスニング＆ス
ピーキング 2

英語リーディング＆ラ
イティング 2

農学概論Ａ 2 動物飼育管理実習１ 1 動物飼育管理実習２ 1 動物飼育管理実習３ 1 動物科学実験３ 1 応用動物科学実験 2 卒業研究１ 2 卒業研究２ 2

農学概論Ｂ 2 情報処理入門 2 牧場実習１ 1 牧場実習２ 1 動物飼育管理実習４ 1 インターンシップ 2 外書で学ぶ動物科学Ａ 2 外書で学ぶ動物科学Ｂ 2

情報リテラシー 2 生物学実験 1 動物科学実験１ 1 動物科学実験２ 1 地域動物論 2 伴侶・介在動物論 2 動物科学ゼミナール２ 2 動物科学ゼミナール３ 2

基礎生物学 2 化学実験 1 人工知能概論 2 生化学 2 農業経営経済学 2 野生動物論 2

動物遺伝学 2 基礎化学 2 生体物質の化学 2 動物管理・環境学 2 実験動物学 2
アニマルウェルフェア
論 2

動物生態学 2 動物生体機構学 2 動物繁殖学 2 動物育種学 2 家畜人工授精論 2 動物科学表現・記録論 2

世界の畜産 2 動物行動学 2 動物生殖生理学 2 動物衛生学 2 食品製造実習 1

動物生理学 2 動物栄養学 2 動物飼料学 2 動物科学ゼミナール１ 1 動物園論 2

草地学 2 食品衛生学 2 畜産物利用学 2 食品機能科学 2

食品学 2 食と病態生化学 2 食品加工学 2 栄養化学 2

単位数合計 19 20 19 19 17 19 6 6 125

Ⅱ現代教養科
目

Ⅳ主専攻科目

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

履修モデル：農学部動物科学科　【具体的な人材像】動物飼育や食品産業等で活躍するマネジメントリーダー

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

Ⅰ現代文明論 現代文明論 2

入門ゼミナールＡ 2 入門ゼミナールＢ 2 現代教養講義 2

シティズンシップ 2 地域・国際理解 2

健康・フィットネス理
論実習 1 生涯スポーツ理論実習 1

Ⅲ英語科目
英語リスニング＆ス
ピーキング 2

英語リーディング＆ラ
イティング 2

農学概論Ａ 2 動物飼育管理実習１ 1 動物飼育管理実習２ 1 動物飼育管理実習３ 1 動物科学実験３ 1 応用動物科学実験 2 卒業研究１ 2 卒業研究２ 2

農学概論Ｂ 2 情報処理入門 2 牧場実習１ 1 牧場実習２ 1 動物飼育管理実習４ 1 伴侶・介在動物論 2 外書で学ぶ動物科学Ａ 2 外書で学ぶ動物科学Ｂ 2

情報リテラシー 2 生物学実験 1 動物科学実験１ 1 動物科学実験２ 1 地域動物論 2 野生動物論 2 動物科学ゼミナール２ 2 動物科学ゼミナール３ 2

基礎生物学 2 化学実験 1 人工知能概論 2 生化学 2 農業経営経済学 2
アニマルウェルフェア
論 2 職業指導Ａ 2 職業指導Ｂ 2

動物遺伝学 2 基礎化学 2 生体物質の化学 2 動物管理・環境学 2 実験動物学 2 動物科学表現・記録論 2

動物生態学 2 動物生体機構学 2 動物繁殖学 2 動物育種学 2 家畜人工授精論 2 食品製造実習 1

動物生理学 2 動物行動学 2 動物生殖生理学 2 動物衛生学 2 食品衛生学 2

自然災害と暮らし 2 動物栄養学 2 動物飼料学 2 動物科学ゼミナール１ 1 農業科教育法２ 2

草地学 2 動物園論 2 畜産物利用学 2

食品学 2 農業科教育法１ 2

食品加工学 2

単位数合計 19 20 19 17 19 15 8 8 125

春学期 秋学期

※教員免許取得希望者は、上記の科目以外に卒業要件に含まれない教職要件科目を履修する。

履修モデル：農学部動物科学科　【具体的な人材像】生命科学・動物学の基礎的知識を持った農業高校教員

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

Ⅱ現代教養科
目

Ⅳ主専攻科目

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期
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○学校法人東海大学教職員定年規程

（制定 昭和28年６月１日） 

改訂 昭和43年４月１日 昭和63年４月１日 

1991年６月17日 1994年４月１日 

2000年４月１日 2003年４月１日 

2004年４月１日 2006年４月１日 

2007年４月１日 2011年４月１日 

2012年４月１日 2013年４月１日 

2017 年４月１日 

第１条 学校法人東海大学に勤務する専任の教職員の定年は，次のとおりとする。 

教員 

職種 区分 身分 資 格 定年齢 

教員 

大学院・大学 

短大・研究所等 

教授 65 

准教授・講師・ 

助教・助手 
62 

高等学校・中等部 

小学校・幼稚園 

教諭・養護教諭 

司書教諭 

上級職１種・２種 65 

中級職１種・２種 62 

一般職１種 62 

助教諭 一般職２種 60 

2004年４月1日以

後の採用者 

教諭・養護教諭 

司書教諭 
一般職１種 60 

職能資格制度を適用する職員 

職種 区分 身分 資格 定年齢 

職員 

事務 

参与・副参与 

参事・副参事 

65 

主事・副主事 62 

主査・職員一級 

職員二級 

60 

技術 

主席技師・主任技師 

技師 

65 

技師補・上級技術員 62 

一級技術員・技術員 

初級技術員 

60 

看護 

１等級～４等級 65 

５等級～７等級 62 

８等級以下 60 

保健 
主席保健技術員・副主席保

健技術員・主任保健技術員 

65 

資料４ 
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上級保健技術員一・上級保

健技術員二 

62 

中級保健技術員・保健技術

員・初級保健技術員 

60 

職能資格制度を適用しない職員 

職種 区分 身分 資格 定年齢 

職員 

船舶 

 船長・機関長 65 

一等航海士，一等機関士，

通信長，事務長，次席一等

航海士，次席一等機関士，

二等航海士，二等機関士，

次席二等航海士，次席二

等機関士，三等航海士，三

等機関士，次席三等航海

士，次席三等機関士，小型

舟艇船長，小型舟艇機関

長，小型舟艇甲板長，甲板

長，操機長，司厨長 

62 

操舵手，操機手，調理手，

甲板員，機関員，司厨員 

60 

その他 

 課長職以上の管理職 65 

上記以外の役職 62 

上記以外の職員 60 

第２条 定年による退職は，定年に達した日の属する年度末日とする。 

第３条 定年令の計算は，「年令計算ニ関スル法律」及び「民法」第 143 条による。ただし，

2000 年３月 31 日までに採用された教職員についてはこれを適用しない。 

第４条 教育上又は経営上必要と認めた者については，第１条の規定を適用しない。 

第５条 「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」により定年退職後に継続雇用する場

合は，「学校法人東海大学大学・短大非常勤教員規程」，「学校法人東海大学初等中等教育

機関非常勤講師規程」及び「学校法人東海大学臨時職員規程」を適用する。なお，継続

雇用における条件については，「学校法人東海大学高齢者継続雇用運用細則」による。 

付 則 

１ この規程は，昭和 28 年６月１日から施行する。 

２ この規程の施行にあたって必要な細則については，別に定める。 

付 則（2017 年４月１日） 

この規程は，2017 年４月１日から施行する。 
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○学校法人東海大学大学・短大特任教員任用内規

（制定 2017年４月１日） 

改訂 2020 年４月１日 

（目的・趣旨） 

第１条 学校法人東海大学大学・短大特任教員任用内規（以下「この内規」という。）は，

「学校法人東海大学特任教職員任用規程」（以下「規程」という。）に定める特任教職員

のうち，大学・短大の特任教員（以下「特任教員」という。）の任用についての運用を定

めることを目的とする。 

（個別管理区分） 

第２条 特任教員の各人の雇用条件を，雇用契約書等で提示することを目的として，規程

第３条に定める個別管理区分は，次の項目とし，詳細を別表に定めるものとする。 

(１) 採用区分

(２) 職務区分

(３) 所属及び勤務地

(４) 資格

(５) １回の雇用期間

(６) 授業責任時間

(７) 招聘の有無

(８) 年俸額

(９) 教育及び研究に関する経費配算

(10) 外部資金要件

(11) その他

（限度年齢） 

第３条 規程第４条及び第５条の定めの他，次の各号の満年齢に達する年度末を契約期間

の限度とする。 

(１) 教授 65 歳

(２) 准教授以下 62 歳

２ 原則として教授に限り，専任定年後に継続して雇用することができる。その場合，限

度年齢は 68 歳とするが，特段の事情がある場合は，稟議により，70 歳に達する年度末

までを限度とすることができる。 

３ 本条における年齢の計算は，「年齢計算ニ関スル法律」及び「民法」第 143 条による。 

（契約更新に関する条件） 

第４条 特任教員の契約は，次の各号のいずれかに該当する場合，更新を行わないものと

する。 

(１) 担当する授業科目が減少し，授業責任時間を満たさないとき。

(２) 担当する業務がなくなったとき。

(３) 担当する研究プロジェクトが終了したとき。

(４) 外部資金要件の者については，人件費,研究費等の経費全額を充足し得る外部資

金が確保できないとき。

(５) その他，雇用契約書等に定める契約内容が遵守されないとき。
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 （専任への任用変更）  

第５条 特任教員が専任教員への任用変更を希望する場合，人事計画に基づき，公募する

教員採用に応募することができる。ただし，専任定年後の継続雇用者を除く。 

２ 専任教員と同等の職務に就く特任教員は，所属学部等より推薦があった場合，所定の

専任採用審査を受けることができる。このとき，在職中の教育・研究の業績及び勤務実

績のほか，学生指導，学部学科等所属する組織の運営業務，大学内外の各種業務等の担

当について評価する。 

  付 則 

１ この内規は，2017 年４月１日から施行する。 

２ （経過措置） 

規程の付則第３項に定める経過措置を適用する特任教員第３種の任用手続は，規程の

制定に伴い，任用に係る委員会を廃止するため，他の特任教員と同様とする。 

付 則（2020 年４月１日） 

この内規は，2020 年４月１日より施行する。 

別表 

個別管理区分 内 容 

(１)採用区分 新採用，再採用，再雇用 

(２)職務区分 教育・研究の職務を主に担当，教育を主に担当， 

研究を主に担当，診療を主に担当，その他 

(３)所属及び勤務地 各機関に定める所属及び勤務地 

(４)資格 教授，准教授，講師，助教，助手 

(５)１回の雇用期間 １回の雇用期間は１か年度毎とする。専任への任用変更は

原則として５か年度以内とする。 

最長雇用期間は９か年度とし，外部資金を要件とする者に

ついては，外部資金未確保の場合は更新しない。 

(６)授業責任時間 職務内容に応じて３コマ，６コマ，10 コマ，その他 

専任定年後の継続雇用者は原則として３コマとする。 

(７)招聘の有無 大学による招聘にて採用された者は，成果に応じて給与に

特別加算することができる。ただし，専任定年後の継続雇

用者を除く。 

(８)年俸額 職務による諸手当については年俸額に含むものとする。実

績による諸手当については，実績に応じて別途支給する。 

(９)教育及び研究に関する

経費配算 

特定の診療を行う職務の教員を除き，職務内容に応じて，

研究費又は教育開発費を配算する。 

(10)外部資金要件 該当する外部資金の要件及び名称 

(11)その他 上記個別管理区分に定める他，特別の事情のある場合は，

必要に応じて記載する。 
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（注）採用区分の内容は，次のように定める。 

（１）新採用

新たに特任教員として雇用契約を締結すること。

（２）再採用

専任退職後，引続き特任教員として雇用契約を締結すること。 

（３）再雇用

退職した者が，一定の期間を経て，再度雇用契約を締結すること。
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No. 雑誌名（国内雑誌）

1 園芸学研究. 別冊, 園芸学会大会研究発表要旨

2 飼料研究報告

3 静岡県農林技術研究所研究報告

4 雑草と作物の制御

5 熱帯農業研究

6 植物環境工学

7 広島県立総合技術研究所農業技術センター研究報告

8 酒類総合研究所報告

9 業務報告書 / 三重県林業研究所 [編].

10 特産種苗

11 農業経営統計調査報告. 営農類型別経営統計(組織経営編)

12 農薬調査研究報告

13 乳用牛群能力検定成績のまとめ

14 農業

15 北里大学研究年報

16 北海道立総合研究機構農業試験場報告

17 山形県農業研究報告

18 愛媛県農林水産研究所企画環境部・農業研究部研究報告

19 京都府農林水産技術センター農林センター研究報告. 農業部門

20 秋田県総合食品研究センター報告

21 東海大学紀要. 農学部

22 人間科学研究

23 研究報告 / 岡山県農林水産総合センター森林研究所 [編]

24 特別報告 / 静岡県農林技術研究所 [編]

25 林業技術総合センター成果報告

26 業務報告 / 宮城県林業技術総合センター [編]

27 山梨県畜産試験場研究報告

28 京都府農林水産技術センター畜産センター試験研究報告

29 AFC forum : フォーラム

30 山梨県総合農業技術センター研究報告

31 研究報告 / 熊本県林業研究指導所.

32 岐阜大学大学院連合農学研究科広報

33 東海大学国際文化学部紀要

34 鹿児島県森林技術総合センター研究報告

35 東海大学総合経営学部紀要

36 年報 / 岩手大学農学部附属寒冷バイオフロンティア研究センター [編]

37 生命環境学術誌 / 県立広島大学生命環境学部 [編].

38 三重大学大学院生物資源学研究科紀要

39 石川県立大学年報 : 生産・環境・食品 : バイオテクノロジーを基礎として

学術雑誌一覧

農学部動物科学科
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40
地球環境研究 = Bulletin of geo-environmental science / 立正大学地球環境科学部
[編].

41 近畿大学農学部紀要

42 業務概要 / 千葉県農林総合研究センター [編].

43 千葉県農林総合研究センター研究報告

44 千葉県農林総合研究センター特別報告

45 静岡県畜産技術研究所研究報告

46 業務成績報告書 / 愛媛県農林水産研究所林業研究センター [編]

47 東海大学紀要. 情報通信学部

48 教育開発 = Educational development / 東海大学教育開発研究所 [編]

49 東海大学紀要. 観光学部

50 心理臨床の広場

51 農学国際協力 / 名古屋大学農学国際教育協力研究センター [編集]

52 九州農業研究発表会専門部会発表要旨集

53 鳥取県農林水産部農林総合研究所中小家畜試験場研究報告

54 岡山県農林水産総合センター畜産研究所研究報告

55 業務報告書 / 山口県農林総合技術センター林業技術部 [編].

56 農村経済研究

57 広島大学大学院生物圏科学研究科瀬戸内圏フィールド科学教育研究センター報告

58 石川県農業総合研究センター研究年報.

59 業務年報 / 茨城県農業総合センター生物工学研究所 [編集]

60 業務報告 / 和歌山県林業試験場 [編]

61 年報 / 高知大学海洋コア総合研究センター [編]

62 愛媛県農林水産研究所果樹研究センター研究報告

63 島根県農業技術センター研究報告

64 京都府立大学学術報告. 生命環境学

65 福島県林業研究センター研究報告

66 東海大学紀要. 生物学部

67 基盤教育センター紀要 /

68 林業研究部年報

69 栃木県畜産酪農研究センター研究報告

70 農業研究所研究年報 / 岡山県農林水産総合センター農業研究所 [編].

71 石川県農林総合研究センター林業試験場研究報告

72 秋田県畜産試験場研究報告 / 秋田県畜産試験場 [編]

73
年報 = Annual report of the Forest Products Research Institute / 北海道立総合研
究機構森林研究本部林産試験場

74 コーチング・クリニック = Coaching clinic

75 JATAFFジャーナル

76 総合農協統計表 : 農業協同組合統計表

77 大分県農林水産研究指導センター農業研究部果樹グループ試験研究年報

78 茨城県農業総合センター園芸研究所研究報告

79 和歌山県農林水産試験研究機関研究報告

80 National geographic = ナショナルジオグラフィック.
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81 Pig journal

82 養豚の友

83 養鶏の友

84 水産白書 / 水産庁編

85 園芸Japan

86 日本雑草学会大会講演要旨集

87 動物園水族館雑誌

88 臨床心理学

89 Training journal

90 教育と医学

91 体育の科学

92 榮養と料理

93 バイオサイエンスとインダストリー

94 東海大学教育開発研究センター研究資料集

95 東海大学紀要. 国際教育センター. 英語教育部門・国際言語教育部門

96 農研機構研究報告. 動物衛生研究部門

97 農研機構研究報告. 農業環境変動研究センター

98 園芸学研究

99 東海大学教育開発研究センター紀要

100 東海大学現代教養センター紀要

101 農研機構研究報告. 果樹茶業研究部門

102 林業技術総合センター研究報告 / 宮城県林業技術総合センター [編]

103 福岡県農林業総合試験場特別報告

104 福岡県農林業総合試験場研究報告

105 業務報告書 / 熊本県林業研究・研修センター [編集]

106 年報 / 栃木県林業センター.

107 富山県畜産試験場年報

108 宮崎大学農学部研究報告

109 野菜試験場研究資料 / 野菜試験場

110 家畜衛生週報 / 畜産局衛生課 [編]

111 技術と普及

112 Bio industry

113 現代化学

114 育種学雑誌

115 臨床獣医

116 農業と經濟

117 植物防疫

118 趣味の山野草

119 自然と野生ラン

120 Fumin : 農業富民

121 NHK趣味の園芸

122 経済セミナー

123 機械化農業
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124 食品衞生研究

125 人民中国

126 NHKきょうの健康

127 原子力工業.

128 時事英語研究

129 月刊フードケミカル

130 切抜き速報. 科学版

131 果實日本 /

132 地上 / 家の光協会 [編]

133 日本作物學會紀事

134 雑草研究

135 日本土壌肥料學雜誌

136 月刊組織培養工学

137 食品工業

138 食の科学

139 月刊細胞

140 Birder

141 野菜園芸技術

142 日本畜産學會報

143 染色体. II : 基礎細胞学雑誌

144 アジア経済

145 園藝學會雜誌

146 農業氣象

147 農業技術

148 農耕と園芸

149 AFF : agriculture forestry fishery

150 細胞工学

151 化学と生物

152 大学と学生

153 化学 = Chemistry

154 日経サイエンス

155 Newton : graphic science magazine

156 パリティ

157 農業および園芸

158 農業経営研究

159 農作業研究

160 New food industry

161 蛋白質・核酸・酵素

162 Molecular medicine

163 AGRI : 農業くまもと

164 畜産の研究

165 科學

166 Bio九州
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167 熊本の果樹

168 畜産技術

169 日本食肉加工情報

170 今月の農業 : 農薬・資材・技術

171 熊本県気象月報

172 解剖學雜誌

173 農村計画学会誌

174 月刊食糧ジャーナル

175 博物館研究

176 近代盆栽

177 現代農業

178 養豚界

179 エネルギーフォーラム

180 望星

181 青少年問題

182 生物環境調節

183 化学と薬学の教室

184 獸醫畜産新報

185 日本の養豚

186 園芸ガイド

187 日本獣医師会雑誌

188 植物の化学調節

189 デーリィ・ジャパン

190 教育相談研究

191 日本家禽学会誌

192 放射線科学

193 日本植物病理學會報

194 經濟研究 / 一橋大學經濟研究所編輯

195 博物館学雑誌

196 遺傳

197 Feeding

198 日本生態學會誌

199 園芸学会雑誌. 別冊, 園芸学会大会研究発表

200 日本菌学会会報

201 日本農業の動き

202 熱帯農業

203 日本応用動物昆虫学会誌

204 ペドロジスト

205 組織培養

206 農林水産省広報

207 愛知県農業総合試験場研究報告

208 愛知県農業総合試験場年報

209 林業センター報告 / 愛知県林業センター [編]
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210 月刊日本の生物

211 日本細菌學雜誌

212 秋田県畜産試験場研究報告

213 畜産試験場の概要

214 秋田県果樹試験場研究報告

215 秋田県果樹試験場業務報告

216 農林水産情報と統計

217 秋田県農業試験場研究報告

218 麻布大学獣医学部研究報告

219 千葉県暖地園芸試験場研究報告

220 千葉県原種農場研究報告

221 Botany / 熊本記念植物採集会 [編]

222 千葉県農業試験場特別報告

223 畜産研究成果情報

224 埼玉県園芸試験場研究報告

225 畜産の情報

226 動物の原虫病

227 愛媛県農業試験場研究報告

228 日本作物学会九州支部会報

229 別冊日経サイエンス

230 年報 / 農林水産省林野庁林木育種センター九州育種場 [編]

231 植物組織培養

232 鹿兒島大學農學部學術報告

233 徳島県立博物館研究報告

234 徳島県果樹試験場研究報告

235 広島大学生物生産学部農場報告

236 京都府農業研究所研究報告

237 京都大学生物資源経済研究

238 京都府立大學學術報告. 農學

239 京都大學食糧科學研究所報告

240 玉川大学農学部研究報告

241 試験研究実績報告書 / 高知県農業技術センター果樹試験場

242 琉球大学農学部学術報告

243 九州農業情勢報告 / 九州農政局 [編]

244 筑波大学農林学研究

245 東北農業経済研究

246 農林統計調査

247 東海大學紀要. 政治経済学部

248 東海大学紀要. 課程資格教育センター

249 香川県農業試験場研究報告

250
業務報告 / 鹿兒島縣農業試驗場. -- 昭和25年度 (昭25)-. -- 鹿児島県農業試験場,
1950.

251 長崎県総合農林試験場業務報告

252 鹿児島県農業試験場研究報告
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253 家畜改良センター乳用種雄牛評価成績

254 植物防疫所調査研究報告

255 京都府畜産研究所試験研究成績

256 熊本県農業研究センター研究報告

257 公庫月報

258 農林金融

259 農林水産統計月報

260 岐阜大学農学部研究報告

261 種苗法による品種登録

262 いぐさ加工に関する試験成績書

263 熊本県家畜保健衛生業績発表集録

264 農林水産省家畜衛生試験場研究報告

265 農薬

266 雑草とその防除

267 家畜衛生の進歩

268 日本草地学会誌. 別号

269 日本の農業

270 日本作物學會紀事. 別号

271 熊本県農業動向年報

272 科学朝日

273 熊本県畜産統計

274 日本作物学会四国支部紀事

275 松前文庫

276 精神療法

277 鹿児島県畜産試験場研究報告

278 林産試験場報

279 農業生物資源研究所研究資料

280 家畜衛生研究成果情報

281 北海道立農業試験場集報

282 九州農業研究成果情報

283 農業試験場年報

284 北海道農試農業経営研究

285 畜産試験場年報 / 農林省畜産試験場

286 草地飼料作研究成果最新情報

287 北陸農業試験場報告

288 四国農業試験場研究資料

289 飼料作物種子関係調査成績

290 農業経営研究成果集報

291 九州農業の新技術

292 農業研究センター研究報告

293 農業環境技術研究所報告

294 農林水産省育成農作物新品種. 夏作物・園芸作物等

295 ガーデンライフ
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296 品種登録年報 / 農林水産省農蚕園芸局 [編]

297 農業環境技術研究所資料

298 研究成果 / 農林水産技術会議事務局

299 國立公園

300 実験医学

301 酪農科学・食品の研究

302 日本農藝化學會誌

303 日本食品工業学会誌

304 食品衛生学雑誌

305 育種学研究

306 気象庁月報

307 農村物価統計

308 国際農林水産統計

309 農業総合試験場年報 / 愛知県農業総合試験場 [編集]

310 茶道雑誌

311 English express

312 在来家畜研究会報告

313 動物遺伝研究所年報

314 動物遺伝研究会誌

315 柑きつに関する試験成績

316 養豚試験場年報

317 江津湖

318 日本海地域の自然と環境 : 福井大学積雪研究室研究報告

319 福井県畜産試験場研究報告

320 福岡県農業総合試験場特別報告

321 年報 / 福岡県森林林業技術センター [編]

322 広島県立農業技術センター研究報告

323 広島県立畜産技術センター研究報告

324 北海道立農業試験場報告

325 北海道大学農学部牧場研究報告

326 北海道立農業試験場資料

327 農業普及研究Hokkaido

328 人と自然

329 育種学雑誌. 別冊

330 岩手県畜産試験場研究報告

331 試験成績書(畜産研究所)

332 岩手県農業研究センタ-年報

333 年報 / 岩手大学農学部附属寒冷バイオシステム研究センター [編]

334 実験動物

335 自給飼料

336 家畜繁殖学雑誌

337 家畜の管理

338 科学技術文献速報. 物理・応用物理編
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339 科学技術文献速報. 化学・化学工業編(外国編)

340 科学技術文献速報. 化学・化学工業編(国内編)

341 九州農試年報 / 農林省九州農業試験場.

342 農林水産技術研究ジャーナル / 農林水産技術情報協会 [編]

343 農業研究 / 日本農業研究所 [編]

344 農業環境技術研究所年報

345 宮崎県総合農業試験場研究報告

346 業務報告 / 宮崎県林業試験場

347
果樹試験場報告 = Bulletin of the Fruit Tree Research Station / 農林水産省果樹試
験場 [編]

348 農業総合研究所年報 / 農林省農業総合研究所 [編集]

349 岐阜県養鶏試験場研究報告

350 種苗管理年報

351 名城大学農学部学術報告

352 東北農業試験場研究報告

353 畜産試験場研究報告

354 農業研究センター研究資料

355 試験研究成績書 / 佐賀県畜産試験場

356 靜岡大學農學部研究報告

357 野菜試験成績書 / 高知県農業技術センター

358 高知県農業技術センター研究報告

359 日本獣医畜産大学研究報告

360 香川県畜産試験場研究報告

361 鹿児島県養鶏試験場研究報告

362 鹿児島県果樹試験場研究報告

363 農村研究

364 熊本の畜産

365 試験成績書 / 熊本県農業研究センター果樹研究所 [編]

366 業務報告 / 熊本県果樹試驗場

367 試験成績書 / 熊本県畜産試験場阿蘇支場 [編]

368 県民所得推計報告書 / 熊本県企画開発部統計調査課 [編]

369 業務報告書 / 熊本県林業研究指導所 [編]

370 野菜試験成績書 / 熊本県農業試験場園芸支場

371 野菜試験成績書 / 熊本県農業試験場阿蘇分場

372 いぐさ試験成績書 / 熊本県農業試験場八代支場 [編]

373 時事英語

374 神戸大学農学部学術報告

375 日本農業新聞. -- 縮刷版

376 食品と開発

377 熊本博物館館報

378 試験成績書 / 熊本県農業研究センター高原農業研究所[編]

379 試験成績書 / 熊本県農業研究センター球磨農業研究所 [編]

380 熊本県農業研究センター草地畜産研究所試験成績書
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381 農業気象年報 / 熊本県熊本地方気象台[編]

382 病害虫試験成績書 / 熊本県農業試験場

383 熊本県農業試験場報告

384 園芸工芸農作物・養蚕市町村別統計 熊本県 / 九州農政局統計情報部編

385 農作物有害動植物発生予察事業年報 : 普通作・野菜 / 熊本県 [編]

386 農作物有害動植物発生予察事業年報植物防疫事業年報 / 熊本県 [編]

387 業務功程 / 熊本縣立農事試験場

388 熊本生物

389 京大農場報告

390 九州大学農学部農場報告

391 九州大学教養部地学研究報告

392 九州大学農学部農場研究資料

393 九州大学農学部農場年報

394 九州大学健康科学センター年報

395 健康科学

396 九州食料・農業・農村情勢報告

397 九州における農地の動き

398 九州産業技術 / 九州産業技術センター

399 九州東海大学農学部紀要

400 九州東海大学総合農学研究所所報

401 九州東海大学紀要. 工学部

402 熊本農林水産統計年報. 農林編 / 農林省熊本統計調査事務所

403 九州東海大学産業技術研究所所報

404 情報開発研究室所報 / 九州東海大学

405 LIAJ news / 家畜改良事業団

406 宮崎県畜産試験場試験研究報告

407 長野県果樹試験場報告

408 長崎県総合農林試験場研究報告. 農業部門

409 日本家畜管理研究会誌

410 日本植物防疫協会研究所報告

411 日本養豚研究会誌

412 日本養豚学会

413 新潟県畜産試験場研究報告

414 肉の科学

415 事業報告書 / 日産科学振興財団

416 研究報告書 / 日産科学振興財団

417 農業經濟研究

418 農業経済論集

419 農業機械學會誌

420 農業機械學會総會講演要旨

421 農業及園藝

422 Fragrance journal : 香粧品原料研究開発専門誌

423 試験研究成績書 / 山梨県酪農試験場
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424 北陸農業研究資料 / 北陸農業試験場

425 九州病害虫研究会報

426 島根大学生物資源科学部研究報告

427 滋賀県立大学環境科学部年報

428 山形大學紀要. 農學

429 筑波国際センター業務報告書

430 静岡県農業試験場研究報告

431 情報開発センター所報 / 九州東海大学

432 クロスロード

433 肉牛ジャーナル

434 植物細胞工学

435
養牛の友 : 乳と肉を創る生産者と共に / 日本畜産振興会. -- 1号 (昭51.1)-. -- 日本
畜産振興会, 1976.

436 畜産試験場研究資料 / 農林水産省畜産試験場

437 畜産試験場報告 / 農林省畜産試験場

438 畜産試驗場彙報 / 農林省畜産試験場

439 畜産試験場要覧 / 農林省畜産試験場

440 茶業試験場研究報告

441 茶業技術研究

442 動物検疫年報

443 酪農事情

444 Food style 21

445 奈良県畜産技術センター研究報告

446 島根県立畜産試験場研究報告

447 福島県畜産試験場研究報告

448 九州沖縄農業試験研究成績・計画概要集. 畑作

449 佐賀県農業試験研究センター研究報告

450 佐賀県農業試験場研究報告

451 サイエンス : Scientific American日本版

452 岐阜県畜産研究所研究報告

453 ペット栄養学会誌

454 埼玉県農業試験場年報

455 動物衛生研究所研究報告

456 埼玉県養鶏試験場研究報告

457 生物科学ニュース

458 生物科學

459 季刊精神療法

460 切抜き速報. 科学と環境版

461 蛋白質・核酸・酵素. 別冊

462 統計と情報

463 東海大学外国語教育センター所報

464 東海大学紀要. 工学部 .

465 東海大学紀要. 開発工学部
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466 東海大学紀要. 外国語教育センター

467 東海大学紀要. 体育学部

468 東海大学紀要. 学生生活研究所

469 東海大学紀要. 教育研究所学生生活部門

470 九州大学農学部農場研究報告

471 東海大学札幌教養部彙報

472 東海大学海洋学部業績集

473 東海大学海洋研究所資料

474 東海大学海洋研究所研究報告

475 東海大学紀要. 文学部 /

476 東海大学紀要. 海洋学部一般教養

477 東海大学紀要. 海洋学部

478 東海大学紀要. 教育研究所

479 東海大学紀要. 教育研究所教育工学部門

480 東海大学紀要. 教養学部

481 東海大学紀要. 留学生教育センター

482 行動科学研究 / 東海大学基礎社会科学研究所 [編]

483 教育工学研究所研究報告 / 東海大学教育工学研究所 [編]

484 東海大学スポーツ医科学雑誌

485 総合研究機構報告 : 研究奨励補助金・巽研究奨励基金 / 東海大学総合研究機構 [編]

486 東海大学短期大学紀要

487 東海大学短期大学部教育研究年報

488 東海法学 / 東海大学法学部 [編]

489 徳島県果樹試験場業務報告

490 農工研究所彙報 / 東京教育大学農学部農工研究所

491 東京農業大学農場報告

492 東京大学農学部附属農場運営報告

493 東京都農業試験場研究報告

494 土地と農業

495 業務報告 / 鳥取県中小家畜試験場, 鳥取県立中小家畜講習所 [編]

496 鳥取県中小家畜試験場研究報告

497 業務功程 / 鳥取県農業試驗場

498 鳥取大学農学部砂丘研究所報告

499 試験研究成績報告 / 鳥取県畜産試験場 [編]

500 業務年報 / 鳥取県園芸試験場 [編]

501 鳥取県園芸試験場報告

502 鳥取県園芸試験場特別報告

503 業務年報 / 鳥取県果樹試験場

504 富山県畜産試験場試験成績書

505 富山県畜産試験場研究報告

506 富山県農業技術センター研究報告

507 富山県林業技術センター研究報告

508 兵庫県立農林水産技術総合センター研究報告. 農業編
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509 兵庫県立農林水産技術総合センター研究報告. 畜産編

510 近畿中国四国農業研究センター研究資料

511 筑波大学農林学系年報

512 海のはくぶつかん / 東海大学海洋科学博物館 [編]

513 宇都宮大学農学部学術報告特輯

514 宇都宮大学農学部學術報告

515 宇都宮大学農学部農場報告

516 和歌山県農業試験場研究報告

517 和歌山県農業試験場年報

518
農作物有害動植物発生予察事業成績. 果樹病害虫 / 和歌山県果樹園芸試験場, 和歌山県
果樹病害虫防除所 [編]

519 業務報告 / 和歌山県農林水産総合技術センター林業センター [編]

520 和歌山県農林水産総合技術センター研究報告

521 和歌山県農林水産総合技術センター特別研究報告

522 和歌山県果樹園芸試験場研究報告

523 山形農林学会報

524 業務年報 / 山形県森林研究研修センター [編]

525 山形県立園芸試験場研究報告 / 山形県立園芸試験場 [編]

526 農業試験場業務年報 / 山形県立農業試験場 [編]

527 山形縣立農林專門學校研究報告

528 山梨県酪農試験場研究報告

529 総合食品研究所の業務概要 / 秋田県総合食品研究所 [編]

530 秋田県総合食品研究所報告

531 畜産環境技術研究所年報 / 畜産環境整備機構畜産環境技術研究所 [編集]

532 作物研究所研究報告

533 北海道農業研究センター農業経営研究

534 茨城県畜産センター研究報告

535 細胞

536 業務年報 / 鳥取県果樹野菜試験場.

537 業務報告 / 和歌山県農林水産総合技術センター林業試験場 [編]

538 京都府立茶業研究所業務年報

539 業務報告 / 長崎県果樹試験場

540 熊本県農業試験場研究報告

541 新潟大学農学部紀要 / 新潟大学農学部 [編輯]

542 業務報告 / 群馬県林業試験場.

543 九州大学大学院農学研究院学芸雑誌

544 九州農試農村計画研究資料

545 九州東海大学一般教育紀要

546 九州東海大学総合教育研究センター紀要

547 食肉流通統計 / 農林省統計調査部 [編]

548 畜産試驗場年報 / 農林省畜産試験場

549 農林水産業生産指数 / 農林省農林経済局統計調査部

550 農林水産試験研究年報. 農業編・林業編, 国立
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551 農林水産省統計表

552 弘前大学農学生命科学部学術報告

553 年報 / 農業生物資源研究所 [編]

554 ポケット園芸統計

555 ポケット農林水産統計

556 ポケット肥料要覧

557 農業・食料関連産業の経済計算

558 繭生産費調査報告 / 農林省農林経済局統計調査部

559 農業経営統計調査報告. 繭生産費

560 南九州大学研究報告. A, 自然科学編

561 南九州大学研究報告. B, 人文社会科学編

562 宮城県農業・園芸総合研究所研究報告

563 木材需給報告書 / 農林省統計調査部編

564 野菜生産出荷統計 / 農林省農林経済局統計情報部 [編]

565 農産物生産費調査報告. 果実生産費

566 農家経済調査報告

567 農産物生産費調査報告. 工芸農作物等の生産費

568 農業経営統計調査報告. 工芸農作物等の生産費

569 山形県園芸研究報告 / 山形県立園芸試験場 [編集]

570 林業生産統計年報 / 農林省統計調査部

571 森林・林業技術センター報告

572 農業経営統計調査報告. 米及び麦類の生産費

573 農業経営統計調査報告. 野菜・果樹品目別統計

574 農産物生産費調査報告. 野菜生産費 / 農林省農林経済局統計調査部 [編集]

575 農産物生産費調査報告. 米及び麦類の生産費 / 農林省農林経済局統計情報部 [編集]

576 農業動態調査報告書 / 農林水産省統計情報部

577 農業調査報告書 / 農林水産省統計情報部 [編]

578 畜産物流通統計 / 農林水産省統計情報部 [編]

579 畜産物生産費調査報告 / 農林省農林経済局統計調査部 [編]

580 農業経営統計調査報告. 畜産物生産費 / 農林水産省統計情報部 [編]

581 畜産統計 : 家畜飼養の概況 / 農林省農林経済局統計調査部 [編集]

582 農業構造動態調査報告書. 基本構造 / 農林水産省統計情報部 [編]

583 漁業動態調査 / 農林省農林経済局統計調査部 [編]

584 漁業動態統計年報 / 農林省農林経済局統計情報部 [編]

585 漁業就業動向統計年報 / 農林水産省統計部 [編]

586 漁業経済調査報告. 漁家の部 / 農林省農林経済局統計調査部 [編]

587 漁業経営調査報告 / 農林水産省統計情報部 [編]

588 漁業経済調査報告. 企業体の部 / 農林省統計調査部 [編]

589 農家の形態別にみた農家経済 : 農家経済調査の分析

590 漁業労働賃金調査報告 / 農林省農林経済局統計調査部 [編]

591 漁業養殖業生産統計年報 / 農林省農林経済局統計調査部 [編集]

592 農業調査結果報告書. 総括篇 / 農林省農林経済局統計調査部 [編]

593 牛乳乳製品統計 / 農林水産省統計情報部 [編集]
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594 家畜衛生統計 / 農林省畜産局 [編].

595 農家経済調査報告. 物財統計 / 農林省農林経済局統計調査部

596 農家経済調査. 物財統計 / 農林省農林経済局統計調査部

597 農林省統計表 / 農林省總務局統計課 [編]

598 果樹生産出荷統計 / 農林省農林経済局統計情報部 [編].

599 花き生産出荷統計 / 農林水産省統計情報部 [編]

600 鶏卵流通統計 / 農林省統計調査部 [編]

601 鶏卵食鳥流通統計 / 農林省農林経済局統計情報部 [編]

602 農畜産業用固定資産評価標準 / 農林省農林経済局統計調査部

603 鶏卵食鳥流通統計・鶏ひなふ化羽数統計 / 農林水産省経済局統計情報部

604 農業物価統計 / 農林水産省統計部 [編]

605 耕地および作付面積統計 / 農林省農林経済局統計情報部 [編]

606 農村物価賃金統計 / 農林省農林経済局統計調査部 [編]

607 農家経済調査. 農家生計費統計 / 農林水産省統計情報部

608 図説林業白書 / 農林統計協会 [編集]

609 図説森林・林業白書 / 農林統計協会 [編]

610 図説農業白書 / 農林統計協会 [編集]

611 図説食料・農業・農村白書 / 農林統計協会 [編]

612 食料・農業・農村白書附属統計表 / 農林統計協会 [編集]

613 図説食料・農業・農村白書参考統計表 / 農林統計協会 [編集]

614 農業白書付属統計表 / 農林統計協会編.

615 農家経済調査報告. 第1・2集, 農家経済総合統計 / 農林省農林経済局統計調査部

616 農家経済調査報告. 第1集, 農家経済総合統計 / 農林省農林経済局統計調査部

617 図説漁業白書 / 農林統計協会

618 図説水産白書 / 農林統計協会 [編]

619 農林水産統計報告 農家生計費統計. -- 農林統計協会

620 食糧管理統計年報 / 食糧管理局

621 食糧統計年報 / 食糧庁 [編]

622 食糧需給表 / 農林大臣官房調査課 [編集]

623 農家經濟調査報告 / 農林省經濟更生部

624 飼料便覧 / 農林省畜産局流通飼料課監修

625 流通飼料便覧 / 農林水産省畜産局流通飼料課監修

626 市町村別水陸稲収穫量 / 農林水産省統計情報部 [編]

627 生産農業所得統計 / 農林省農林経済局統計情報部 [編]

628 農業災害補償制度年報 / 農林省農林経済局 [編集]

629 熊本農林水産統計年報 / 農林省熊本統計調査事務所

630 農業および農家の社会勘定 / 農林省統計調査部調整課

631 青果物卸売市場調査報告 / 農林省 [編]

632 鶏の研究

633 育種学研究. 別冊, 日本育種学会講演会要旨集

634 水産物流通統計年報 / 農林省農林経済局統計調査部 [編]

635 農業経営統計調査報告. 農業経営動向統計 / 農林水産省統計情報部 [編集]

636 農地の移動と転用 : 農地移動実態調査結果 / 農林省構造改善局農政部農政課
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637 北海道農業研究センター研究報告

638 ファーミングシステム研究

639 蚕糸・昆虫農業技術研究所年報

640 農作物災害種類別被害統計 / 農林省農林経済局統計情報部

641 生物と気象 / 日本農業気象学会 [編]

642 東海大学紀要. 電子情報学部

643 植物学雑誌

644 熱帯農学研究

645 明治大学農学部研究報告

646 文明 / 東海大学文明研究所 [編]

647 農業組織経営体経営調査報告 / 農林水産省統計情報部 [編集].

648 青果物流通経費調査報告 / 農林省統計情報部

649 青果物集出荷経費調査報告 / 農林水産省経済局統計情報部

650 青果物集出荷経費調査報告 / 農林省農林経済局統計調査部 [編]

651 聴く中国語 : 中国語学習月刊

652
中央農業総合研究センター研究資料 / 農業技術研究機構中央農業総合研究センター
[編]

653 中央農業総合研究センター研究報告

654 麻布大学雑誌

655 千葉県畜産総合研究センター研究報告

656 業務概要 / 千葉県農業総合研究センター [編]

657 千葉県農業総合研究センター研究報告

658 千葉県農業総合研究センター特別報告

659 エネルギーくまもと. -- 熊本県エネルギー対策課

660 日本草地学会誌

661 技術士

662 総合教育センター紀要 / 東海大学 [編].

663 東海大学課程資格教育センター論集

664 日本食品科学工学会誌

665 日本の科学と技術

666 農業經濟研究

667 奈良県森林技術センター研究報告

668 Human security = ヒュ-マンセキュリティー / 東海大学平和戦略国際研究所 [編]

669 農林水産文献解題 / 農林水産省図書館編

670 農林水産研究文献解題 / 農林水産技術会議事務局編

671 作物統計 / 農林省農林経済局統計調査部 [編]

672 作物統計. 普通作物・飼料作物・工芸農作物 / 農林水産省農林経済局統計情報部

673 乳用牛評価報告 / 農林水産省家畜改良センター [編]

674 九州沖縄農研農業経営研究資料

675 日本畜産学会大会講演要旨 / 日本畜産学会 [編]

676 日本畜産学会大会大会要旨

677 日本畜産学会大会講演要旨

678 日本農業年鑑 / 農業復興会議編

679 農業観測概要 / 農林水産大臣官房調査課編
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680
農業組織経営体経営調査報告. 農業組織経営体の生産費 / 農林水産省経済局統計情報部
[編集]

681 試験成績書 / 熊本県農業研究センター畜産研究所 [編]

682 北海道農業研究センター研究資料 / 農業技術研究機構北海道農業研究センター [編]

683 九州農業最前線 / 九州農政局統計情報部

684 九州アグリランキング / 九州農政局統計部

685 耕地及び主要農作物市町村別統計 / 九州農政局統計情報部編

686 耕地及び主要農作物市町村別データ / 九州農政局統計情報部編

687 熊本県生産農業所得統計 : 市町村別統計報告書 / 九州農政局統計情報部 [編]

688 くまもとの農業と経営

689 九州沖縄農業研究成果情報

690 農林漁業金融統計 / 農林中央金庫

691 東海大学海洋科学博物館年報

692 雑草研究. 別号, 講演会講演要旨

693 業務記録 / 林木育種センター九州育種場 [編]

694 教育研究年報 / 九州東海大学 [編]

695 食品ロス統計調査報告 / 農林水産省統計情報部 [編]

696 東海大学教育研究年報. 研究業績目録

697 東海大学教育研究年報 / 東海大学 [編]

698 東海大学医学部年報

699 東海大学医療技術短期大学総合看護研究施設論文集

700 東海大学医療技術短期大学総合看護研究施設年報

701 東海大学医療技術短期大学教育研究年報 /

702 東海大学海洋研究所年報

703 海・人・自然 : 東海大学博物館研究報告

704 九州東海大学工学部紀要

705 東海大学総合医学研究所所報

706 TOEIC Test プラス・マガジン

707 食料・農業・農村白書 / 農林水産省編

708 森林・林業白書. 索引付き / 林野庁編

709 English zone.

710 東海大学教育研究年報

711 東海大学短期大学部教育研究年報

712 東京都農林総合研究センター研究報告

和雑誌　712種
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No. 雑誌名（国外雑誌）

1 American camellia yearbook

2 SIAM journal on discrete mathematics :

3 Tropical agriculture and development

4 The Rice journal

5 National geographic

6 Dairy science & technology

7 Journal of bacteriology

8 Applied and environmental microbiology

9 Annual report

10 Agriculture and environment for developing regions

11 Journal of psycholinguistic research

12 Second language research

13 SABRAO journal of breeding and genetics

14 Molecular endocrinology

15 Nature and human activities

16 Journal of agricultural meteorology

17 The horticulture journal.

18 Rodale's organic life

19 Canadian journal of zoology

20 Animal welfare

21 Journal of mammalogy /

22 Mammalian genome

23 Journal of dairy science

24 Animal science

25
Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of
America.

26 Journal of endocrinology

27 Nature

28 Soil science and plant nutrition

29 Analytical chemistry.

30 The anatomical record

31 Biochemistry

32 Journal of experimental botany

33 Annals of applied biology

34 Science. New series

35 Nature biotechnology

36 Endocrinology

37 The journal of experimental zoology

38 Organic gardening

39 Phytopathology

40 Plant disease

41 Canadian journal of botany.

42 Canadian journal of microbiology
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43 Biological agriculture & horticulture : an international journal

44 Plant and cell physiology

45 Canadian entomologist

46 Agronomy journal

47 Poultry science

48 Applied radiation and isotopes

49 Milchwissenschaft

50 In vitro cellular & developmental biology. Animal

51 Journal of the science of food and agriculture

52 Heredity

53 The British journal of nutrition /

54 Developmental dynamics

55 Journal of animal science

56 Plant physiology

57 The journal of biological chemistry

58 Theriogenology

59 General and comparative endocrinology

60 Journal of adolescent health

61 The Camellia journal

62 American journal of agricultural economics

63 Journal of nutrition

64 Biology of reproduction

65 Hortscience : a journal of the American Society for Horticultural Science.

66 Genes & genetic systems

67 Journal of the American Society for Horticultural Science

68 Botanical journal of the Linnean Society

69 Vitis, viticulture and enology abstracts

70 Annals of botany

71 Plant cell reports

72 Grass and forage science

73 Archives of histology and cytology

74 The journal of veterinary medical science

75 Livestock production science

76 Biochimica et biophysica acta

77 Journal of agricultural and food chemistry

78 Reproduction, fertility and development

79 Animal behaviour

80 Scientia horticulturae

81 Journal of reproduction and fertility

82 Physiological and molecular plant pathology

83 Animal feed science and technology

84 Field crops research

85 Applied animal behaviour science
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86 Australian journal of botany

87 Euphytica : Netherlands journal of plant breeding.

88 Physiologia plantarum / Societas Physiologiae Plantarum, Scandinavica

89 Plant growth regulation

90 Plant molecular biology

91 Biocycle

92 Journal of economic entomology

93 Plant cell, tissue and organ culture

94 Journal of cereal science

95 Tropical agriculture

96 American journal of botany

97 Annals of the Entomological Society of America

98 Agricultural economics

99 The American journal of clinical nutrition

100 The plant cell

101 Journal of nutritional science and vitaminology

102 New Zealand journal of agricultural research

103 The Journal of animal ecology.

104 Le Lait :

105 Soil Science Society of America journal

106 Japan quarterly.

107 Journal of marketing

108 Animal genetics

109 Journal of food science

110 Communications in soil science and plant analysis

111 Crop science

112 Ecology / Ecological Society of America

113 Canadian journal of agricultural economics

114 In vitro cellular & developmental biology

115 British poultry science

116 Journal of marketing research : JMR

117 The Proceedings of the Nutrition Society

118 Food science and technology, international

119 Ecological applications.

120 Journal of dairy research

121 Adult education quarterly.

122 Journal of horticultural science

123 Applied entomology and zoology

124 Entomologist's monthly magazine

125 Ecological research.

126 American journal of enology and viticulture

127 Mycoscience / Mycological Society of Japan

128 European review of agricultural economics
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129 Silvae genetica

130 Tropical grasslands

131 Economic development and cultural change

132 Canadian journal of animal science

133 Agricultural education

134 Netherlands milk and dairy journal

135 Perceptual and motor skills

136 Phytomorphology

137 Indian journal of agricultural economics

138 American journal of physiology

139 Journal of agricultural economics

140 International journal of plant sciences

141 The Australian journal of agricultural and resource economics

142 International dairy journal

143 Theoretical and applied genetics

144 Plant science :

145 Journal of reproduction & fertility. Abstract series

146 The journal of horticultural science & biotechnology

147 Journal of equine science

148 Entomophaga

149 Japan agricultural research quarterly

150 Journal of plant research

151 Tohoku journal of agricultural research

152 Japanese journal of veterinary research

153 JIRCAS international symposium series

154 JIRCAS working report

155 JIRCAS journal : for scientific papers

156 Proceedings of Tsukuba Asian Seminar on Agricultural Education

157 The Journal of agricultural economics research

158 Agricell report

159 The Australian journal of agricultural economics

160 SABRAO journal

161 Plant production science

162 Abstracts on tropical agriculture

163 Acta agraria et silvestria. Seria agraria

164 Acta agraria et silvestria. Series zootechnica

165 Food science and technology research

166 Systematic entomology

167 Agricultural and biological chemistry.

168 Zoological record. Sect. 13, Insecta. Part E, Hymenoptera

169 Plant ecology

170 Bio/technology

171 Journal of general plant pathology
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172 American journal of anatomy

173 Agricultural economics research

174 The Japanese journal of genetics

175 Breeding science

176 American speech : a quarterly of linguistic usage

177 Journal of the Faculty of Agriculture, Kyushu University

178 Journal of fermentation and bioengineering.

179 Animal breeding abstracts.

180 Reproduction

181 Journal of natural products

182 Genome research

183 Protein engineering

184 Asian-Australasian journal of animal sciences

185 Journal of graph theory

186 The journal of poultry science

187 Animal science journal

188 Biochimica et biophysica acta

189 Anatomical science international

190 Studies in second language acquisition

191 Applied biological science

192 Tokai journal of experimental and clinical medicine

193 Weed biology and management

194 Memoirs of the Faculty of Agriculture, Kagoshima University

195 The Journal of reproduction and development. -

196 Fellowship research report / Matsumae International Foundation

197 Biotronics : reports of Biotron Institute, Kyushu University

198 Ars combinatoria

199 Protein engineering design & selection : peds

200 Bulletin / Entomological Society of Canada.

201 Botanical review.

202 Bulletin of entomological research

203 Bulletin of environmental contamination and toxicology

204 Canadian journal of genetics and cytology

205 Canadian journal of physiology and pharmacology

206 Crop research

207 Gamma field symposia

208 Genetica

209 Genome

210 International camellia journal

211 International journal of applied radiation and isotopes

212 In vitro

213 The journal of biochemistry

214 The journal of cell biology
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215 Monthly weather review

216 Nutrition abstracts and reviews. Ser. B

217 Periodicum biologorum

218 Poultry abstracts

219 Poljoprivredna znanstvena smotra

220 Proceedings of the American Society for Horticultural Science

221 Journal of adolescent health care

222 Proceedings of the Iowa Academy of Sciences

223 Plant biotechnology

224 Review of agricultural entomology

225 Review of plant pathology

226 Rivista di agricoltura subtropicale e tropicale

227 Rural research in CSIRO

228 S.A.B.R.A.O. newsletter

229 Senckenbergiana biologica

230 Sociology and social research

231 Soils and fertilizers

232 Soviet journal of particles and nuclei

233 Spoken English

234 Studies in English literature

235 Studies in English literature 1500-1900

236 Technical bulletin TARC /

237 Transactions of the Kansas Academy of Science

238 Tropical agriculture research series

239 Twentieth century literature

240 The Veterinary bulletin

241 Veterinary parasitology

242 Veterinary medical review

243 World agricultural economics and rural sociology abstracts

244 Grassland science

245 Rangeland ecology & management

246 The Australasian journal of combinatorics

247 British poultry abstracts

248 Journal of combinatorial theory. Series B.

249 Animal : an international journal of animal bioscience

250 Graphs and combinatorics : an Asian journal

251 Animal production

洋雑誌　251種
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学生確保の見通し等を記載した書類 

農学部動物科学科 
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学生の確保の見通し等を記載した書類  

農学部動物科学科  

 

１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況  

（１）学生の確保の見通し  

１）定員充足の見込み  

農学部動物科学科の入学定員は、受験生の動向、社会からのニーズ、

入学定員を確保できる人数等を踏まえ、教育研究体制を永続的に維持可

能な体制として、農学部動物科学科の入学定員を 80 名、収容定員を 320

名として教育研究活動を開始する計画である。  

 

①全国的な傾向からの分析   

定員を充足できる根拠は次のとおりである。農学部動物科学科の学位

の分野が含まれる「農学系」の過去５年の学部数、志願倍率、入学定員

充足率状況（【資料①－１】【資料①－２】「令和２（ 2020）年度  私立大

学・短期大学等 入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事業団）P.26・

33）をみると、【資料①－１】のとおり、学部数は微増ながら増加傾向で

あることに加え、志願倍率も 9 倍後半～11 倍の水準に達しており、定員

充足率もほぼ 100％を満たしている状況である。このうち、【資料①－２】

のとおり、本学科と類似した学科が含まれる可能性がある学部に焦点を

絞ってみてみると、令和２年度においては、「農学部」は約 14.3 倍とな

っており、【資料①－１】の動向と同様に、入学定員を大幅に超える進学

希望者が存在することが明らかであり、農学部動物科学科が受け持つ学

問分野について、高い需要があると分析される。  

 

②将来性についての分析  

東海大学は、全国に 19 学部（令和３年現在。募集停止学部を除く。）

を展開している大規模大学である。農学部動物科学科は、九州キャンパ

ス（熊本県）で学修を進める計画である。農学部は、全国的に少ない学

部であることから、学生は全国から入学してくる。また、同様に、全国

に 14 校設置されている付属高校からの入学希望者も一定数存在してい

る。  

将来的にみると、18 歳人口の減少は避けられない状況であるが、【資
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料① -3】のとおり大規模大学は、高い水準で志願者を確保していること

から、この総合大学・大規模大学のスケールメリットを活用した教育体

制により、上記①の傾向が続くものと分析している。  

 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要  

①今後の人口動態に基づく将来的な分析  

文部科学省「学校基本調査」のデータをもとに分析された、「18 歳人

口予測 大学・短期大学・専門学校進学率  地元残留率の動向」（2020 年

度版）」（リクルート進学総研）に依れば、全国の 18 歳人口の推移は、【資

料②】のとおり「2020 年 116.7 万人→2032 年 102.3 万人」となり、「約

14.4 万人／12.3％」が減少するとの予想が立てられている。  

加えて、熊本県の 18 歳人口の推移【資料③】については、「2020 年

16,971 人→2032 年 15,833 人」と、減少率は「6.7％」であり、全国の減

少幅（約 12.3％）に比べて少ないが、減少する傾向が続くこと分かる。 

しかしながら、【資料④】のとおり、①大学進学率は微増しているこ

と、②地元残留率は低下傾向にあるものの 45.5％を維持し増加傾向であ

ること、③流入元をみると福岡県など近隣の件からの流入が多いこと、

④特色のある学部・学科においては、県外からの進学者も多い傾向がみ

られると推察されるなど、マイナスだけではない要素も存在している。    

 

 ②既設の学部における定員充足状況  

   既設学部等の現状の受験者数については、【資料⑤】のとおり、入学定

員を越える志願者数を維持している。実際には、2016 年に発生した熊本

地震により、メイン校舎である「阿蘇校舎」が利用不可能（阿蘇実習フ

ィールドとして一部の実習科目でのみ活用している）になっていること

から、入学者数等に影響がでていると思われるが、現在、新校舎である

「臨空校舎」が 2023 年に完成予定であり、プラス要因を加味すると、引

き続き入学定員を超える一定数の志願者数と、現状よりも高水準で入学

者を確保することが可能であると、判断することができる。  

 

③類似する分野への大学進学状況  

   別のデータにおいても検証するため、【資料⑥】のとおり、農学部動物

科学科と競合する可能性のある、類似した学部学科の動向をみても、入
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学定員を越える志願倍率を維持しており、志願者数の確保を見込むこと

ができる。  

 

 ３）学生納付金の設定の考え方  

納付金については、大学として適切な教育研究環境を構築・維持する

のみならず、これからの社会の変化に対応した施設・設備の充実にも対

応した、大学経営の根幹に係る財務状況を踏まえるとともに、受益者で

ある学生への説明責任を重視する一方、近隣の他大学の学生納付金の設

定状況も勘案した上で、完成年度に収支均衡を図れることを前提に適切

に設定した。下表のとおり、【資料⑥】に記載する競合校の学納金と比較

しても概ね範囲内に収まっており、適切な納付金であると判断している。 

 

注１）本学以外の各大学の情報は、 2021 年４月時点の公式ウェブサイトにより調査。  

注２）各大学の学生納付金の記載方法は、各大学の公表方法に基づく。  

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況  

学生確保に向けて、大学として、全学的・組織的に学生確保に向けた入試

広報を行っている。その方針としては、受験生、保護者、高等学校等の教員

競合する大学  

学部学科  

入学

定員  
入学金  授業料  設備施設費  

その他  

（諸会計等）  
合計  

東海大学  

農学部  

動物科学科  

80 200,000 1,345,000 59,200 1,604,200 

東京農業大学  

農学部  

動物科学科  

140 270,000 985,600 230,000 57,800 1,543,400 

日本獣医生命科学大学  

応用生命科学部  

動物科学科  

100 250,000 1,050,000 300,000 20,000 1,620,000 

倉敷芸術科学大学  

生命科学部  

動物生命科学科  

40 220,000 845,000 470,000 - 1,535,000 
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に対し、本学の学部・学科等の周知活動を行うだけではなく、大学への進路

希望者に対して、体験授業や各学問分野別の紹介等、高校生の進路選択のサ

ポート活動を行うことである。  

令和２（ 2020）年度においては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め、各種行事の多くが中止となってしまったが、通常は以下①から⑥のとお

りオープンキャンパス等を実施している。中止となってしまった令和２（2020）

年度については Web Open Campus と称し、自宅からでも参加できる「360°キ

ャンパスツアー」、「バーチャルキャンパスツアー」等により実際のキャンパ

ス環境についての確認ができるように対応したことに加え、各学科において

は、動画にて、学部学科の案内等について、場所・時間に関係なく、「興味を

持った受験生がいつでも確認することが出来る環境」を整えている。  

また、ＨＰや各種広告媒体等や高校訪問などを通じて、本学への受験、入

学者希望者を増やすことを目指すだけではなく、「入試対策講座」の開催や、

体験授業等を行い、高校生の進学へのサポート活動も積極的に行っている。  

今後の取組としては、コロナ禍により整備されたＷｅｂ等の媒体と、オー

プンキャンパス・体験授業等各種イベント等の対面で行う活動を融合し、周

知活動等を進める計画である。  

 

①オープンキャンパス（対面、オンライン）計画  

・2021 年度東海大学開催オープンキャンパス（予定）  

対面：6 月 20 日（日）、8 月 21（土）、8 月 22 日（日）、 3 月 13 日（日） 

［学科説明、個別面談、キャンパス見学］  

 ＷＥＢ：7 月、8 月  

・入試対策講座（6 月、8 月、 10 月）  

・進学相談会、キャンパス見学会  

・全国開催進学相談会（約 350 会場を予定。実施は未定。）  

 

②ＨＰ【受験生・高校教員向け 】受験生情報サイト・ＳＮＳからの情報発信  

Ｙｏｕｔｕｂｅチャンネル（東海大学公式）配信動画  

■ 東 海 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ  受 験 生 情 報 サ イ ト  

（http://www.tokai-adm.jp/）  

■ 東 海 大 学 「 日 本 ま る ご と 学 び 改 革 実 行 プ ロ ジ ェ ク ト 」

（https://tokai-marugoto.jp/）  
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③高校訪問  

   高校訪問をして、進路・キャリア形成に関する講話を行う。本学への進

学についてのＰＲだけではなく、進路の選び方、入学試験の種類等、高校

生の大学進学のサポートを行っていく計画である。  

 

④大学入試説明会（高校教員対象）：５月～６月にＷｅｂでの開催を予定。  

 

⑤各種メディアからの情報発信（受験情報サイト、メディア企画）  

 

⑥出願促進プロモーション  

ＳＮＳ広告、エリアアド、コンビニ広告  

交通広告、出願促進ＤＭ（全国の接触者対象）  

 

 

 以上の説明のとおり、全国的な「受験者数」や、分野別の「志願者の動向」、

既設学部等における「志願者数、志願倍率、入学者数等の実績」に加え、新校

舎の完成、学生確保に向けて具体的な取組みにより、入学定員を満たすことが

できると確信することができる。  
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２．人材需要の動向等社会の要請  

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）  

農学部動物科学科の教育研究上の目的は、生産科学、動物生命科学、人と

動物との共生科学に関する確かな専門知識を持ち、地域の生態系や文化を理

解し、持続的かつ安全な動物生産、動物に関わる新たな技術開発、科学的根

拠に基づく人と動物との適正な関係の創出を目指して、実践的な対処・解決

の方策を導き出せる力と、複眼的な視点に基づく倫理観をもって責任ある社

会貢献ができる人材を養成することである。  

 

（２）上記（１）が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠  

  2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）に記載されている通

り、急激に変化していく現代社会において、産業界においても新しい事業開

発や国際化の進展により、「高度な専門知識を持ちつつ普遍的な見方のできる

能力と具体的な業務の専門化に対応できる専門的なスキル・知識」を持った

人材が求められている。農学部動物科学科においては、専門知識を身に付け

ることに加え、生態系や文化の理解や複眼的な視点に基づく“倫理観”を身

に付けて、発生した問題や課題に対して解決の方策を導き出していくことか

ら、将来的に必要とされる人材像と合致している。  

また、【資料⑦】のとおり既設学部等の現状から分析すると、既設学科（農

学部応用動物科学科）が育成する人材像に合わせて、社会からのニーズは多

岐に渡り、多様な分野へ卒業生が就職していることが分かる。  

そしてこれらを証明するように、【資料⑧】のとおり、応用動物科学科の就

職決定率は 2018 年度 98.6％、2019 年度 95.5％となっていることに加え、本

学への求人については、【資料⑨ -1】の状況となっており、卒業生の数を大幅

に超えている。そして、【資料⑨ -2】のとおり、全国から求人が寄せられてい

る状況から、東海大学の教育研究体制への理解に加え、農学部の教育研究上

の目的は理解され、社会から求められており、社会的、地域的な人材需要の

動向等を踏まえたものであると判断される。  

以 上  
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2019 年度卒業生数 6,281 名 

 

2019年度 東海大学産業別求人会社数 
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